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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　Ｉ章　亡ぼう国こく







　　　　１





　その友達の家には、古い木造の離はなれがあった。離れは物置になっていて、室内は使われなくなった物で埋うもれていた。


　山積みになった段だんボールは、分厚い埃ほこりの層そうに覆おおわれていた。息を吹ふきかけても、表面しか払はらえなかった。


　土足で上がられた畳たたみは、茨いばらのようにささくれていた。歩くと、霜しもを踏ふみしめるような音がした。


　障しよう子じはすっかり色あせ、半分は取り外されて壁かべに立てかかっていた。


　窓まどガラスは汚よごれきって光を通さず、枠わくが錆さびついてほんの少ししか開あかなかった。


　部へ屋やの至いたる所に蜘く蛛もの巣がかかっていた。かび臭くさいにおいがした。


　離れの周囲は雑木林に囲まれた水田で、いまでは見み捨すてられて沼ぬま地ちになっていた。


　畦あぜには雑草が生おい茂しげり、離れの縁えん側がわまで草に埋もれていた。


　大人はあまり近づかなかった。





　そこは、姫ひめ木き梓あずさの王国だった。


　梓はそこの女王様で、住人は彼女とその家の男の子の二人だった。


　裏うら庭にわと水田を王国の領土とし、離れを王宮として、梓は王国の法ほう律りつを作った。


　王国には彼女が認みとめた者しか入ってはいけない。王国は秘ひ密みつにしなければならない。誰だれにも喋しやべってはいけない。梓の言うことは聞かなくてはならない。彼女が一番偉えらい。でも、自分はちゃんと国のことを考えて命令する。


　その男の子は、梓の言うことに従したがった。彼は梓の気分次し第だいで、あるときは大臣になり、あるときは騎き士しになり、あるときは従じゆう者しやになった。大人おとなしい子だったから、なんでも言うことを聞いた。少し意い地じ悪わるをしても、素す直なおに従って嬉うれしそうにしていた。


　可愛かわいらしい容よう姿しの子だった。住人は梓とその男の子の二人以外には増ふえなかった。





　二人は王国の住人であり、王国の外では異い邦ほう人じんだった。


　周りの人間からは疎そ外がいされていた。他に友達はできなかったし、作ろうともしなかった。男の子はいつもクラスメイトからいじめられていて、その度たびに梓はその子を守っていた。目を赤くして泣く男の子に、わたしたちはドウホウなのよ、と言って慰なぐさめた。


　わたしたちだけがドウホウなの。だからわたしは景けいちゃんを助けてあげるからね──


　辞書で知ったばかりの「同どう胞ほう」という言葉は、梓のお気に入りだった。「友達」や「仲間」より、二人に相応ふさわしいと思った。


　周りの人間は王国には入ってこられなかった。二人は王国にいる限り安全だった。


　他の人間が陰かげでなんと言おうと、痛いたくも痒かゆくもなかった。彼らの喋る異国の言葉は、二人には無意味だった。二人には二人だけの、王国の言葉があった。それは温かい肌はだ触ざわりのする、甘あまやかな言葉だった。





　二人の言葉は王国を飾かざった。


　特に夜。言葉はまるで呪じゆ文もんのように魔ま力りよくを帯びた。


　離れは宮きゆう殿でんになった。屋根裏部屋は王室になり、出で窓まどは尖せん塔とうのテラスになった。ガラスのコップはクリスタルになり、水道水はシャンパンになった。テラスからは眼下に広がる暗い森が見え、天空には銀色の月が浮ういていた。


　沼は湖になり、水面みなもに月と大たい樹じゆを映うつした。湖こ畔はんには帆はん船せんが浮かび、船上からは楽がくの音ねが聞こえた。


　樹海の道を抜ぬけて微風そよかぜが吹くと、楽の音が風に乗って夜空に舞まった。風は湖上を走ってさざ波なみを立て、宮きゆう廷ていをなでてビロードのカーテンをなびかせた。それからテラスに駆かけ上のぼって、女王の髪かみを恭うやうやしく梳すいた。風はかすかに花のにおいを含ふくんでいた。


　女王様はいい気分で、騎士とお喋りをした。騎士は時々悪い魔法使いになって女王様をさらったが、また騎士に戻もどって女王様を助け出した。その他ほかにも、王子様になることや伝説の勇者になるときもあった。もっとも、王子様も勇者も騎士も、そして実のところ悪い魔法使いも、女王様の言うことには逆さからわなかった。


　両親の言いつけを無む視しして、梓は何度も離れで眠ねむりについた。そんなときはいつも、その男の子も側そばにいた。





　王国で過ごす時間はどんどん長くなった。王国の外は嫌いやだった。


　両親の仲は日々険けん悪あくになった。しかし両親の皮ひ肉にくも、王国までは届とどかない。相手を罵ののしる醜みにくい顔も、王国までは追ってこない。


　クラスの人間たちとは話をしなかった。共通の話題がない。話す言葉が通じない。面おも白しろくもない異国語を聞いて、媚こびるように笑うのはまっぴらだ。


　教師は事務的に接してきた。いじめなんかないと梓が言うと、ほっとした顔でそれ以上追及しなかった。ドウホウは自分で守るのだ。他の人間なんか信用しない。


　親類は下した手てに出てきた。味方ぶって両親を悪く言った。テーマ・パークやレストランにつれ回したあげく、笑わない梓に、強こわ張ばった笑え顔がおを見せて帰っていった。その後すぐ、食べた料理を全部もどした。


　学校をさぼるようになった。


　一人でうずくまっていると、離れはただの廃はい屋おくだった。





「梓ちゃん──」


　自分を呼よぶ声が聞こえてきたとき、すでに辺りは暗くなっていた。梓は返事をしなかった。


「梓ちゃん」


　声はすぐに梓を見つけた。離れは狭せまい。隠かくれる場所はほとんどない。


「梓ちゃん。みんな捜さがしてるよ」


　梓は答えなかった。頑かたくなにじっとしていた。


　声はそれ以上何も言わなかった。


　急に、梓は不安になった。そして顔を上げて声の主ぬしを捜した。


　男の子は目の前に立っていた。両手に毛布を抱かかえ、ビニール袋ぶくろをさげていた。


　梓はまじまじと、その子を見つめた。


「えへへ」


　その子は梓の隣となりに毛布を敷しくと、その上に座すわった。ビニール袋から、お菓か子しとジュースを取り出した。


「梓ちゃんも、食べるでしょ」


　大好きなクッキーの缶を開あけて、その子は笑った。女の子みたいに優やさしい笑顔だった。


　急に、梓は胸むねが狂くるおしくなった。身体からだの奥おくがカッとした。何も考えないうちに、梓はその子のほっぺたをつねった。


「あ、梓ひゃん……？」


　自分よりずっと可愛らしい顔がびっくりしたように目を丸くした。梓はぎゅううと指に力を入れた。


「梓ひゃん……いたひよ……」


　不安そうな陰が瞳ひとみに宿った。しかしいつものように、抵てい抗こうしようとはしなかった。


　すると梓は、いよいよ胸が熱くなってきて、両手でその子のほっぺたをつねり始めた。


　力一いつ杯ぱいつねった。その男の子は涙なみだを浮かべた。


「いたひ……ひゃめてよ。いたひよう……」


　頰ほおは柔やわらかく、白くてすべすべとしていた。その頰が赤く染そまっていく。真しん珠じゆのような涙が大きな瞳からこぼれ、梓の指を濡ぬらした。


　始めたときと同様に、梓は急に指を放した。涙の浮かんだ瞳が、じっと梓を見ている。


　梓はつねっていた頰を手のひらでなでた。そのまま、鼻の頭をつまんだり、ほっぺたを指で押したりした。涙を指先ですくい、唇くちびるに塗ぬった。口の中に指を入れ、舌先に触った。


　男の子は無言でされるままになっていた。ただ、視線だけが戸と惑まどったように梓に問いかけていた。梓は視線に気づくと、ぱっと手を放した。


　それからお菓子を取り上げ、ほとんど一人で食べてしまった。


　あまりに理り不ふ尽じんな仕打ちに、その子はいまにも泣き出しそうな顔をしていた。梓は、泣いたら怒おこるわよ、と言った。その子は泣かなかった。





　梓はすっかり普ふ段だん通りになって、いつもの遊びを始めた。最初はおどおどしていたその子も、すぐいつものように大人しい笑顔を見せた。


　最後に梓は、照れ隠しのぶっきらぼうな口調で、ごめんね、と謝あやまった。


　その子は嬉うれしそうに頷うなずき、微笑ほほえんだ。





　　　　◆◆◆◆◆





「で、どうなのよ？」


「──え？」


　声をかけられ、梓は、ふいと我われに返った。ポニーテールが子犬のしっぽのように跳ねる。


「え、何？」


　聞き返すと、祐ゆう子こは机つくえに突つっ伏ぷして、ぐったりとした顔になった。


「ま～た、この子は。どっか行ってたなあ」


「ええっ、あ、ごめん」


「ごめんじゃないでしょ～」


　眉まゆをひそめる祐子に、隣の美み加かが場ばを取り持つように笑いかけた。


「梓はすぐに飛んじゃうからね」


「まったく、これだから帰き国こく子し女じよはさあ」


　祐子の声がからかう響ひびきを帯びた。あ、まずい、と思ったが、もう遅おそい。祐子は意地の悪い目で梓を見やった。


「悪かったわねー、梓ちゃん。ロスのジョージへ電波とばしてるの邪じや魔ましちゃって」


「ごめん。謝るよ」


「いいのよ～、続けて続けて。私ら黙だまって見てるからさ。ほら」


「もうっ。ごめんったらっ。それに、ジョージって誰だれなの？　そんな人、わたし知らないわよ」


「また惚とぼけちゃって。梓って全然男っ気けがないじゃん。アメリカあつちに彼氏残してるっての、クラスの通説よ。黒人のラッパーだとか、いや、年下のスパニッシュだとか」


「ええっ。噓うそ！　わたしそんなのいないよっ」


　梓が慌あわてて否定すると、祐子は「えー、みんな言ってるよ～」と思わせぶりに含ふくみ笑いをした。


「もう、祐子ったら。梓、本気にしてるじゃない」


　取りなすように美加が言った。いつもふざけてばかりいる祐子に対し、おっとりとして人当たりのいい美加は、それをたしなめることが多い。もっとも、その彼女も、いまは苦笑をかみ殺していた。


　梓がきょとんとすると、とたんに祐子がけたけた笑い出した。


　またしてもからかわれたのだと気づいた梓は、口をへの字にして祐子をにらみつけた。


「祐子。あんたね……」


「いやほんと。『アメリカ帰り』の一いつ般ぱん像ぞうを、とことん破は壊かいしてくれるなあ、梓は」


　梓は帰国子女である。つい一か月前、七年ぶりで日本に戻もどったばかりだった。


　アメリカでは男女のつき合いがオープンだと、たいていの日本人は言う。誤あやまった認にん識しきではない。しかし、だから帰国子女は進んでいると決めつけるのはいかがなものか。


「ふんっ。自分の偏かたよった物差しで世せ論ろんを語らないでほしいものね。だいたい祐子こそ、口を開ければ男、男って。大和やまと撫子なでしこはどこにいったのよ」


「あら？　良妻たるもの房ぼう事じにも通じてないと、殿との方がたは満足しなくてよ……」


　口に手を当てて、ホホホと笑う。梓はげんなりして窓の外に目をやった。


　放課後の校庭では、部活動に励はげむ生徒たちが声をかけ合っていた。グラウンドの外では、家路に就つく者が校門へと歩いている。どの顔も開放感に満ち、授業中よりずっと輝かがやいていた。


　梓の教室は三階にあった。窓まどからは町まち並なみを見ることができる。


　夕日に染まる町の景け色しきは、梓の記き憶おくとはすっかり変わっていた。至る所にあったはずの緑も、いまでは広がる町並みに呑のみ込こまれて孤こ島とうのようである。


　その一つに目がいった。


　町の外はずれ近く。ちょっとした小山のように地面が盛もり上がり、てっぺんにだけ林が残っている場所があった。梓の記憶では、あの林はもっと大きく広かった。周囲を囲むビルはなく、奥の方に見え隠れする川の岸まで続いていた。そして林の反対側には、彼女の幼おさななじみの家があった。


　いまそこは、マンションの一角になっていた。ただ、窓からは見えないが、そのマンションの裏うら側がわに、ほんのわずかな空あき地が残っている。


　嫌いやな記憶が甦よみがえり、梓は目を伏ふせた。


　変わったのは何も町だけではない……


「──って、ちょっと。聞いてんの？」


「…………」


「あ～ずさちゃーん」


「あ」


　と梓は我に返って視し線せんを戻した。案の定じよう、呆あきれた顔が二つ、梓を眺ながめていた。


「ほらこれだ。あんたメモリ足んないんじゃないの？」


　少しばかり険のある口調で祐子がぼやいた。


「う、ごめん」


「いーええ、きっと帰国子女様はＯＳがアメリカ仕し様ようなんでしょうよ。イングリッシュでお話しなかった、あっしらが悪いのです。なにぶん生まれてこの方かた、日本国より出たことのない身でございますからね。平ひらにご勘かん弁べんを」


「そうね。私たち平へい凡ぼんな女子高生としては、日本語での会話に参加して欲ほしいわよね」


　おどける祐子に美加まで加勢した。息のあったコンビネーションである。梓ではとうてい太た刀ち打うちできない。


「ほんとごめん。ちょっと考え事してて……で、なんの話なの？」


　大人おとなしく下した手てに出る梓。それを見て祐子は物わかりのいい笑え顔がおを見せた。


「だからね、梓ちゃんの赤せき裸ら々らな性生活インＵＳＡについての未み確かく認にん情報を検けん討とうしてたの」


「……ねえ、祐子。ほんっとにあなたの頭の中って、その話題しかないの」


「まあ梓ちゃんったら。経験豊富でアダルトなあなたと違ちがって、私たちジャパニーズガールにとって、オトコは神しん秘ぴと興味の源げん泉せんなのよ」


「日本の先行きも暗いわね」


「だったらジョージを日本に呼よぶっていうのはどう？」


「あのね、祐子。自じ慢まんじゃないけどね。わたし、ボーイフレンドいなかったの」


　ほんとに自慢じゃないな、と思いつつ梓は胸むねを張った。皮肉を予想していた梓だったが、返ってきたのは祐子の意外な台詞せりふだった。急に真ま面じ目めな顔になって、


「それって幼なじみに操みさおを立ててたってこと？」


　梓は目を丸くした。ついさっきまでの物思いを見み透すかされたような気がした。


　その梓を見て、祐子がにぃーっと笑いを浮うかべる。凶きよう悪あくな予感が走った。


「──梓、物ものの部べと幼なじみなんだってね」


「な、何で知ってるの？」


「ははあ～やっぱりね。いや、ちょっと聞いただけなんだけどさあ。やっぱ、幼なじみなんだ。へ～え」


　わき上がるようなにやけ笑いが祐子の口元を覆おおう。梓は慌てて付け加えた。


「お、幼なじみっていっても小学校の頃ころよ。アメリカに行く前の──」


「当たり前じゃない。だから幼なじみなんでしょうが」


「いや、だからね……」


「で？　七年ぶりに会ってどうだった。あっち仕込みのベッドテクで、溜たまってた分を取り戻してるとか……」


「そ、そんなわけないでしょ！　そりゃ昔はよく一いつ緒しよに遊んだけど、帰ってからは挨あい拶さつするぐらいよっ」


「え～、ほんとに～？」


　疑うたがわしそうに、というより、単に楽しそうに祐子が聞き返した。どうも端はなから、この話題が目的だったらしい。梓は少しムキになって「そうよっ！」と言い返した。


「あらあら。物部って誰？　うちの男子？」


「美加知らないの？　ほら図書室の住人よ。Ｂ組の」


「ああ、あの大人おとなしい子」


　と美加は納なつ得とくして相づちを打った。


「梓、あの子とつき合ってるの？　意外ねえ」


「だあからっ！　つき合ってなんかいないって言ってるでしょっ。あんたたちこそ日本語わかってんの！」


　梓が顔を赤くして反論した。こういう初うぶな態度がからかわれる種だと察していてもどうしようもない。


　物部景けい──というのが、梓の幼なじみの名前である。日本にいた頃の、ただ一人の友達だった。いまでも忘わすれることができない、特別な友達だ。


　実のところ、梓は帰国してからこれまでにも、何度か景の噂うわさを耳にしていた。曰いわく──暗い、喋しやべらない、大人しい、友達がいない、無ぶ愛あい想そう、と、いい評判は一つもない。そもそも、無口というだけで無視されるのがクラスの常識である。その上陰いん気きとなれば、見向きもされないだろう。本人も級友との会話を避さけているようだ。暇ひまさえあれば図書室の、しかも書庫の中に籠こもっていると評判である。だから図書室の住人と呼ばれているのだ。


「もうっ。いつまでもくだらない話してても仕方ないわ。そろそろ帰りましょうよ」


「麻ま里り奈ながまだじゃん。梓ちゃん、冷たーい」


「もう三十分も遅おくれてるわ。呼びに行きましょうよ」


　一いつ刻こくも早く話題を変かえたい梓だったが、普ふ段だんなら人一倍時間にうるさい祐子が、このときは意にも介かいさなかった。


「あら、ひょっとしたら梓、麻里奈に焼いてる？」


「ど、どうしてよ？」


「麻里奈、物部と親しいんだよ」


「え──」
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　初耳だった。梓が言葉を詰つまらせると、とたんに祐子が舌を出した。


「うっそー」


「なっ」


「うっひゃっひゃっ。梓ちゃん、わっかりやすーい」


「く、この……」


「へへえ。麻里奈、図書委員じゃん。だから、図書室関係の噂に詳くわしいのよ～」


　狙ねらい通りの展てん開かいに、祐子は黄色い声ではしゃいだ。美加も諦あきらめたように梓に肩かたをすくめてみせる。こうなると、もはや放っておくしか手がない。祐子が飽あきるか、次の話題に転じるのを待つのみだ。


　と──


「姫木さん」


　祐子でも美加でもない。呼びかけられ、梓は慌あわてて声の方を向いた。


　見覚えのあるクラスメイトが立っていた。確かクラス委員の──


「あ、海うみ野のさん」


　名前を覚えるのが苦にが手てな梓だったが、彼女の名前だけは覚えていた。目立つのだ。


「姫木さん、あなたまだ入部届とどけを出してないでしょ。部活をしないならしないで、提出してくれない？」


　いかにも委員長然ぜんとした口調で、海野千ち絵えは事務的に告げた。冷たい印象は受けないが、どことなくとらえどころのない雰ふん囲い気きがした。


　美人だった。それも純じゆん和わ風ふうの珍めずらしい美人だ。


　艶つややかな髪かみに、大きな瞳ひとみ。体つきはほっそりとしているが、肌はだが抜ぬけるように白い。化け粧しようつ気けがなく、それもクラスでは珍しかった。しかし何より目を引くのは、肩で揃そろえたストレートの黒髪である。ヘア・モデルのように光こう沢たくのある黒髪だった。梓は自分の髪が栗くり色いろなので、彼女の黒髪に憧あこがれていた。


　彼女も変わり者といえる。リーダーシップがあり、周囲から一いち目もく置かれている割わりには、あまりグループで行動しない生徒だった。誰だれとでも分け隔へだてなく接するので、特別に親しい者もいないのかもしれない。帰国子女の梓にも、よく声をかけてくる人物の一人だった。


「ごめんなさい。まだ決めてないの」


「そう。じゃあ今週中にお願いするわよ」


　千絵は素そっ気けなく言った。梓も「うん」と答える。もう少し話したくて話題を探さがしたが、何も浮かばなかった。


「梓、あっちじゃ何かやってたの？」


　美加が聞いてきた。話題が逸それたのを幸さいわいと、梓はうなずいた。


「いろいろやってたよ。スポーツとか、コンピューターとか。バイクと自動車も運転できるよ。免めん許きよはないけど」


「え、ほんと？　すごいじゃない」


「セックスわあ～？」


　まだにやけながら、祐子が絡からんでくる。


「祐子。いい加減、その話題から離はなれなさいよ」


　うんざりとした梓が、真面目な顔で祐子をにらんだ。祐子はおどけた仕し草ぐさで、「オウ。ドントシュート」と両手を上げてみせた。


「あいにく、うちの高校では女子の格かく闘とう技ぎはないけど。同好会でいいなら紹しよう介かいするわよ」


　そう言ったのは、千絵だった。何気ない口調だったが、梓はどきりとした。


　梓はアメリカで護身術を習っていた。しかしそのことはクラスの誰にも話していない。


　梓が振ふり返ったとき、千絵は梓たちの席から離れていった。最後に、ちらっと振り返って梓を見たが、口には何も出さなかった。


　──なんで知ってるの？


　梓は千絵の後ろ姿すがたを、きょとんとして見送った。


「梓、格闘技なんかやってたの？」


　美加が驚おどろいて聞く。「う、うん」と梓は曖あい昧まいにうなずいた。


「そんな本格的なのじゃないよ。簡かん単たんな護身術だから……」


「そうかっ。それで物部を襲おそったのね！　あいつ優やさ男おとこだし、スポーツウーマンな梓が相手じゃ抵てい抗こう一つできないに違ちがいないわ。つまり、物部が受けで、梓が責め──」


「祐子……忠ちゆう告こくするけど、あんたいま地じ雷らい踏んでるわよ……」


　梓は強こわ張ばった口調で釘くぎを差した。祐子が懲りずに舌を見せ、美加が呆あきれて肩をすくめた。


　そのときだった。


　梓の席のすぐ隣となり。窓まどの外を何かが通過した。


　反はん射しや的に目がその動きを追った。


　上から下へと。


　──え。


　ひやりとした感かん触しよくが肌に触ふれた。


　視覚が結んだ像を、頭が認にん識しきできなかった。くっきりと鮮せん明めいに焼きついた映えい像ぞうだったが、それが意味するところを、きちんと理解できなかった。


　間まを置おかず、





　どしゃ──





　という重たい音が聞こえてきた。


　耳の奥おくに残る音だった。頭が理解するより前に、身体からだ中じゆうの血の気が引いた。


　──え、え、え、え……


　力が抜けていく。顔が青ざめるのがわかった。異い変へんに気づいた祐子と美加が、「梓？」と怪け訝げんな表情を見せる。


　そのとき、階下から甲かん高だかい悲鳴が聞こえてきた。そして──


「うわっ！　人が落ちたぞ！」


　その叫さけび声を契けい機きに、校舎中の生徒が会話を中断して窓に駆かけ寄った。


　祐子と美加も、素す早ばやく反応して窓から下を覗のぞき込こむ。そして息を呑のんだ。


　悲鳴が連れん鎖さし始めた。興こう奮ふんした声が校舎を包み、潮しお騒さいのように広がっていった。


　梓も祐子と美加に倣ならい、のろのろと窓から顔を出した。


　真下に、人が倒たおれていた。


　女生徒だった。投げ出された手足が、マネキンのように折れ曲がっている。スカートから伸のびる白い足が、写真を見ているような非現実感を漂ただよわせていた。髪が放ほう射しや状じように広がり、仰あお向むけになった顔を隠かくしている。大の字になった身体の下から、赤い染しみが、じわりじわりと広がっていくのが見えた。


　グラウンドに出ていた何人かの生徒が、遠とお巻まきに近づいてきた。そのうちの一人が近寄っていく。


　ぴくりと腕うでが動いた。


「おい！　まだ生きてるぞ！」


　その生徒が慌てて女生徒に駆け寄った。「救急車を呼よべ！」と誰かが叫ぶ。


　駆け寄った生徒は、おそるおそる女生徒の髪を搔かき上げた。


　その瞬しゆん間かん。祐子と美加が恐きよう怖ふをたたえた悲鳴を漏もらした。


「麻里奈！」


　その生徒は梓たちのグループの一人、ついさっき話題に上のぼっていた倉くら沢さわ麻里奈だった。





　　　　２





　ああ、と──


　そのマンションを見たときは、暗あん澹たんたる気持ちになったものだ。悪い予感がざくりと的中。重い痼しこりがお腹なかの中に沈ちん殿でんしていくようだった。


　そこは七年前、わたしの数少ない友人の家があった場所だった。しかし、いまは周囲の民家ともども、五階建てのマンションに姿を変えていた。


　マウンテンバイクにまたがったまま、わたしは途と方ほうにくれていた。


　相当がっくりきた。はっきり言って、ここはわたしが帰国するにあたり、唯ゆい一いつ楽しみにしていた場所だったのだ。


　わたしは十分以上も、そのマンションを恨うらめしげに見上げていた。それから一度は諦あきらめ、重たい足を引きずって、マンションの前を通り過ぎようとした。


　でもそのとき、マンションの脇わきに通路があるのが目に入った。コンクリートの壁かべに挟はさまれた、裏うらへ抜ける通路だった。


　あっ、と閃ひらめくものがあった。何を考える間もなく、わたしは自転車から飛び降おりて、その通路に入った。空あき缶かんやビニール袋ぶくろの捨すてられた狭せま苦くるしい通路を、なるべく何も考えないようにしながら、ひたすら先へ進む。


　すると、通路を抜けた先に、あの懐なつかしい故ふる郷さとが残っていた。


「あった！」


　思わず声が出た。顔がほころぶのがわかった。


　水田はなくなっていて、マンションの駐ちゆう輪りん場じように占せん領りようされていた。しかしその奥に、見捨てられ、忘れ去られた木造の小屋が、隙すき間まに挟まれるように頼りなく残っていた。


　わたしのお城しろだ。


「あははっ」


　はしゃいだ声を出して、わたしはその離はなれへと走り寄った。と、離れの前が鎖くさりで塞ふさがれていた。立て看かん板ばんに『関係者以外立たち入いり禁きん止し』と黒いマジックで書かれている。


　水をさされたようで、わたしは腹はらが立った。それにもまして、わたしに向かって立ち入りを禁止するという文面が癪しやくに障さわった。ここを訪おとずれるのに、わたし以上に相応ふさわしい人なんているわけがないじゃないか。


　ちょうど気分的にも悪乗りしていたわたしは、くん、と腰こしを落とすと、細く息を吸すい込こみ、ぴたっと止めた。


　それから看板を蹴けり割わった。


　思ったより派は手でな音がしたので、ちょっとびっくりしたけど──なに、構いやしない。姫木梓日本帰国の景気づけだ。


　わたしは汚よごれてもいない手をパンパンはたいて、真っ二つになった看板を見やった。我われながら悪くない一いち撃げきだった。綺き麗れいに割れている。満足し、わたしはあらためて離れの側に歩み寄った。


　小さかった。当時から小さな離れだったはずだが、いま見るとその建物は本当にみすぼらしかった。どれほど弁護しても、完全無欠な廃はい屋おくだ。


　でも、わたしにとって世界で一番素す敵てきな廃屋だった。


　わたしは一人で興奮し、赤くなっていた。


「たははっ。なんか盛もり上がっちゃうなあ」


　浮うき浮きとした気分で、独り言が勝かつ手てに口をついて出る。アメリカにいるときから、何度も何度も思い出していたのだ。ここでの毎日を。


「さあ、まずはお約束の柱の傷きずから──」


　とわたしは離れに近づいた。


　帰国が決まったとき──人に言うには恥はずかしいけど──この場所に来たら何をするか、ちゃんと決めておいた。部へ屋や中をくまなく見て回り、人知れず、ゴッコ遊びの思い出に浸ひたるのだ。へへ。


　引き戸を開けようと手を伸のばした。


　すると、その直前に戸が勝手に開いた。


　中から出てきたのは、思い出の中の顔だった。


「け……っ！」


　景ちゃん──


　心しん臓ぞうが止まるかと思った。すぐ目の前に、驚おどろいてこちらを見返す、幼おさななじみの友人がいた。


　成長していた──当たり前だ！──けど、すぐにわかった。見み紛まがうはずがない。小こ柄がらな体つきも、女の子のような中性的な顔立ちも、何一つ変わっていない。


　うわっ、うわっ、と止まっていた心臓が猛もう烈れつな勢いで動き始めた。顔が一気に熱くなった。再会は当然予想していたし、実は少し──いや、ほんとはかなり──期待してもいた。どんな男の子になっているか、あれこれ想像していた。


　しかしでも……こんな、急な！


「け、景ちゃん……」


　口が引きつる。なんか、すごい間ま抜ぬけ面づらしてるんじゃないかと思ったが、顔の筋きん肉にくがいうことを聞いてくれなかった。


　しまった。さっきの看板！　きっとあんな音立てたから、驚いて出てきたんだ。うわ、困こまった。なんて言おう。


　衝しよう撃げきから立ち直ったのは、景ちゃんの方が早かった。驚いていた顔が、すっと元に戻もどる。やっぱり綺麗な顔だ。あ、眼鏡めがねしたんだ、とようやく気がついた。似合っている。頭が良さそうに見えた。


「ひ、久しぶりね。元気だっ──」


「姫木さん」


　と景の唇くちびるが動いた。


　完かん璧ぺきにコントロールされた、抑よく揚ようのない声だった。そして聞き覚えのない台詞せりふだった。景ちゃんはいつも、わたしを名前で呼んでいた。


　続く言葉が宙ちゆうに消えた。


「帰ったんだ。いつ？」


　景が尋たずねる。わたしはしばらく黙だまっていた。混こん乱らんしていたのかもしれない。


　長い沈ちん黙もくが、ようやくわたしを引き戻もどした。景の言葉が頭の中で意味を結び、わたしはそれを後からなぞって、ようやく質問に答えた。


「うん、帰った。き、昨日きのうの午後に……」


「そう。高校は？　葛くず根ね東ひがし？」


「……うん。そう」


「じゃあ、また同級生だね」


　そう、景は言った。笑いかけることはなかった。親しみのある口調でもない。ただ確認して、言葉を口にしているだけだった。特別なことなど何もなかった。


　浮うかれていた分、すとんと落ちた。


「ハハ……そうだね。またよろしくね」


「ああ。また学校で」


「うん……」


　そう言うと、景は離れから出て通路に消えた。


　わたしは強こわ張ばった愛あい想そ笑いをバカみたいに浮かべたまま、その場に取り残された。


　長いこと立ち尽つくし、それから家に帰った。離れには手も触ふれなかった。


　なんだかもう、どうでもよくなった。





　葛根東高校に通うようになっても、景に会わなかった。彼もわたしの前には現れなかった。





　　　　◆◆◆◆◆





　翌よく朝あさ登校すると、わずかだがマスコミらしき人ひと影かげが目に付いた。梓はカメラを避さけるようにして教室に入った。


　教室はざわついていた。しかし祐子も美加も、軽かる口くちは叩たたかなかった。もちろん梓もだ。三人は麻里奈と親しかったこともあり、教室のあちこちから興味深い視し線せんが投げられてきた。


　ホームルームの前に全校集会が行われた。演えん壇だんに立った校長から、麻里奈の容よう態だいが伝えられた。意識不明の重態らしい。自殺未み遂すい、ということだった。


　警けい察さつの調査が入ることになる、と校長は辛つらそうに告げた。麻里奈の生死より、そちらの方が辛いのだろう。それが生徒たちにも見み透すかされている。ただ、義ぎ憤ふんを感じる生徒も表面上は見あたらない。そこにあるのは、他人事に対する興味だけだった。


　麻里奈とはそれほど親しかったわけではない。何回か話したぐらいで、人となりもよく知らなかった。もともとは祐子と美加、それに麻里奈の三人のグループだったらしい。だが、クラスが違ちがうことから、少しずつ疎そ遠えんになっていたという。そこへ転校生の梓が加わったのだ。梓が加わった後は、グループに顔を出す機会が一いつ層そう減ったようだった。


　昨日は、久しぶりにみんな揃そろって遊びに行こうと、祐子が声をかけた。その矢や先さきに、麻里奈は屋上から飛び降おりたのだった。


　もちろんショックだった。しかし、本当に辛いのは、祐子と美加の二人だろう。


「死んだ訳わけじゃないからね」


　と、祐子は涙なみだを見せなかった。美加は青ざめていつになく無口だったが、それでも取り乱みだす様子はなかった。すごいと思った。せめて自分が二人を慰なぐさめなければならないと思う。しかし、気の利きいた台詞せりふは出てこなかった。無む性しように自分に腹はらが立った。


　集会の後、午前中の授業は何一つ変わらずに行われた。





「梓、聞いた？」


　昼休みに入るとすぐに、祐子が梓の席にきた。


「どうしたの？」


「噂うわさ。警察が調べてるの、単なる自殺の調査じゃないみたいよ」


　いつになく真しん剣けんな口くち振ぶりだった。梓は「どういうこと？」と聞き返した。


「麻里奈……クスリやってたんだって」


「薬って？」


「……ドラッグ」


「うそ！」


「マジに。それで、飛び降りたときも」


　錯さく乱らん状態だったというのだ。


　梓は愕がく然ぜんとした。わずかしか会ったことがないとはいえ、そんな兆ちよう候こうは感じられなかった。


「でも、そんな……日本でもドラッグって出回ってるの？」


「当たり前じゃない。Ｓやチョコぐらいなら、いつだって手に入るわよ」


　Ｓとはスピードの頭かしら文も字じで、覚かく醒せい剤ざいのことである。チョコはハッシシ。大たい麻まの樹じゆ脂しだ。


　平然と答える祐子を、梓は信じられない思いで凝ぎよう視しした。アメリカではドラッグも珍めずらしくなかったが、まさか日本でそれほど広まっているとは思いもしなかった。


「でも、そんな……」


　青ざめる梓の前に、祐子が手を出した。


「これ」


　と手のひらの中の物を梓に握にぎらせた。梓は戸と惑まどいながら手を開ける。


　それは一ひと粒つぶの錠じよう剤ざいだった。風か邪ぜ薬ぐすりに似た、よくあるカプセル剤だ。


「……何？」


「ここら辺で流は行やってるやつ」


「！──ドラッグなの!?」


　梓が声を上げる。「バカっ」と祐子が叱しかると、慌あわてて声を潜ひそめた。


「いい？　これは単に『カプセル』って呼よばれてるやつなんだけどさ。のむとハイになる、いわゆるアップ系で、ＬＳＤエルとかみたいに幻げん覚かくが見えることがあるんだって」


「サイケデリックスの一種なの？」


「サイ──ああ、幻覚剤ね。まあ、そうなるのかな」


　幻覚剤サイケデリツクスとはその名の通り、服用すると幻覚、主に視覚変容をもたらす向精神物質である。ＬＳＤはその中でも代表的なドラッグであり、アシッドなどとも呼ばれる。


　ＬＳＤは二十から二百マイクログラムという極きわめてわずかな量で効果を及およぼすため、数百倍に希き釈しやくされて使用される。最もポピュラーなのはＬＳＤを含ふくんだ溶よう液えきを濾ろ紙しに染しみ込こませたペーパー・アシッドと呼ばれるドラッグだが、その他にも、錠剤状に固めた物や、角かく砂ざ糖とうやゼラチンに吸きゆう収しゆうさせた物も存そん在ざいする。このカプセルのように、市し販はんされるカプセル剤の中身を取り替かえた物もある。


「ただまあ、ＬＳＤエルとは違うのよ。いろいろ妙な噂のあるドラッグでさ」


　歯切れ悪く祐子が語ご尾びを濁にごす。梓が視線で問いかけると、祐子は誤ご魔ま化かすように先を続けた。


「まあ、それは置いといて。本題は他ほかにあるのよ。実は昨日の話題もちょっと、あんたが知ってるかどうか探さぐりを入れようと思ったんだけどさ……」


「何？」


「うん、その……」


　と、祐子は視線を泳およがせた。こんな風に躊ちゆう躇ちよする祐子は珍しい。「祐子っ」と梓が促うながすと、ようやく祐子は重い口を開いた。


「このカプセルなんだけどさ、取り引きが図書室でされてるって噂なのよ」


　ドキン、と梓の胸むねが大きく鼓こ動どうを打った。左右の瞳ひとみが見開かれる。


「眉まゆ唾つばだと思ってたんだけどね。今回の件で……」


　麻里奈は図書委員だ。図書室にはつながりがある。そして──


「昨日の話題って……それじゃ！」


「うん。物部もさ、やってるらしいって。それも──」


　といったん切って、祐子はゆっくりと囁ささやいた。


「売人だ──って。麻里奈と二人でいるのを見た奴やつがいるとか……」


　ぐわん、と脳のうが揺ゆさぶられた気がした。視界が遠ざかり、足あし下もとが傾かたむいた。


　梓の中で、激はげしく喚わめき立てる声があった。


　その声に突つき動かされるように、梓は席を立った。そして真まっ直すぐに教室を出た。


　足が階かい段だんへと向かう。図書室があるのは校舎の四階。最上階であり、非常階段を除のぞけば、屋上へ出る唯ゆい一いつの出口がある。


「梓！」と、背はい後ごから祐子が声をかけたが、耳に入らなかった。





　帰国後一か月。


　姫木梓はようやく故ふる郷さとに至いたる道へ一歩踏ふみ出した。










　II章　波は及きゆう
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　窓まどの外は延えん々えんと曇くもり空が広がっていた。そのためか、昼間だというのに廊ろう下かは蛍けい光こう灯とうが点ともっている。無機的な明かりの下を、梓あずさは無言のまま足あし早ばやに通り過ぎていった。


　階段を上がり四階へ。突き当たりにある図書室のドアを勢いよく左右に開ける。


　図書室は教室二つ分の広さがあり、人ひと影かげはまばらだった。梓はさっと部へ屋や中に一いち瞥べつをくれると、真っ直ぐに奥おくへ続くドアを目指した。扉とびらにはプレートが貼はられ『書庫』とある。


　ドアを開けた。


　書庫のスペースは図書室のおよそ三分の一。しかしこちらは天てん井じように届とどく書しよ架かが所ところ狭せましと並立しており、見慣れぬ者を無言のうちに威い圧あつしていた。


　埃ほこりとかび。古書特有の臭においが容よう赦しやなく梓の鼻び腔こうに進入する。しかしそれは、梓にとっては懐なつかしい臭においでもあった。あの離はなれも同じようなにおいがしていた。


　目当ての人物はすぐに見つかった。書架に挟はさまれた狭い通路。自分を見た顔が一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようした、ように梓には見えた。


「姫ひめ木きさん──」


「急に悪いわね。……景けいくん」


　開いた本を閉とじようともしない景に、なるべく平静な口調で、梓は言った。一瞬迷ったが、とっさに名前で呼んだ。相手に合わせて苗みよう字じで呼ぶと、これから先、二度と名前で呼ぶことがないように思ったのだ。


　書庫の窓は書架で塞ふさがれている。光こう源げんは弱々しい蛍光灯だけだった。


　まるで深海の底のように、空気の層そうがひっそりと堆たい積せきしている。物ものの部べ景はその空気を呼こ吸きゆうしながら、深海に溶とけ込こんでいた。


　暗い影を引きずった少年だった。


　人工の淡あわい光が、粉雪のように髪かみや肩かたにつもっている。均質な光を反はん射しやし、リノリウムの床ゆかがぼんやりした影を映うつしていた。くすんだ黒髪に鈍にび色いろの瞳ひとみ。飾かざり気のない眼鏡めがねと表情のない顔。端たん正せいな顔立ちと相まって、どこか幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きがあった。拭ぬぐいがたい倦けん怠たい感かんを漂ただよわせているように見えた。


「……何？」


　ボソボソと聞き取りにくい声で、景は用件を尋たずねた。伏ふし目がちな目つきは、梓の顔を見ようとしない。視線は紙面に戻もどり、無表情に文字を追った。


　先日、離れで再会したときと同様のやるせなさが、再び訪おとずれた。それを振ふり払はらい、梓は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切りだした。


「景くん。あなた、クスリやってるってほんと？」


　すぐに返事はなかった。


　たっぷり十秒後、次のページを捲めくりながら景が答えた。


「……どうして？」


「友達に聞いたの。そういう噂うわさがあるって」


「ずいぶんと、いきなりだね」


「どうなの!?」


「……噂だろ？」


「私が聞いてるのは、あなたが本当にドラッグに手を出してるのどうかよっ。答えて！」
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　景はようやく本から目を離した。切れ長の瞳が、こちらに視し線せんを向けた。


　ガラスのような瞳だった。──なんでそんなこと聞くんだよ？　──君には関係ないだろ。そんな台詞せりふが返ってくることを予想しつつ、梓は景の視線を正面から受け止めた。


　なんと答えよう？　知り合いだから──幼おさななじみだから──


「麻ま薬やくの類たぐいは、やってないよ」


　予想に反し、景は素す直なおにそう答えた。そしてすぐに視線を本に戻した。


「……ほんとに？」


「うん──」


　もう、見向きもしない。梓はじれったく言葉を切った。


　目に見えない隔へだたりがあった。かつて話していた共通の基き盤ばんがない。


　──本当なの？


　あのころなら、噓うそをついているかどうかなど聞くまでもなくわかった。どうして噓をつくのかもわかった。失われた言葉がもどかしかった。


「麻ま里り奈な……」


「──うん？」


「麻里奈とは……親しかったの？」


　相手の反応を窺うかがいながら、梓は質問を口にした。わずかに逡しゆん巡じゆんがあった。答えを聞くのが怖こわいのだ。


　景は再び本から顔を上げた。さっきにも増して内面を消した表情が、仮面のように硬こう質しつに梓を見返してくる。


「飛び降おりた倉くら沢さわさんのこと？」


「そうよ」


「彼女、図書委員だったから」


　眼鏡の奥のガラスのような瞳が、わずかに細められた。


「それがどうかしたの？　姫木さんは彼女と親しかったのかい？」


「親しいってほどじゃないけど……」


「けど？」


「その……変な噂を聞いて……」


　鼓こ動どうが早まった。


「噂ね」


　ぴたりと視線を当てたまま、景が小声でつぶやいた。ガラスの瞳から発する視線が、針はりのように細くなる。


「それって、僕ぼくがドラッグをどうこうっていうのと関係があるの？」


　相変わらず感情を感じさせない淡たん々たんとした声だった。


　ひょっとして怒おこらせたのかと、梓は内心弱気になった。考えてみれば、自分はなんの根こん拠きよもないただの噂を聞いただけで景に疑ぎ惑わくを持ち、あまつさえそれを質ただそうと押おし掛かけてきている。不ぶ躾しつけな態度と思われても仕方がない。


　まだどこかに甘あまえがあるのだ。自分には景のことを知る資格があるように思いこんでいる。それは端はたから見れば、ずいぶんと厚かましいことではないだろうか？


　不意に浮うかんだその思いを、梓は頭かぶりを振って打ち消した。


　──どう見られたって、かまいやしないわ。


　梓の中で強い声が言った。理由はどうあれ、このままうやむやにしておける自分ではない。


　そう思い切り、梓はポケットからさっき渡わたされたカプセルを取り出した。


「これ、見たことある？」


　緊きん張ちようしながら景の視線の前に突つき出す。


　反応があった。


「それ──！」


「知ってるのね！」


　やっぱり、と梓は景ににじり寄った。


「これがいまこの辺りに出回ってるドラッグよ！　景くん、あなた、ほんとにやってないの？」


「どこで手に入れた？」


「聞いてるのは私よ！」


「どこで手に入れたっ」


　眼鏡の奥から驚おどろくほど鋭するどい双そう眸ぼうが閃ひらめいた。梓の追及が途と切ぎれた。


「どこで、手に入れた」


　もう一度、景が繰くり返す。決して荒あら々あらしくはなかったが、強制力のある声だった。


「……友達からよ」


「誰だれ」


「そんなの……誰でもいいじゃない……」


　気け圧おされながらも梓は返答を渋しぶった。景はこちらの質問に答えていない。こちらだけ聞かれるままに答えたくなかった。


　一方景は、梓が黙だまるとそれ以上追及しようとはしなかった。スッと自分の中に引っ込こみ、まるで梓がいなくなったかのように宙ちゆうを見つめる。


　何か、目まぐるしい思考が渦うず巻まいているように見えた。


　無視されたようで、梓はムッとした。


「こっちの質問にも答えてよっ。どうしてこのクスリのこと知ってるの!?」


「…………」


「景くん！」


　景は答えない。ただ、半眼のまま、ボソボソと小声でつぶやいた。


「…………ネットか？」


「え？」


「……しかし──校内のサイボウは──」


　──な、何？


　何を言っているのかまでは聞き取れない。当然、梓に言っているのではない。


「景くん？」


「…………」


　返事はない。狭せまい書庫に二人でいるのに、意志の疎通を完全に遮しや断だんされてしまった。


　頭に血が上った。


「人の話を聞きなさいよっ。麻里奈とはほんとに親しくなかったの？　彼女、このドラッグのせいで飛び降りたのよ！」


　言ってからハッと口を押さえた。


　景が顔を向けた。その顔に初めて感情らしい感情が浮かぶ。


「それも噂かい？」


　どこか人を見み透すかすようなシニカルな冷れい笑しようだった。──そんなに他ひ人とのスキャンダルが好きか？　と、そう言われているようだった。醜しゆう聞ぶんに好んで首を突っ込むのか──と。


　まさにさっき梓自身が思ったことだった。ガラスの瞳ひとみが、それを覗き込む梓の心を、そのまま映うつし返してくる。


　確かに景の言うとおり、全部ただの噂だ。それも祐ゆう子こに聞いただけの噂に過ぎない。しかし、


　──そんな言い方はないじゃない。


　自分がこんなにらしくない行動に出ているのは、噂に景が絡からんでいたからだ。いや、あるいは景は、そんな梓の理由も察しているのかもしれない。その上で言っているのだ。幼なじみとはいえ、馴なれ馴なれしいんじゃないか──と。


「わたしは──」


　言い返そうとしたとき、突とつ然ぜん景の様子が変わった。皮ひ肉にくっぽい表情が崩くずれ、顔が青ざめる。


「──っ！」


　景は息を詰つまらせ、右手で胸むねを押さえた。前のめりに身体が折れる。


「け、景くん？」


「──ク──ハッ……くそっ！」


「ちょ、ちょっと！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」


　慌あわてて差さし伸のべる手を、しかし景は邪じや険けんに払はらい除のけた。呼こ吸きゆうが激はげしく乱みだれている。


「景くん！」


「……ただの……発ほつ作さ、だ」


　掠かすれる声で、景はそう告げた。なおも、ゼエ、ハア、と息を吐はく。梓は払われた手をしまうこともできず、不安げな面おももちで景の様子を見守った。景の額に脂あぶら汗あせが滴したたっている。


　──ほんとに、やってないの？


　梓の目には、その発作はドラッグの禁きん断だん症しよう状じように見えなくもなかった。


　発作は一分ほど続いた。ようやく景が上体を戻もどし、大きく息を吐いたところで、梓は再び景に問いただした。


「なんの発作なの？　昔はそんなのなかったよね？」


「……なんでもないよ」


　苦く悶もんの表情も、その前に見せた皮肉な表情もすでになかった。仮面の気配が戻っている。他者の接せつ触しよくを拒きよ否ひしていた。


「景くん……」


　梓はすがるように声をかけた。


「ねえ、教えてちょうだい。どうしてこのカプセルを知ってるの？　その発作はなんなの？　わたし、誰にも言わないわ。だから答えて。あなた、本当にドラッグと関かかわってないの？」


　一いつ瞬しゆんだけ、景は梓を見た。梓の中で、目の前の景と幼おさないころの景が重なった。しかし次の瞬間には、景の視し線せんは梓を通り過ぎ、何もない空中に据すえられた。


「なんでもないよ」


　素っ気ない口調だった。梓は死人のように青ざめた。


「景くん」


「…………」


「景くんっ」


「……しつこいな」


　景の顔に、今度は苛いら立だたしげな表情が浮かんだ。しかし、台詞せりふを続ける間もなく、再び身体からだを痙けい攣れんさせて口元を押さえた。


　くぐもった咳せきが漏もれる。発作に耐たえきれないように顔を歪ゆがめた景は、本を戻し、椅い子すから立ち上がった。


「景くん！」


　手を貸そうとする梓の脇わきを通り、景が狭い通りを出口の方に抜ぬける。


　最後に低い低い声で、


「もう……かまわない方がいい」


「景──ちゃん──」


　そのまま振ふり向きもせず、景は書庫を出た。後を追う力は残っていなかった。





　沈しずんだ足取りで、梓は書庫から図書室へ出た。開けた場所へ出たというのに、開放感がない。むしろ書庫に比べてずっと希き薄はくで空くう虚きよな空間が広がっているように感じ、梓は疲ひ労ろう感かんを覚えた。


　図書室は相変わらず、何も変わっていなかった。ただ──


　──あ。


　窓側に立っている女生徒が目に留まった。海うみ野の千ち絵えだ。


　千絵は書しよ架かには目をくれず、窓まど際ぎわに立ったまま外を見ていた。その窓からは、ちょうど麻里奈が飛び降おりた屋上が見える。


　背せ筋すじの伸のびた綺き麗れいな姿し勢せいで立ち、腕うでを胸むな元もとで抱かかえるように組んでいた。人差し指を唇くちびるに当てて、窓の外を観察するように眺ながめている。ただ立って窓の外を眺めているだけなのに絵になっていた。


　──何してるの？


　やけに熱心な様子だった。つい梓は見入ってしまった。


　すると視線に気づいたのか、千絵がこちらに振り返った。梓を確かく認にんし、吸すい込まれるような瞳が、あら、と瞬まばたきする。


　梓はすぐに目を逸そらした。いまの自分がどんな顔をしているかと思うと、とても話す気になれなかった。


　そのまま梓は図書室を出た。背中に千絵の視線が注がれているような気がした。
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「あんたも無茶するわねえ」


　呆あきれたように祐ゆう子こがつぶやいた。梓はむっつりと押おし黙ったまま返事をしなかった。


　放課後。差し込む夕日が教室を茜あかね色いろに染そめている。テスト期間ということで、教室に残っているのは、机つくえを挟はさむ梓と祐子の二人だけだった。美み加かも塾じゆくがあるそうで、先に帰き宅たくしている。


　昼休み、書庫で景の発作を目もく撃げきして以い降こう、梓は他のクラスにまで顔を出してカプセルの噂うわさを聞いて回った。いままで積極的に周囲に話しかける方ではなかっただけに、ずいぶんと奇き異いな目で見られた。祐子と美加の二人が顔をつないでくれなければ、わずかな話もできなかったに違ちがいない。


「ま、これでわかったと思うけど、物部っていろいろ変な噂があるのよ」


　聞いた生徒は、皆みな一様に、景とドラッグという組み合わせに驚おどろく様子を見せた。が、すぐに納なつ得とくしたようだった。裏うらでやっていても不思議はないと思っているらしい。それどころか、暗い噂を裏付けるような話が次々明らかになった。


　夜中に一人でいるのを見た。どこそこの不良グループといざこざがあるらしい。柄がらの悪い他校の生徒から、景のことを聞かれたことがある、等々。もっとも大半は脚きやく色しよくされたもののようだった。真ま面じ目めで知られる生徒が実は──という話の方が人気らしい。


　そうしたいい加減な噂話をはじめ、景に関する情報は完全に一面的なものだった。本人の言い分がない以上憶おく測そくの域いきを出ないが、悪い噂や見解に対しても弁明しようとしないのだから仕方がない。同じＢ組の間では、対たい人じん恐きよう怖ふ症しようだと後ろ指を指す者も少なくなかった。


　梓の知る景は、人づき合いが下へ手たであっても、決してドラッグに手を出すような少年ではなかった。しかし、それは七年も前の話だ。梓にしても、帰国後二回の対面を経て、景は潔白という確信が揺ゆらぎつつあった。


　それでも梓は信じたくなかった。周囲が疑ぎ惑わくを向ければ向けるほど、頑かたくなにそれを否定した。


「だいたいは私が言ってた通りだったでしょ？　何しろ、物部はカプセルのこと知ってたんだからさあ。なんか関わりはあんのよ、絶対」


　正せい論ろんだ。しかし梓は反発していた。


「……わかってたことに、つき合わせてごめん」


「また、そういう可愛かわいくない口を利きく」


　一方で、カプセルに関する情報は意外なほど多かった。やはり相当数出回っているらしい。校内に密みつ売ばいルートがあるとまことしやかに囁ささやかれていたが、じかに密売人を知る人間はいなかった。まあ本当はどうだかわからない。新顔が急に尋たずねて教えてくれるような情報ではないだろう。


　カプセル自体に関しても、正確な情報はなかった。多くの人間は名前と形状しか知らず、単にやるとハイになれる、面白い幻げん覚かくでトリップできる、という認にん識しきしか持っていないようだ。梓が話を聞いた限りでは、ＬＳＤの簡かん易い版という感じだった。


　──そういえば……


「祐子、確かカプセルとＬＳＤは『違う』って言ってたわね。何か知ってるの？」


「ああ……まあね」


　答えて祐子は頭をかいた。


「実はその──私の知り合いに、昔、実際やってた奴やつがいてさ」


「なんですってっ。そういえば、あのカプセル……！」


「ああ、いや。その知り合いは関係ないよ。渡わたしたカプセルも、全然違う筋すじからたまたま手に入れたやつだから」


「……そうなの」


「こら。何残念そうな面つらしてんのよ。とにかく、そいつが言うには、そのカプセルの一番の売りは、手軽にトリップできるとこなんだってさ」


「手軽にって、そんな──」


「カプセルだから呑のむだけでいいしね。いまどき注ちゆう射しや器きなんか流は行やんないのよ」


「ドラッグなのよっ」


「何よ。それ言うならタバコやコーヒーもドラッグよ。第一、ＬＳＤっつったら、ドラッグん中じゃ、スマートな方じゃん」


　意外に詳くわしい祐子は、平然と言ってのけた。


　ＬＳＤは正式名称をＬＳＤ─25、リゼルグ酸ジエチルアミドという。もともと精神病の治ち療りよう薬としてアメリカの製薬会社から発売された半合成物質である。単に幻覚を見せるというだけでなく服用者の人生観を覆くつがえすような精神革かく命めいを誘ゆう発はつするとされ、当時起こりつつあったカウンター・カルチャーの呼よび水となった。


　ＬＳＤはモルヒネやヘロインとは薬学的特質を異ことにしており、身体的依い存ぞん性せいはほとんどない。精神的な依存性も他のメジャーなイリーガル・ドラッグに比べて極きわめて軽けい微びである。一時は染せん色しよく体たい異い常じようを起こすと報じられたが、これも現在では否ひ定ていされている。


　しかしながら、薬物的に比ひ較かく的てき安全なはずのＬＳＤが発売された当初、このドラッグによるトラブルは各地で相次いだ。原因はＬＳＤがもたらす、想像を絶した幻覚作用にある。ＬＳＤは服用者の精神状態や、服用時の環かん境きよう、セッティングによって引き起こされる効果が百八十度異なってくる。うまくいけば、現実ではとうてい体験できないような蠱こ惑わくに満ちた幻想世界を体験することができる。だが、たいていはその逆なのだ。特に精神が不安定な者が用いれば、漠ばく然ぜんとした不安や恐怖が極きよく端たんに増ぞう幅ふくされ、すさまじい悪夢が立ち現れることになる。そうした幻想に直面したとき、一部の人々はパニック状態に陥おちいり、暴行、精神錯さく乱らん、自殺といったトラブルを巻まき起こすのだ。


　バッド・トリップと呼ばれる現象である。この恐きよう慌こう状態こそ、ＬＳＤに麻ま薬やく取とり締しまり法ほうが適用される最大の要因だった。


「その点、このカプセルはトリップしても意識は保てるんだって。それにね、普ふ通つうどんな幻覚見るかなんて、呑んでみなきゃわかんないじゃない？　それがこいつはさ。どういうわけか呑むと決まって『願いが叶かなう』って幻覚が見られるんだって」


「願いが、叶う？」


「そ、なんでも天使や悪魔が出てきて願い事を叶えてくれるそうよ」


　妙みようなクスリだ、と梓は思った。


「そんなのって、あるの？」


「さあ？　他にも、呑むと瘦やせるとか、アルコールと合わせるとセックスんときイイとか言ってたけどね。そいつはナンパに使ってたそうだから。手軽で安心ってうそぶいてた」


「でも、景──物部くんは……」


「発ほつ作さでしょ。どんな様子だったわけ？」


「よくわからないけど。急に息づかいが変になって……苦しそうに屈かがみ込こんで……」


「ハアハアとかって？　うわー、それってヤバそうじゃん。軽いっつっても、幻覚の見過ぎでカウンセリング受けてる奴もいるし……やっぱ、甘あまく見ると痛いたい目に遭あうってことね。ほんとか噓うそか知らないけど、頭おかしくなって植物人間みたいになった奴もいるってよ」


「そんな……！」


　ぞっとした。それではやはり、れっきとしたドラッグだ。


　強こわ張ばる梓の前で、妙に上うわ擦ずった声で祐子が囁きかける。


「物部、そんな様子なかった？　錯乱したり、独り言言ったり──」


「独り言……言ってた」


　呆ぼう然ぜんと梓がつぶやく。その瞬しゆん間かん、祐子の目の奥おくに奇妙な光が生まれた。


「──なんて？」


「よくは聞き取れなかったけど……ネットとか、サイボウがどうとか……」


「『細さい胞ぼう』、ね」


　祐子がニヤッと笑う。梓は見ていなかった。


「で、『ネット』か……ふふ。他には？　『ドッグ』とか、『ＤＤ』とかは言ってなかった？」


「え？　ううん、何も」


　戸と惑まどったように、梓は首を振ふった。


「そう。じゃ『女王』ってのは？」


　──え。


　梓はびくっと肩かたをふるわせた。真っ先に浮うかんだのは七年前の景とのゴッコ遊びだった。


　──バカね。そんなわけないじゃないっ。


「言ってなかった。さっき会ったときは何も」


「そう」


　と祐子が相づちを返す。もうすでに、いつもの様子に戻もどっていた。


「何か知ってるの？」


「ああ、その知り合いがなんかそんなこと言ってたからさ。意味は知らない」


　含ふくみのある微び笑しようを浮かべて、祐子は肩をすくめた。梓はその態度が少しひっかかった。何か隠かくしているような気がした。


　──でも、何を。


　わからない。わからないことばかりだ。


　当とう惑わくする梓を前に、「それよりさ」と祐子は話を変かえてきた。


「やっぱ、他ほかのにしときなよ。梓だったらもっと高目狙ねらえるって。いくら幼おさななじみったって、物部と梓じゃ釣つり合わないよ、絶対」


　──またか。


「……そんなのじゃないわ」


「はあ？」


「彼とか、恋人とか、そんなのじゃない」


　梓はそう言って、疲つかれたように笑った。


　梓はどうしても男女の色いろ恋こい沙ざ汰たというやつに馴な染じめなかった。特に、自分と景との関係は、恋れん愛あい感情とは違ちがう。あえて言えば責任感、そして罪悪感だろうか。


　梓は景に、引け目があるのだ。


　梓の記き憶おくにある景は、いわゆる泣き虫のいじめられっ子だった。優やさしい性格の持ち主ではあるのだが、何しろ弱気で、毎日のように泣かされていた。梓は彼の近所に住んでいたために登下校が一いつ緒しよだった。それで泣かされた景を家に送ったり、いじめっ子から庇かばってやったりと、いろいろ面めん倒どうを見たのである。


　景は自分を守ってくれる梓に懐なついていた。梓も、不仲な両親が喧けん嘩かを繰くり返すのを見ているより、景の相手をしている方が気が楽だった。景は元来内うち気きな子こ供どもだったし、梓も両親の影響で周囲に対し斜しやに構える子供だったため、二人は互たがいの他に友達もいなかった。


　景の家の離はなれが二人の世界だった。二人だけで、繰り返し繰り返し、飽あきもせずに鬼おにごっこや隠れんぼをした。空想の世界に浸ひたり、ゴッコ遊びに没ぼつ頭とうした。忘わすれがたい、しかし否いや応おうなく記憶の砂すなに埋うもれていく二人だけの王国。王国の日々。


　蜜みつ月げつは続かなかった。別居していた梓の両親がよりを戻し、梓を連れて渡米することになったのである。あのときの景の顔。悲しみと絶望と、そして裏うら切ぎられたという恨うらみの表情が、アメリカで暮くらす梓の脳のう裏りからは剝はがれなかった。自分は景を見み捨すてた。理り屈くつではなくそう思った。


　帰国し、再会して、梓は自分の懸け念ねんが正しかったことを知った。景は梓を責めない。ただ過去のつながりを切断しているだけだ。景がそういう態度に出るからには、梓も従したがうしかなかった。


　確かに、いまさら、という感もある。幼い友情が時間と共に消失するのは、何も二人に限ったことではないのだ。ただ少し悲しくてやるせない。それだけのことだ。


　しかし、その景がドラッグに手を出しているのなら……それはとうてい見て見ぬ振りはできない。


　梓は外の景け色しきに目を向けた。


　昨日きのうと同じように、刻こく一刻と夕暮れが夕ゆう闇やみへ変わろうとしている。


「私、見たのよ」


　梓は誰だれに言うでもなく独白した。


「え、ああ……真横だったもんね」


　何か考え事をしてた祐子が、梓のつぶやきに話を合わせてくる。しかし梓は首を振った。


「……そうじゃないの」


「ん？」


　急に、梓は悪お寒かんを感じて身を震ふるわせた。あのときの光景が脳裏に甦よみがえった。


　それはくっきりと焼きついた、鮮せん烈れつな映えい像ぞうだった。時間が切り取られたような空間の中、窓まどのすぐ外、ガラス一いち枚まい隔へだてて手を伸のばせば届とどくような位置に、逆さまになった麻里奈が浮かんでいた。


　石のように固まった、喜き怒ど哀あい楽らくのない顔。わずかな抵てい抗こうも示さず、だらんと伸びきった手足。梓たちが冗じよう談だんを交かわし合うすぐ横で、まるで談笑をのぞき見るかのように、麻里奈は窓の外にいた。


　その麻里奈と、梓は目があったのだ。


　目があった瞬間、梓の頭の中は白くなった。対して麻里奈の魚のような眼球は、ぎょろりと梓に焦しよう点てんを合わせ──


　にまっ、と笑った。


　そして地面に向かい、落下していった。


　いまにして思えば、まともな人間の反応ではなかった。それこそ精神に破は綻たんを来きたした薬物中毒者の顔だ。忌いまわしく、喩たとえようのない怖こわさをともなった異い常じような顔。


　書庫で景の発作を目まの当たりにしてから、落下する麻里奈のイメージに景がダブってしまう。たとえ景にどう思われようと、あんな結末だけはたどって欲ほしくない。


　机つくえについた両りよう腕うでが、細かく震えていた。唇くちびるを引き締しめる梓を、机に腰こし掛かけた格かつ好こうの祐子は、どこか冷ややかに見下ろした。


「ま、そう深刻になりなさんなって。ちゃんと丸く収おさまるって」


　気軽な口調だった。梓は反はん射しや的に祐子をにらみつけた。


「どうしてそんなに軽く言えるのよ。麻里奈だって、まだ意識が戻ってないのよ」


「あ、そういうの狡ずるいなあ。梓が心配してんのは、麻里奈じゃないでしょ」


「それはっ──」


　その点は全く反はん論ろんできない。梓の動機は景であり、それも景自身というより、景を心配する自分のためだ。何しろ当の景は、いつもとなんら変わらずに平静を保っている。


「大だい丈じよう夫ぶだって。麻里奈もきっと回復するわ」


　再び、祐子が笑え顔がおで受け持った。ひょっとして自分を元気づけているのかとも思ったが、そうでもない。言葉ではうまく言えない嫌いやな感じがした。


　──やっぱり、何か知ってるの？


　祐子は梓にとって、唯ゆい一いつ頼たよれる親友だ。その親友相手に不信感を持ちたくないが……


「祐子、あなた──」


　ザアア──


　梓の問いかけに重なるように、二人だけの教室を、何かが通り抜ぬけた。


　カーテンが揺ゆれた。梓と祐子の髪かみがさらわれた。


　射さし込こむ夕日が陰かげった。雲が校舎を覆おおったのだと思った。しかし違う。違い和わ感かんがある。


　教室の壁かべを黒い影かげが横切った。


　肌はだが粟あわだった。何か巨きよ大だいな生き物が音も立てずに通り過ぎたような、不気味な気配が確かにあった。


「な──っ」


　椅い子すを鳴らして梓が体勢を整えた。訓練の通り、反射的に動きの自由を確保したのだ。


　しかし、より顕けん著ちよな反応を示したのは祐子だった。


「誰よっ！」


　祐子は机から飛び降おりるやいなや、別人のように油断のない目つきで視し線せんを飛ばした。


　その方向は、教室の入り口。


　そこに、青い衣ころもの人物が立っていた。


　──え？


　その人物はフードの着いた外衣をまとって、顔を隠していた。まるで中世の修しゆう道どう僧そうが現代日本の教室に現れたようで、およそまともな光景ではない。下へ手たな映画の一シーンのように、作り物特有の不自然さがあった。


「どこの人間!?　わかってやってんでしょうね！」


　黙だまって立つその人物に、祐子が怒ど鳴なりつけた。


　様相が一変していた。悪戯いたずら好きな瞳ひとみがつり上がり、唇が捲めくり上がっている。ぎらつく目が、射いるように青いフードを貫つらぬいた。


「ゆ、祐子っ。いったいどうしたのよ。知ってる人なの？」


　梓の質問は祐子の耳に届かなかったらしい。


　と、謎なぞの人物はコートを翻ひるがえして廊ろう下かに消えた。祐子が険悪な顔つきのまま舌打ちを残して後を追う。


「ちょっと、祐子！」


　声をかけたが、祐子は無視して教室を出た。


　後を追うことができなかった。あまりに予期せぬ事態に、判断力が麻ま痺ひしていた。


「なんなの……いったいなんなのよ」


　呆然と立ち尽つくす梓の視線の先で、祐子が閉しめたドアが開かれた。


　入ってきたのは、祐子ではなかった。


「海野さん……」


　海野千絵は少し驚おどろいた表情で、廊下を見ながら教室に入ってきた。そのまま梓の側まで来ると、


「どうしたの？　いまの祐子さんよね。喧けん嘩かでもした？」


「いや、そういうわけじゃ」


　千絵は祐子の前に飛び出した青いコートの人物は見なかったようだ。とすれば、なんと説明していいかわからない。適当に口ごもっていると、千絵は勝かつ手てに事情を誤ご解かいしたようだった。


「麻里奈さんがあんなことになって気が立ってるのはわかるけど、あなたたちまで仲なか違たがいすることはないわ」


「そういうんじゃ、ないんだけど……」


　頭が混こん乱らんしていた。麻里奈が飛び降り、景がドラッグの売人で、祐子はたったいまのような不可解な行動をとる。自分のすぐ側で起こっている事態なのに、自分一人がその展てん開かいに触ふれることができずにいる。言いしれぬ無力感に蝕むしばまれていた。


　そんな梓を、千絵は例の観察するような眼まな差ざしで眺ながめた。それから、やがて言った。


「姫木さん。あなた今度の事件をどう思う？」


「事件て──麻里奈の自殺未み遂すいのこと？」


「ええ、そうよ」


　梓は困こん惑わくして千絵の真意を測ろうとした。千絵はそんな梓の様子を、興味深く見守っている。


「わからないわ。祐子や美加ほど親しかったわけじゃないし」


「でも、そのわりにはずいぶん熱心じゃない。他のクラスの子まで言ってたわよ。Ｃ組の姫木梓が事件のことを嗅かぎ回ってるって」


　カッと顔が赤くなった。聞き回っていた間は気にならなかったが、そんな噂うわさが立つのは当然だ。


　書庫での景の台詞せりふが耳の奥おくに響ひびいた。自分はスキャンダラスな噂に、いいように踊おどらされている。しかもそれを、そんな醜しゆう聞ぶんとはもっとも縁えん遠どおいであろうクラス委員から指し摘てきされるとは。


「ごめん。私、帰る」


　梓は鞄かばんを持ち、その場から逃にげ出そうとした。しかし、


「待って」


　と梓を千絵が引き留めた。


　キッと梓が顔を上げると、千絵はやんわりとなだめるように言った。


「別に責めてるわけじゃないの。あなたが奔ほん走そうするのは当然だわ。だってあなたの友達や幼おさななじみに、薬物中毒の疑ぎ惑わくがかかってるんだもの」


　千絵の台詞に、梓は目をむいた。


「なんでそんなこと──！」


　梓の狼ろう狽ばいぶりに、千絵はちょっとばかり満足そうな笑顔を見せた。


　ただそれだけの──微笑ほほえんだだけのことで、それまでの飄ひよう然ぜんとした雰ふん囲い気きがくずれ、その下からひどく癖くせのある子こ供どもっぽい表情が現れた。


　それから正面に向き直ると、千絵はおもむろに、弾はずむような口くち振ぶりで言った。


「ねえ、姫木さん。私たち協力しない？　私とあなたとで、この高校に麻薬を持ち込んでる人間を見つけだすのよ」





　　　　３





　千絵が梓を連れだしたのは、学校の裏うら手てにある喫きつ茶さ店てんだった。


　半地下になった店で、建物の表は壁が半分蔓つる草くさに埋うもれている。看かん板ばんも、小ぶりな赤茶けた銅板が吊つるしてあるだけだった。通行人のほとんどは、店の存在に気づかないだろう。現に店は空いていた。商売気の薄うすい、馴な染じみ客専せん用ようの店である。


　店名は『パンドラ』というらしい。内ない装そうも、良くいえば落ち着いているが、率そつ直ちよくに言って古くさい。アンティーク風と呼よぶべきかどうか微び妙みようなところだ。


　二人はカウンターを避さけて一番奥の席に着いた。千絵が注文を聞いてきたので、梓はメニューからカフェオレを選んだ。千絵はコーヒーを注文した。


「時間の方は大だい丈じよう夫ぶ？」


「それは、大丈夫だけど」


「よかった。できれば今日中に済すませたいからね」


　梓の不ふ審しんな眼差しをものともせず、千絵は澄すまし顔でそう言った。


　形のない疑心と不安から、梓は疲労感を隠せないでいた。それに比べ、千絵は生き生きとしている。学校では陰いん鬱うつな事件に神妙な態度だったくせに、この店に入ってからは露ろ骨こつな好奇心を隠かくそうともしていない。


　──なんか、調子が狂くるうなあ。


　というより、気が抜ける。これまで漠ばく然ぜんと抱だいていた委員長然としたイメージとのギャップがひどかった。とらえどころがないのは変わらないが、言こと葉ば遣づかいや顔の表情、仕し草ぐさなどから、どこか近寄りがたかった雰囲気が払ふつ拭しよくされている。


　気がつけば、梓の重苦しい物思いも、うやむやにされてしまっていた。


「それじゃ、さっそく本題に入るわね」


　千絵は目を輝かがやかせながら話を始めた。いかにも利発そうな口振りである。


　梓は事態の流れをよく把は握あくできないまま、なし崩くずし的に頷うなずいた。


「うちの高校──だけじゃないわね。カプセルっていうドラッグは、葛くず根ね市ではかなり蔓延はびこってるわ」


　──いきなり来たか。


「海野さん……それじゃあ、あなたも聞いてるの？」


「麻里奈さんのこと？　ええ」


「じゃあ、けっこう広まってるんだ……」


　ひょっとすると自分のせいかもしれない。あんな風に聞き込こめば、聞かれた方が興味を持つのは当然だ。自然と、麻里奈の自殺未遂にまつわるドラッグの噂も流る布ふされる。


　そう思うと、ひどい罪悪感に捕とらわれた。余計なことをして、知り合いの秘ひ密みつを言いふらすことになったのなら、償つぐないようがない。


「確かに噂は広まってるわね。でも、私は学校に来ていた刑事の話を聞いたの」


　唇くちびるを嚙かむ梓の内面を読んだかのように、素早く千絵は言葉を添そえた。


「刑事の？」


「そうよ。火のないところに煙は立たないとはいうけど、さすがにただの風聞で判断するには重要な問題だからね」


　そういえば梓は噂でしか麻里奈の薬物中毒を知らない。すっかり信じ込んでいたが、考えてみれば確実な情報ではなかったのだ。


「海野さん、警けい察さつに何か聞かれたの？」


「え、いえ。生徒に直接話を聞くことに関しては、まだ学校側と揉もめてるみたいね。事情聴ちよう取しゆがあるとしても明あ日す以い降こうでしょう」


「じゃあ、どうして麻里奈のこと」


「それはまあ、聞いたのよ──」


　梓の問いかけに、千絵は口を濁にごした。はきはきしている分、言い淀よどむとやけに目立つ。しかし千絵本人は一向に気にした素振りを見せず、たちどころにペースを取り戻もどしてスラスラと先を続けた。


「とにかく、学校はもちろん、警察も麻里奈さんが薬物を服用していたということは伏ふせてるわ。いかにもマスコミの好みそうな話だし、騒さわぎ立てたくないんでしょう。いずれ、入手経路を捜そう査さするには聞き込みするしかないとは思うけど、現時点ではその決断には至いたっていないようよ。けど、学校も警察も事実の漏ろう洩えいを控ひかえているのに、麻里奈さんがドラッグに手を出していたという噂は、もうかなり広まっているの。なぜかというと、別に葛根東うちの生徒が特に噂好きだからってわけじゃなくて、もともとそういう情報の下地があったからなのよ」


「下地？」


「麻里奈さんがドラッグをやってるっていう噂は、もっと以前からあったの。だから、今回の噂が流れたときも、ああやっぱりって、みんな腑ふに落ちたんでしょう」


「え!?」


　梓は身を乗り出した。


「そ、それってほんとに？　いつから？」


「ここ一か月ぐらいかしら。少なくとも私の耳に入ったのは、それぐらいだったわね」


「そんな──それって有名なの？」


「有名ってほどじゃないけど……耳ざとい人なら、知っててもおかしくないと思うわ」


　祐子はそんなこと一言も言わなかった。梓の知る限りでは、祐子はかなりの情報通だ。その彼女が自分の親友である麻里奈の悪評を聞き逃のがすだろうか？


　──でも、麻里奈の親友だからこそ、誰だれも祐子には言わないってこともある。


　麻里奈が飛び降おりたとき、祐子は普ふ段だんではあり得ないほど取り乱みだした。あれが演技とは思えないし、また思いたくない。


　麻里奈の陰かげ口ぐちは、これまでは、本人の親友である祐子の耳には入らないように囁ささやかれていたのだろう。しかし、昨日きのう麻里奈が飛び降りたことによって、もともと広まっていた噂が再燃し、結果的に祐子の知るところとなった。そう考えてもおかしくない。梓は自分の希望的判断と承知しつつ、そう仮定してみた。


　しかし、


　──カプセルのことは……


　祐子も知っていたのだ。それもかなり詳くわしく知っていたに違ちがいない。


　祐子が梓に話した情報は、おそらく彼女が知っている知識の一部分だけなのだろう。他にも何か──たぶんカプセル売買に関する概がい要よう的てきな知識を有しているに違いない。だからこそ、麻里奈が飛び降りたとき、カプセルとの関連に気づいたのだ。


　そしてその連想は、もう一つの連想につながっている。


　──『物部もさ、やってるらしいって』


「…………」


　店員がテーブルに現れ、二人のカップを置いた。千絵がひょいと軽快な動作でカップを取る。


「あ、あの、海野さん」


「うん。何？」


　テーブルのカフェオレへ視し線せんを下げる梓の問いかけを、千絵は急せかさず焦じらさず受け止めた。


「その……噂うわさの中に物部くんは入ってるの？　彼、カプセルに関かかわりがあるとか」


「物部くんは入ってないわ」


　きっぱりと言う。梓は落としていた視線を上げた。


「カプセルの噂に関しても、今度の麻里奈さんの事件に関しても、物部景の名前が挙がったことはないわ。だから、あなたが尋たずねて回ってるのを聞いて驚おどろいたの。どこから彼が出てきたのか、どうしてあなたが彼を結びつけて考えるようになったのかわからなかったから──」


　千絵は香かおりの漂ただようカップを口にあて、視線を梓からコーヒーに移した。そして小さく、しかしはっきりと言った。


「祐子さんね」


「…………」


　祐子は、「カプセルの取り引きが図書室で行われているという噂がある」と言っていた。しかしそれは噂ではなく、祐子が個人的に知っているカプセル売買に関する情報だったのだ。


　──景の噂なんて存そん在ざいしなかった。


　梓の聞き込み結果も同様だ。景の怪あやしげな風聞は存在していたが、それはしかし、ドラッグに関わった内容ではない。梓が尋ねて回った相手の中に、その時点で景とカプセルをつなげて考えていた者はいなかった。梓に聞かれて初めて景がカプセルをやっているという可能性に思い至り、あいつならおかしくないと納なつ得とくしたに過ぎない。つまり、言われてその気になった、というだけだ。


　カプセルの噂を直ちに景と結びつけて考えたのは祐子一人だ。


「姫木さん」


　と千絵が言った。


「よければ話してもらえない？」


　力になれると思うわ──と。なぜかニコニコしながら、千絵は促うながした。


　当然、梓は躊ちゆう躇ちよした。


　そもそも、梓と千絵は面識こそあれ決して親しい仲ではない。単なるクラスメイトだ。それどころか、二人の立場は、かなりかけ離はなれている。


　千絵はクラスの中心的な人物であり、教師にも受けがいい。ほとんどの生徒と気さくに話し、たいていの相手に好こう感かんを持たれている。それでいて、どこか特定のグループとべったりすることがなく、一人飄ひよう々ひようと構え、颯さつ爽そうと過ごしている。


　一方の梓は、帰国子女として薄うすい膜まく越ごしに接せられていた。邪じや険けんにされることはなく、むしろ好意的に扱われるが、それはクラスの一員というより、ゲストに対する接し方だった。友人は少なく、いまだにクラスメイトの顔と名前が一いつ致ちしない。別に孤こ立りつを好むわけではなく、単にきっかけを作れずにいるのだ。積極的に友人作りに励はげむほどマメでもなかった。


　千絵の性格からすれば、困っている級友に親身になるのも取り立てておかしなことではないかもしれない。ただそれにしては、この接せつ触しよくの仕方は、妙に心安い気がする。相談を持ちかけられれば、いくらでも手を貸すとしても、彼女の方からわざわざ首を突っ込こんでくるというのは、日ひ頃ごろ人間関係に拘こう泥でいしない千絵としては、不自然な気がするのだ。


　不ふ審しんに思わざるを得ない。


「どうして？」


　堅かたい声で、梓は聞き返した。


「どうしてって、何が？」


「……これは海野さんには関係ないことでしょ」


　言った直後に既き視し感かんが襲おそった。──君には関係ないだろう。──そんなに他ひ人とのスキャンダルが好きか。


　景は口にしては何も言わなかった。しかし梓にはそう聞こえた。


「どうしてこんなことに、首を突っ込むの？」


　何が狙ねらいなんだ。口に出そうになった言葉を、梓はなんとかのみ込んだ。


　景が信じられない。祐子が信じられない。そんな状じよう況きようで、千絵が信じられるはずがない。


「わたしには理由がわからないわ。どうして……？」


「あなたが心配なのよ」


「……え」


　梓が戸と惑まどった顔を向けると、千絵はにっこりと微笑ほほえんだ。はにかむような笑え顔がおだった。


「あ、もちろん、自分の理由もあるのよ。カプセルの蔓まん延えんに危き機き感もあるし、何が起こっているのか正確に知っておきたいし。だから、あなたが断るのなら、それはそれとして、この後も勝かつ手てにドラッグの密みつ売ばいルートを調べるつもり。自分一人でね。でも、あなたもこの件に関してはすごく関心があるみたいだから、協力できるなら、と思ってね」


　そう言って、千絵は肩をすくめた。


　間を置くようにコーヒーを飲む。一口飲むと、千絵は少し顔を歪ゆがめた。そしてちらっとシュガーポットを見やったが、誘ゆう惑わくを振ふり切るように二口目をあおった。


　梓はじっとしていた。


「昼休み、図書室で会ったでしょ？　あのときあなた、何か思い詰つめたような顔してたから──そのあとあちこちのクラスにまで押おし掛かけて、とても必死だったわ。それで気になったの。余計なお節せつ介かいだった？　それなら言って。私もちょっと、そう思ってるし」


　あけすけな言い方だった。しかし、表面上は割り切った台詞せりふだったが、梓がまじまじと見つめると、千絵は落ち着かなさそうにカップの縁ふちを指でなぞった。


　おかしな話だが──梓はまるで、おずおずと手を差し伸のべてくる子こ供どもを見ているような気がした。隅すみの方で泣いている知らない子に、理由を尋ねる子供。ひょっとしたら手て酷ひどくはねつけられるかもしれないのに、それでも恐おそる恐ると近づき、あわよくば一いつ緒しよに遊ぼうとしている子供。


　自分はこんな風に、誰かに親交を求めたことがあっただろうか？


　──あなたが心配──か。


　自分もそう言えばよかったのだ。それでもおそらく、景の態度は変わらなかっただろう。しかし、自らの本心をはっきり言葉にして告げることで、梓は自分自身の立場を明確にすることができたはずだ。


　──『もう……かまわない方がいい』


　景はそう言った。しかし──


「ありがとう」


　梓は真ま面じ目めな顔で千絵に言った。


　千絵は照れたように、口の中で、もにゃもにゃと返事をした。





　コーヒーとカフェオレは、それぞれ三さん杯ばい目めになっていた。千絵はブラックコーヒーを見るからに苦そうな表情で啜すすりながら、梓の話に耳を傾かたむけていた。


「なるほど、確かに、祐子さんは何か知ってるみたいね」


　梓が一段落付いてから、千絵はおもむろに頷うなずいた。


「まず『図書館でカプセルの取り引きが行われている』という話は聞いたことがないわ。それは噂じゃなく、祐子さんの知っているカプセル売買に関する知識の一端ということになるわね」


「うん。祐子は、麻里奈が飛び降おりた理由がカプセルだっていう噂を聞いて、どこから手に入れたのか疑問を持ったと思うの。そして彼女が知ってる情報から『図書室』というつながりで、図書委員だった麻里奈と、物部くんをつなぐラインが怪しいって見当をつけたんだと思う」


「そうね。でも正確には、彼女が知っていたのは、『図書室で取り引きされてる』っていうことじゃなく、単に『物部くんには何かある』ってことだったんじゃないかしら」


「ど、どうして？」


「だって、図書室に関係のある人間なんて大勢いるわ。その中から、彼が怪しいとにらんだのなら、それにも理由があるはずよ。彼女の知る情報の中に、物部景という人物に関する情報が、それも、カプセルに関かかわりのある情報があったんだと考えた方が分かりやすくない？」


「それは」


　その通りだ。


「麻里奈さんが物部くんと会ってたという証言も、たぶん祐子さんの創そう作さくよ。その後、梓さんが聞いて回ってからも、物部くんに関する噂うわさの中に、麻里奈さんは出てこなかったんでしょ？」


「そ、そう言えば、二人が特に親しかったっていうのはなかった……」


「さっきも言ったけど、物部くんがカプセルに嚙かんでるっていう噂は一いつ切さいなかったわ。彼、いつも一人でいるから、何してるかわからないってことで、裏うらではいろいろ言われてるの。けどその内容は、せいぜいがバカにして楽しむという類たぐいのものよ。本人も陰かげ口ぐちを叩たたかれていることは気づいてると思うけど、全然気にしてないしね。姫木さん、『自分がわざわざ尋ねたものだから、聞かれた方は物部くんとカプセルを関連づけて考えるようになったみたいだ』って言ってたけど、それはその通りだと思うの。それに、あなたが聞いて回ったのって、全部祐子さんか美加さんの知り合いでしょ？　実際に話を聞くのも、彼女たちが主導だったんじゃない？」


「う、うん」


「やっぱりね。あなたに噓うその噂を教えたことといい、そんな聞き込みのお膳ぜん立だてをしたことといい。どうも祐子さんは、あなたを利用してる節ふしがあるわね」


「…………」


「あ、ごめんなさい。その……」


　梓が沈ちん黙もくすると、千絵はハッと我われに返って慌あわてて語尾を濁にごした。


「あなたの友達を悪く言うつもりはなかったのよ。ただ、いろんなことを考えてみると、そんな風に見えるから……彼女の思惑がなんなのかはわかんないわけだし……彼女は彼女であなたのことを心配してるのかもしれないし……」


　千絵は取り繕つくろうように言葉を継つぎ足していったが、だんだん声が大人おとなしくなり、最後には尻しり窄すぼみになって口ごもった。苦い顔をしている。


「ごめんなさい。やっぱり、余計なことよね……」


　千絵は力無く項うな垂だれた。さっきのイメージの影えい響きようか、叱しかられた子供のように見える。


　梓は千絵がそうしてくれたように、今度は彼女に対して力づける笑顔をのぞかせた。


「気にしないで。あなたの言ってることは間ま違ちがってないわ」


　そうだ。祐子に対する疑惑。それは千絵に指し摘てきされる前から梓の中に生まれていた。千絵はそれをはっきりした形にしてくれたに過ぎない。


　──私は騙だまされていた。


　騙された、というほど大げさな問題ではないかもしれない。積極的に信じ込んでいたのは梓の方なのだ。


　──私が知っているのは、全部ただの噂だ。それも、限定された情じよう報ほう源げんから耳に挟はさんだだけの、不確実な風聞だ。


　帰国してからの梓は、何もかも祐子たちに教わってきた。現在の流行。高校の生活。クラスの常識。梓はそれを吟ぎん味みすることなく受け入れた。不満があっても抑おさえ、不審があっても見ぬ振りをした。彼女たちが言うことだからと、自分が合わせることに苦心するばかりだった。


　──バカだ。


　悔くやしくはなかった。むしろさっぱりした。それに、祐子に悪意があると決まったわけでもない。


　彼女の真意を知らねばならない。


「祐子は、何が狙いなの？」


「う、ん」


「どんなのでもいいわ。わたし考えたけどわからないの。思いついたことがあれば、そのまま言ってみて」


「そう。そうね」


　千絵は胸むねを抱だくように腕うでを抱かかえ、右手だけ口元に持ってきて人差し指を唇くちびるに当てた。図書室で見せていたポーズだ。


「司直の目を物部くんに向けさせる──」


「え？」


　あまりに唐とう突とつだったので、梓は思わず聞き返した。


「ど、どういうこと？」


「さっきも言ったけど、真しん偽ぎはともかく、祐子さんは物部くんがカプセルに関かかわってる情報をつかんでたんだと思うの。それで彼女、麻里奈さんにカプセルを売ったのが彼だと考えたんだとしましょう」


「で、でも。そんなこと一言も……」


「疑ぎ惑わくがあったから、急に幼おさななじみかって尋たずねたんじゃない。いい？　彼女が突然あなたに物部くんのことを聞いてきたのは、麻里奈さんが飛び降りるより前なのよ。姫木さんは、祐子さんが麻里奈さんの中毒を知らなかったって考えてるみたいだけど、私は薄うす々うす感づいてたんじゃないかと思うわ。それであなたが何か知らないか、さりげなく会話で探さぐってきた。そこに麻里奈さんが飛び降りたのよ。そう考える方が自然でしょ？」


「…………」


「これはただの思いつきだから、そのつもりで聞いて。祐子さんは、物部くんが麻里奈さんにカプセルを売ったと信じたとするわね。それで彼のことを調べようとした矢や先さき、麻里奈さんが飛び降りてしまった。そこで彼に対する容疑を警けい察さつに知らせたいんだけど、彼女自身カプセル関係のことで後ろめたいことがあるんじゃないかしら。彼女がカプセル売買のルートに詳くわしいのも、そういう背はい景けいがあったからと考えれば筋すじが通るわ。それで、姫木さんを唆そそのかして──っていうと人聞きが悪いけど、とにかくあなたに彼が怪あやしいっていう情報を吹ふき込こんで、あなたの手で物部くんがカプセルに関係している事実を暴あばこうとした。そして姫木さんが物部くんに疑惑を持ってることを周囲に印象づけるために、聞き込みの手配をしたのよ。そうすれば、警察が事情聴ちよう取しゆを始めたとき、あなたが物部くんのことを聞き回ってたことはすぐに警察の耳に入るわ」


「そんな……」


「しかも、警察が尋ねて回るとき、あなたが聞き込んだ相手は、物部景はカプセルをやってるんじゃないかって証言するはずよ。つまりあなたの聞き込みは、祐子さんが作った彼に関する噂を既き成せいのものにする効果もあったの」


「…………」


　梓は絶句した。


　──じゃあ、じゃあ、私は……


　景を追い詰めてしまったのか？


　景がドラッグをやっているなら、なんとしても手を引かせなければならない。そのためなら恨うらまれるのも厭いとう気はない。しかし、景を警察に売り渡わたすなど！


　梓はあらためて覚かく悟ごを固めた。景の無実を証明しなければ。しかし──景は本当に無実なのか？　祐子が判断したように、麻里奈とドラッグで関わっていなかったのか？


　頭の中で思考がドロドロと渦うずを巻まいた。その渦の底から、またあの荒あら々あらしい声が聞こえてくる。


　──真実を知らなければ！


　噂に惑まどわされるのはもうたくさんだ。信じられるのは、自分の見たものだけだ。


「祐子は何を知っていたの!?」


　梓は我知らず強い視し線せんを当てた。千絵は梓の意気にあぶられたように、頰ほおを上気させていた。


「彼女は校内のカプセル密売ルートを知っていたんだと思うわ。誰だれが売人で、誰が買い手かをね。彼女の目的を、そして彼女が、麻里奈さんにドラッグを売ったのが物部くんだと判断した根こん拠きよを知るには、私たちもそのルートを追うしかないわ」


　千絵は挑ちよう戦せん的てきに告げた。そして鞄かばんから携けい帯たい電話を取り出した。


「あなたが派は手でに動いたことは、間違いなく密売ルートの人間も知っているわ。いまなら彼らとコンタクトを取れる可能性があるの」


　そう言って、ボタンを操そう作さする。携帯の液えき晶しようディスプレイに、『ＣＡＰＳＵＬＥ』という文字が映うつった。その下に、携帯電話のものらしい電話番号が並ならんでいる。


「どうする？」


　梓は迷わず携帯を受け取った。
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　どこをどう走ったか、まるで覚えていない。


　ぜえ、はあ、と息を切らしながら、梓あずさと千ち絵えの二人は、繁はん華か街がいの裏うら道みちを走り抜けた。


　ポリバケツを跳はね飛ばし、酔よっぱらいを押おしのけての強行軍である。二人とも、服ふく装そうは乱みだれ、髪かみはぼさぼさで見る影かげもない。すでに日付は変わっていたが、市の中心に近い繁華街からは、煩はん雑ざつな活気が消えることはなかった。


「ま、ま、待って、待って──姫ひめ木きさんっ」


　ビルの隙すき間まを抜ぬけたところで、息も絶え絶えとなった千絵が足を止めた。両手を膝ひざに当てた格かつ好こうで屈み込み、ブロック塀べいに寄りかかるようにして顔を歪ゆがめている。


「海うみ野のさん！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。いくら、なんでも、もう、追ってこないわ……」


　げんなりした様子で千絵が切れ切れに呻うめいた。


「はあ……はあ……ニコチン、タールにアルコール……。不規則な生活して不ふ摂せつ生せいしてるくせに、どうしてあの連中は、ああも無む駄だに元気なのかしら」


　腹はらの底から息をつくと、千絵は顰しかめっ面つらで、うう、吐はきそう、とハンカチを取り出した。もっとも、死にそうな呼こ吸きゆうのくせに、台詞せりふはどこかのんきである。


「まあ、あれで連中も、二、三日はダウンしてるでしょ。犯罪率の低下に貢こう献けんしたわね」


　と自じ慢まんげに笑った。


　一方、その元気な連中を相手に、囃はやし立て、挑ちよう発はつするだけの千絵を抱えて大立ち回りを演じた梓は、彼女ほどのんきではいられなかった。


　柳りゆう眉びをつり上げて千絵をにらむと、思わず口から悪態がついて出る。


「どういうこと!?　あいつら、最初は嫌いやになるぐらい馴なれ馴なれしかったくせに、あなたの顔見たとたんに血相変えて襲おそってきたわよっ。あいつら、カプセルの売人なんじゃなかったの!?」


「売人よ、間違いないわ。前に一回、警察へ通報したことがあるし、マリファナ盗ぬすみ出してゴミに出してやったこともあるもの」


　汗あせまみれのまま、得意そうに鼻を鳴らす千絵。梓は、文句を言おうとした口を、ぽかんと開けた。


「そ、そんな連中から、カプセル売買のルートを聞き出そうとしてたわけ？」


「他に適当な情じよう報ほう源げんを知らなかったから」


「教えてくれるわけないじゃないっ。考えるまでもないでしょ！」


「いや、だからちゃんと変装したんじゃないの」


「へ、変装って……これ、変装だったの？」


　単に私し服ふくに着き替がえただけだと思っていた。そう言うと、千絵はなぜか傷きずついたような表情を見せた。


「服も髪型も、話し方まで変えてるじゃない」


「そうかもしれないけど……」


　化け粧しようでもする方が、よっぽどマシだろう。クラスメイトの中にはスッピンになると誰だかわからなくなる女の子がいくらでもいる。それを思えば、千絵の変装など、はっきり言ってお洒落しやれの範はん囲いだ。


　梓の酷こく評ひように、千絵は傍はた目めにわかるほど肩かたを落とした。伊だ達て眼鏡めがねを外して「高かったのに」と唇くちびるを尖とがらせている。


　梓は梓で、沈痛な思いを嚙かみしめ、こめかみに指を当てた。
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　喫きつ茶さ店てんパンドラを出た後、梓は千絵の知る売人と接せつ触しよくするべく、携帯から連れん絡らくを取った。


　千絵の予想は当たり、相手は梓のことを知っていた。自分のことがドラッグのバイヤーに知れ渡っているというのはショックだったが、おかげで話は通りやすかった。梓はすぐに会う約束を取りつけ、指定された場所へと千絵と二人で向かった。その途と中ちゆうで、制服から私服に着替えたのである。


　待ち受けていたのは、予想していた通りの男たちだった。常に複数で行動し、下心を隠そうともしない。厚こう顔がんで図ずう々ずうしく、ほとんど脅きよう迫はくじみた好意を一方的に押しつけてくる。


　こういう連中とは関かかわり合いを持たないことが、もっとも確実に身を守る術すべである。しかし梓は、彼らとの交こう渉しよう術じゆつについても一応の知識は持っていた。そしてまた、口だけではなく、相手の暴力行こう為いも念頭に置いた対たい処しよ法ほうを心得ていた。知る限りの手段を駆く使しして、真実に近づく覚かく悟ごだった。


　が、結果的に役に立ったのは、後者だけだった。


「それにしてもすごかったわ。姫木さん、めちゃくちゃ強いじゃない。護ご身しん術じゆつは伊達じゃないわね」


「相手が油断してたからよ。酔ってたみたいだし」


「それでも格好良かったわ。最初にやっつけた奴やつなんか、すごい間ま抜ぬけ面、晒さらしてたもの」


　息を乱したまま、千絵が無邪気に梓をほめる。目がきらきらと輝かがやいていた。梓は複雑な思いで口をへの字に曲げた。


　男たちは四人いた。不意を突いて一人。逃にげる振ふりをして、もう一人。残り二人にも追つい跡せきに支し障しようを来きたすだけのダメージは与あたえておいてから、本格的に逃とう走そうしたのである。


　動きやすい服装を選び、底に缶かんジュースを忍しのばせたショルダーバッグを用意する。常に相手の人数と位置を把は握あくし、動きに応じた複数の逃走ルートを想定する。必ず正面で向き合い、背はい後ごには近寄らせない。危き険けんを感じたら、躊ちゆう躇ちよなく先制攻こう撃げきを加える心構えを持つ。逃げ切る自信のある範はん囲いを正確に認にん識しきした上で行動する。


　とにかく用心に用心を重ね、事前に様々な準備を整えておいたからこそ、からくも無ぶ事じ脱だつ出しゆつできたのである。凶きよう器きを出す者がいなくて助かった。遠くない場所に、仲間がたむろしていた可能性は高かったし、そうでなくとも、あと一人いたら危あぶなかった。


　危ない橋を渡わたったのだ。


「実に応おう援えんのしがいがあったわ」


　屈かがみ込こんだまま、千絵がガッツポーズを送る。梓は無言のまま目線で天を仰あおいだ。


　その視し界かいの隅すみに、路地の暗くら闇やみから躍おどりかかる人影が映うつった。


　身体が反はん射しや的に反応した。つかみかかってくる動きを、身体を捻ひねって躱かわす。


「このくそアマぁっ！」


　さっきの男たちだ。撒まいたと思った二人。


　一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれた梓だったが、追っ手が二人だけだと知ると、たちどころに冷静さを取り戻もどした。見れば、男たちは二人とも先ほどのダメージを引きずっている。動きがぎこちない。追いつかれたのは、単に相手に土と地ち勘かんがあったからだ。


　そう判断し、梓は落ち着いて相手の動きを見た。


　直線的に伸のびる拳こぶしを、上半身を逸そらして避さける。すれ違ちがいざま、缶ジュースの入ったバッグを、男の向こう臑ずねへと振り下ろした。


　ゴッ


　と鈍にぶい手て応ごたえが伝わる。男が苦く悶もんの悲鳴を上げて転てん倒とうした。


「ひゃあ！」


　いまひとつ緊きん迫ぱく感かんに欠ける悲鳴がした。慌あわてて振り返ると、もう一人の男に腕うでを捕つかまれた千絵が、振り解ほどこうともがいている。


「ひ、姫木さんっ。こっちっ。こっちっ！」


「海野さん！」


　助けに駆かけつけようとした。が、それを阻はばむように倒たおれた男が足にすがりついてきた。


　膂りよ力りよくで勝まさる男を相手に、押し倒されたら勝機は激げき減げんする。梓はやむなく半歩後退した。そして、離はなれた位置からもう一度ショルダーバッグを叩たたきつけた。


　その間、千絵は、きゃあきゃあ喚わめきながら逃げ惑まどっていた。しかし、それも長くは持たない。抵てい抗こう空むなしく、千絵は後ろから羽は交がい締じめにされた。男は梓が手て強ごわいと見て、千絵を人ひと質じちに取ろうとしているようだ。


　千絵はそれでも諦あきらめることなくジタバタと暴れ回っている。もっとも、動きが闇やみ雲くもなので効果が出ない。


　梓は急いで千絵の方へ身を翻ひるがえした。男は抵抗をやめない千絵を力ずくで押さえつけ、迫せまる梓の前に突き出した。


「動くな！　この女、ぶっ殺──」


　言い終わる前に、男の鼻先めがけ、梓はバッグを投げつけた。普ふ通つうは人質を取れば安心して隙が生じる。膠こう着ちやく状態に入る前に、一気にけりをつけるのが上じよう策さくなのだ。


　人質を抱かかえて動きの取れない男は、ものの見事にバッグを顔面で受け止めた。


「ぶ──」


　パッと鼻血が散る。鼻は急所であり、出血すると呼こ吸きゆうが困こん難なんとなる。男はだらしなく口を開け、千絵の拘こう束そくを解いた。


「離れて！」


　梓の指示に、千絵が従したがう。直後、梓は勢いを殺さないまま懐ふところに飛び込み、間合いを詰つめた。


　左足でアスファルトを踏ふみしめ、右足を水平に突き出す。


「ハッ！」


　若わか々わかしい脚きやく線せんが、しなやかな軌き道どうを描えがいた。


　踵かかとが男の腹ふく部ぶに埋うめ込まれた。男の目が極限まで見開き、身体からだがくの字に折れる。


　ボウガンのような一撃だった。放たれた矢は容よう赦しやなく男を貫つらぬき、男の怒いかりと戦意を砕くだき割わった。


　その後、弾はじかれたバネのような動きから、一転してバレエを舞まうような優ゆう雅がな体裁きで身体を半回転し、梓が蹴けり足を引き戻す。同時に、男はアスファルトにくずれ落ち、そのまま動かなくなった。


「っふう──」


　と梓は息を吐はき出した。構えを解かないままで、男の側から後退する。倒した直後に気を抜くのも危険なのである。が、油断なく男たちを見下ろす梓の緊張を、「きゃーっ」という黄色い歓かん声せいが霧む散さんさせた。


「素す晴ばらしいわっ、姫木さん！　何？　いまのなんていう技わざなの！」


　いままさに暴漢に襲われていたとは思えないはしゃぎぶりで、千絵が梓の肩かたを揺ゆすった。興こう奮ふんのあまり、鼻び孔こうをぷくっと膨ふくらませている。子供みたいだ。


「技って……ただのキックだよ」


「えー？　でもいま、くるって回ったじゃないっ。くるって！」


　──くるって言われても……


　梓は少し赤くなって「あれは別になんでもないの」と言った。実のところ、綺き麗れいに蹴りが決まったので、格好をつけてしまったのだ。


　千絵は「そうなの？」と、なぜか残念そうに地面に横たわる男たちを眺ながめた。


「でもまあ、すごいわよね。大したものよ。私が常々欲ほつしていたのは、まさにこういう、直接的攻撃力というか、積極的防衛力なのよ。理想だわ」


「積極……なんですって？」


「え、いやいや、こっちの話」


　怪け訝げんな目を向ける梓に、千絵は澄すまし顔で話を逸らした。本人は煙けむに巻まいているつもりなのかもしれないが、普ふ段だんの口調が明めい瞭りような分、誤ご魔ま化かそうとするとかえって目立つ。先ほどの喫きつ茶さ店てんでもそうだった。変へん装そうのことといい、何かしら微び妙みようにズレているのだ。


「そんなことより、梓さん。こいつらから情報を聞き出しましょう」


　そうだった。


　梓は言われて本来の用件を思い出した。慌てて自分が叩たたきのめした二人を振ふり返る。


　蹴りを入れた方は完全に悶絶していた。我われながらかなりいいのが入ったから無理もない。梓は少し同情と反省をして、もう一人の男に近づいた。


　男はバッグで強したたかに殴なぐられ、昏こん倒とうしていた。梓は投げつけたショルダーバッグを拾うとベルトを短く持ち直し、慎しん重ちように男に近づいた。


「……どう？　少しは懲こりた？」


「…………」


　男は苦痛に歪ゆがんだ顔で、梓を見返した。口くち汚ぎたなく罵ば言げんを吐いたが、ほとんど意味をなしていない。


「カプセル。いま持ってるの？　それとも売人ってのは噓うそ？」


「……畜ちく生しよう。ぶっ殺してやる……」


「持ってないの？　誰だれか売人知らない？」


「……死ねっ」


「カプセルに関すること、聞かせてもらえない？　なんでもいいから」


「……くたばれ、クソ野郎」


「ったくｓｈｉｔ」


　うんざりして梓は腰こしに手を当てた。こんな連中、痛いためつければすぐに口を割るだろうが、完全に勝負のついている相手に、これ以上暴力を振るうのは躊躇ためらわれた。かといって、このまま引き下がるわけにはいかない。他に有効な情じよう報ほう源げんはないのだ。


　──困こまったな。


　その瞬間注意が逸れた。


「姫木さん！」


　千絵が警けい告こくを発する。梓はハッとして構え直した。迂う闊かつだった。


　しかし男は別に反撃の素振りを見せた訳わけではなかった。震ふるえる手で、懐からプラスチックのケースを取り出したのだ。そしてケースの蓋ふたを開けたかと思うと、中身を口に放り込んだ。


「あっ！」


　一瞬しか見えなかった。が、間違いない。カプセルだ。やはり持っていたのだ。しかし、いまこの状じよう況きようで服用する意図が読めない。


　──痛み止めのつもり？


　ドラッグの中には、飲むと痛つう覚かくの麻ま痺ひするものがある。また、精神が高こう揚ようし、攻こう撃げき的になるものも多い。


　──いずれにしたって、怪け我がしてるんだから怖こわくないわ。ラリって馬ば鹿か力が出たとしても、この状態ならたかが知れてる。凶きよう器きでも出されればやっかいだけど、そんなものがあるなら、とっくに出してるはず。


　対たい処しよできる。そう判断し、梓は逃げることなく男の行動を注ちゆう視しした。


　しかし、男の取った行動は、梓の予想と微妙に異ことなっていた。


　男はアスファルトに腰をついたまま上半身を起こした。そして顔を伏ふせたまましばらく動かなかった。


　が、やがて肩を震わせ、ヒッ、ヒッと呼吸を乱みだし始めた。


　クスリが回ったのか。梓がそう見て取ったとき、男が伏せていた顔を上げた。


「──っな」


　様相が変わっていた。


　それまでの二に枚まい目めを気取った日焼けした顔が、まるで病人のように青黒く変色している。口元が弛し緩かんし、涎よだれが垂たれていた。頰ほおが引きつり、痴ち呆ほうのような笑みを浮うかべている。焦しよう点てんを失った虚うつろな目がゆらゆらとあたりを漂ただよい、梓の視線と交差した。


　梓を確かく認にんし、男は薄うすら笑いを浮かべた。その両眼は光の加減か、紅あかく輝かがやいていた。


　──！


　梓は我知らず飛び退すさった。鳥とり肌はだが立っていた。明確な悪意が物質化してつかみかかってきたようだった。


　──なんだ!?　やばい──


　男は反撃するような素振りは見せていない。しかし、なぜか強きよう烈れつに梓の警けい鐘しようを鳴らすものがあった。かつて、アメリカで銃じゆうを向けられたときと同じ悪お寒かんがした。第六感が逃げろと指示している。


「どうしたの、姫木さん？」


「逃げてっ」


「に、逃げるの？」


　千絵がきょとんと聞き返す。彼女は何も感じていないらしい。梓は舌打ちした。


　男がのそっと立ち上がった。立場が逆転したのを承知しているようだった。


　男はゆっくりと腕うでを伸ばした。もちろん届とどくわけがない。しかし──


　──来る！


　梓が張りつめて身構える。男の紅い目に加か虐ぎやく的な意志が点ともった。


　だが、梓が身を凍こおらせた瞬しゆん間かん、それは唐とう突とつに途と切ぎれた。


　ゴッ


　鈍にぶい音と共に、いきなり男は前のめりに身体からだを折った。アスファルトに顔面が衝しよう突とつし、そのまま動かなくなる。


「なっ」


　男の真後ろ。いつの間に忍しのび寄ったのか、そこにそれまでいなかった人ひと影かげがあった。


　そいつがなんの前置きもなく、後ろから男の後頭部を蹴けり飛ばしたのだ。ポケットに手を突つっ込こんだまま、靴くつの裏うらで無造作に。


「誰っ！」


　誰すい何かの声を飛ばす。返事はすぐに返った。


「聞かれて名乗るもおこがましーが──」


　とうそぶいたのは、軽い感じのする青年だった。


「美女と美少女と、その他の女性──カッコ上限三十五の味方。ここに参上」


　どこかで見た顔だった。


「あ、あなた、Ａ組の水みず原はら勇ゆう司じ」


　千絵が指を指して叫さけぶと、水原は、ヨッ、と手を挙げて答えた。


「あれ～、千絵ちゃん、なんかお洒落しやれしてんじゃん」


「馴なれ馴なれしく呼よばないでちょうだい。あなた、こんなところで何をしてるのっ？」


「いや、何ってさあ」


　水原はわざとらしく頭を搔かいた。脱色した髪かみが、サラサラと額にかかる。


「いつものとこで遊んでたら、噂うわさの帰国子女がクラブ入ってくじゃん。あそこ、けっこうヤバ系けいの店だったんで、知らずに入ったなら助けてあげよと思ってね。そしたら、ほら。ばっちりだったっしょ？」


　水原はへらへら笑いながら答えた。


「……どうせ、姫木さんに近づく方便にしたかったんでしょ」


「ホウベンって、またコシキユカシーね、千絵ちゃん」


　と千絵の冷れい淡たんな態度に怯ひるむ様子も見せず、水原は肩かたをすくめた。


　かなりのハンサムだった。本人もそれを心得ているような立ち振る舞いである。背せも高く、百八十以上ありそうだ。無む駄だのない筋きん肉にくがついた身体に、雑誌で見かけるような服をだらしなくまとっていた。


　染そめた髪は無造作にカットしているようで、よく見れば手入れが行き届いている。目元に泣き黒子ぼくろがあって表情を柔和にしている一方、口元には常に人を小馬鹿にしているような笑えみが浮うかんでいた。


　軟なん派ぱでいい加減。しかし、どこかクールな雰ふん囲い気きがあるように見える。いかにももてそうなタイプだ。


「……知り合い？」


　油断なく水原を観察しながら、梓が後ろの千絵に尋たずねた。


　千絵は頷うなずいて、


「有名なナンパ男よ。女たらしのミスター軽けい薄はく」


「おお。簡かん潔けつ」


「あなたを語るには充分でしょ」


「ああ、千絵ちゃんみたいなインテリウーマンでも、そんな誤ご解かいを抱いだくものなのか。人と人ってムズカシイ。やっぱ肌を合わせないとソーゴ理解は生まれない？」


「男のくせに半疑ぎ問もん形けいで聞かないで」


「おう。ジェンダー差別だ」


　ニタニタする水原。両手をジーンズに突っ込んで近寄ってくる。


　梓は無言のまま、水原が近づいた分だけ後ろにさがった。


「うわ。梓ちゃん、それってあまりに冷たい仕打ちと違ちがう？」


「あなた……その男を知ってるの？」


「ん？　ああ、そいつ？」


　水原は侮ぶ蔑べつしきった目で倒たおれ伏した男を見た。


「ジャンキーだよ。変だったろ、いま？　カプセルやってる奴やつって、末期はけっこうヤバイんだぜ。ロウソクの火みたいにさ。こう──ポッと燃えて、ぷっつん」


　ポッ──と手のひらを上に向け、指を広げてみせる。


「天国に行けたかどうかは、本人にしかわかんねーけどな」


「…………」


　梓は口をつぐんだ。助けられたのは間違いないが、どうも油断ならない。


「あなた、やけに詳くわしい口くち振ぶりね」


　千絵が早くも冷静さを取り戻もどした口調で言った。警戒しつつも興味の方が強いのであろう。


「あいつらが持ってたドラッグに詳しいの？」


「ってことは、やっぱカプセル関係のトラブル？　昼間のこともあるし、そうかなーとは思ったけど」


　ふいに、水原の目がしたたかに光った。対する千絵は、一いつ層そう整然とした理知的な口振りで答えた。


「あなた、中学時代に祐子さんとつき合ってたそうだけど？」


　思わず梓は千絵を振り返った。


　──『私の知り合いに、昔、実際やってた奴がいてさ』


　そうだ。確か、祐ゆう子こはそんなことを言っていた。


　──こいつが!?


「本当なの？」


「一時期ね」


　水原は、千絵の問いに短く答えた。それから惚とぼけた様子で、


「カプセルのこと調べてんだろ。いいぜ、知ってること教えてやっても」


　千絵は直接答えず、梓に視し線せんで問いかけた。梓は深しん刻こくな面おももちで頷く。


　もうすぐ午前一時になろうとしていた。





　　　　２





「それにしたってファミレスですか、千絵さん？」


「気安く呼ぶなって言ってるでしょ」


「でーもさーあ」


「文句があるならコンビニの駐ちゆう車しや場じようでもいいわよ」


「しょーがねえなあ。千絵ちゃん、冷ひえ性しようだろ？　いーよ。こっちで」


「……なんで知ってるのよ」


「フッフッフ。水くさいね。同級じゃんよ」


　口をニーと広げるように笑う水原と、悔くやしそうなのを押おし隠かくす千絵。さすがの千絵も、人をくった水原の態度にいまひとつペースをつかめないでいるようだ。


　それでも二十四時間営業のファミリーレストランという場所は、千絵の巧うまい選せん択たくだったように思う。煌こう々こうと輝かがやく照明は、怪あやしい会話内容にも、精神的な光を当ててくれる。


「さっそくだけど、あなたカプセルをやってるの？」


　千絵がいきなり切り込んだ。彼女が主導で話すようだ。梓は彼女に従したがって、会話の成り行きを見守ることにした。


「いまはやってねーよ」


「昔はやってたってわけ？」


「んー、祐子から聞いてねえ？」


　ソファに背をもたれさせながら、水原が梓に問いかける。梓は短く「ええ」と答えた。


「まあ隠かくす気ねえからいいけどよ。昔はオレ、バイヤーだったんだ。小口の」


　ぴくりと梓の表情が険しくなる。千絵の方は、興味深そうな風だったが、別段憤いきどおる様子はなかった。


「いつの話？」


「中坊んとき」


「じゃあ、中学で売ってたの？」


「不良連中にしか捌さばいてないよ」


　平然と言い放ち、水原は煙草たばこに火を点つけた。梓は驚おどろきを隠せなかった。中学生の間にまで、ドラッグが蔓延はびこっているのか？


「小口のバイヤー──ということは、卸おろしの中間業者を知ってたということ？」


「卸しっつーか、まあぶっちゃけて言やあ、セルネットの細さい胞ぼうやってたわけ」


　──細胞？


　梓が思わず聞き返そうとするのを、千絵がそっと制した。ペースを乱みだされていたのも束つかの間ま、本題に入ってからはポーカーフェイスを保っている。それに比べて、自分は面白いように顔に出ているに違いない。


　梓は大人しく引っ込こんだ。千絵に任せると決めたのだ。その方がきっとうまくいく。もう梓は、千絵にかなりの信しん頼らいを置いていた。


「『セルネット』ね。いままでも何度かその名前は聞いたわ。それが葛くず根ね市にカプセルをばらまいてる組織の名めい称しようなのね」


「他にも細けーのはいるけど、一番でかいのはネットだな」


「『無む慈じ悲ひな女王』という単語もよく耳にするけど」


　──女王。


　今度は梓も無反応を装よそおった。もっとも自分ではそのつもりでも、実際にどうかは知れたものではないが。


「うへー。なんだよ千絵ちゃん、詳しいじゃんよ。それはネットの別名だぜ。あんま、事情に詳しくない奴は、そんなの知らねーぞ、普ふ通つう」


「印象的な単語だからね」


「うんうん。まあ、あんま使わねえわな」


　水原は煙草をくゆらせながら、器用に笑った。なるほど、ミスター軽薄の異い名みように間違いはないようだ。物もの腰ごしから何から、見るからに脳のう天てん気きな空気をまとっている。


「つっても、なんでそんな風に呼よばれてるかはオレも知らないな。執行細胞フアースト・セルのトップがクールな美人だってのが、もっぱらの噂だったけどよ」


「執行細胞フアースト・セル、ね」


　注意深く、「最重要」の判を押して記き憶おくの棚たなにしまうように、千絵が反復した。


「組織の仕組みについて知りたいわ」


「んー、見返りわ？」


　水原の両目がずる賢がしこく瞬まばたいた。好色そうな視線が、千絵と梓を舐なめた。


　もっとも、どういうわけか、さっき絡からんできた連中のような嫌けん悪お感がなかった。態度がわざとらしいのだ。本気ではないのに、わざと悪ぶっているようなところがあった。無責任にそういう態度をとって遊んでいるだけのように見えるのだ。


　もちろん、それがすぐさま安心感につながるわけではない。むしろ裏うらが読めない不気味さが残る。ただ、この男には、不思議な愛あい嬌きようがあった。憎にくめない、というべきか。


「あなたと私たちが親しん密みつに会ったってことを黙だまっててあげるわ」


「はあ？　なんだよ、それ」


「困こまるでしょ？　抜けたとはいえ、もとバイヤーの一員が組織の情報を外部に漏もらしたかもしれないって疑うたがわれるのは」


「げ。それって脅きよう迫はくじゃんよ！」


「脅迫とは失礼ね。第一、あなたはどうしてバイヤーをやめたの」


「んー？　なんでかなあ～」


　水原は茶ちや化かすような声を出した。が、千絵が真しん剣けんなのを見て取ると、スッと表情を消した。そして、


「飽あきたから」


　と平へい坦たんに答えた。もっともすぐにおどけた仕し草ぐさに戻った。テーブルに肘ひじを着いて秘ひ密みつめいた言い方で、


「だってよ。反応が全部同じになんだぜ。自じ慢まんのテクも形無し。起きてようが寝ねてようがお構いなしってんじゃ、オレ様のプライド傷きずつくでしょう」


「なんの話──なんて聞かないわよ」


「あら残念」


　へらへらと笑う水原。どうも手て応ごたえというものがない。薄うすっぺら、の一言で済ませていいのか判断に苦しむ。


「飽きたから、で組織はあなたが抜けることを許してくれたの？」


「そこら辺はルーズなんっスよ。ネットって。──って、おお!?　これはひょっとして誘ゆう導どう尋じん問もん？」


　大げさに驚いてみせる。が、千絵がなんのリアクションも返さないでいると、いかにもやり甲が斐いがなさそうに首を振ふった。


「千絵ちゃん、ノリ悪いぜ。ああいや、どーせ俺おれが寒いんでしょーよ」


「話すの？　話さないの？」


　事務的に促うながすと、水原は「話しますよう。どうせたいしたことじゃないんだから」と手首をぶらぶらさせた。


「じゃま、簡かん単たんに。カプセルが流は行やりだしたのって、いつ頃ごろか知ってる？」


「表面に出だしたのは五、六年前ね。おそらく七年前ぐらいから出回りだしたんだと思うわ」


「その通り。そのあと二、三年はあちこちからカプセル売買の組織ができては潰つぶれるって状じよう況きようが続いたわけ。戦国時代だな。そこから台頭してきたのがセルネットさ」


　と、ここで水原はポケットを探さぐり出した。


「うーん、口では言いにくいし──お、あった。これ」


　取り出したのはサイコロだった。それもよくある立方体のサイコロとは違ちがう。四つの正三角形からなる、四面体のサイコロだ。


「セルネットはその名の通り『細セ胞ル』っつう単位のグループでできてんの。それがこれ。各かく頂ちよう点てんに一人の計四人で一グループ、つまり一つの細胞だあな。正確には、底辺の三人と、頂上の一人って感じさ。頂上の奴やつはリーダーで、残る三人がリーダーの部下となるんだな。で、リーダーはリーダーでまた別の細胞に属してるし、下の三人はまた、それぞれ三人ずつ手下──要するに自分の細胞をもってるわけ。わかる？」


「……ええ」


「それじゃ頭から。まずさっき話した執行細胞フアースト・セル。これが一番最初の偉えらい奴ら。正体不明。リーダーは『無慈悲な女王』って呼ばれてる。なんかＳＦ小説が元ネタみたいね。知らねーけど。で、部下の三人もそれぞれに細胞を持ってる。これが第二世代細胞セカンド・セル。いまのセルネットの実質的指導者連中」
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「待って。細胞は四人一組なんでしょ。だったら、その第二世代細胞セカンド・セルのリーダーたちは、執行細胞フアースト・セルの一員としてカウントされるんじゃない」


「ああ。言い方悪かったか。もう察しはついてると思うけど、これってこのあとピラミッド──木の根の方が近いかな？──みてーにずっと下まで続いてくわけよ。だから、第何世代っていう風に呼ぶときは、リーダー格の頂上の奴は無む視しして呼ぶわけ。でないと、その細胞は二つの世代にまたがってるから、わかりづれーじゃんよ。でも実際行動するときは、リーダー率いる下三名って形が多いんだよ。ほら、やっぱ、自分より格下といる方が、威い張ばれるじゃん？　だから個人で見ると、リーダーは一つ上の世代では他の細胞もやってるけど、あくまで四人一組って見た方が通りがいいんだよ。……うーん、やっぱわかりづれーか？」


「……いえ、わかったわ。続けて」


「んじゃ」


　と水原は先を続ける。思っていたより、はるかに淀よどみない。正直なところ梓はところどころ理解が追いつかなかったが、あとで千絵に聞けば済すむと思い、話を中断してもらうのは諦あきらめた。


「えー、で、だな。そうそう、第二世代細胞セカンド・セルか。このお歴々が、実質的にネットを運用してるらしい。これ噂うわさね。で、そのゴタゴタしてた時期って、けっこう無茶するジャンキーが多かったわけよ。そんな中で唯ゆい一いつ平和主義ってのかな。抗こう争そうとかなく気楽にクスリ楽しもーって集団が、セルネットだったわけ。なんつってたか？　『メンバーの一いつ般ぱん的社会生活の保護を目的とする』とかなんとか、まあ素すっ頓とん狂きような麻薬組織だったのな。素っ頓狂つーのも死語か？　ま、いいや。で、そういう事なかれ主義が当たってさ。武ぶ闘とう派は連中が潰し合ってく中、反戦、穏おん健けん、非暴力ーてのを中心に勢力拡かく大だいして生き残ったわけ。それどころか、そういうのってなにげに金持っててよ。豊富な資金をよりどころに、市内最大派は閥ばつまでにのし上がっちったんだな、これが。そいでまた、これが秘密主義に凝こり固まった組織でね。内部の結束が堅かたいってんじゃなくて、端はなから裏切りを前提にできてんのよ。何しろ疑ぎ心しん暗あん鬼きの固まりみてーな連中ばっかだかんな。さっき言った細胞。あれ、バーって下に広がってくんだけどよ。構成員は自分の細胞の──えーと、そいつが四面体の下の角の奴としてだ。まずリーダー一人だろ、それに同世代の細胞仲間二人、それに自分の下の三人の、計六人しか知らねーんだよ。それ以外は知らないわけ。だからそいつが裏切っても、被ひ害がいはそいつのいる細胞、と下部細胞の二つっきゃ壊こわれないのな。で、さらにその下につながってる連中ってのは、上がパクられたら連れん絡らく着かなくなるじゃん。そんときは非常事態用の連絡先に、被害のほどを伝達するって仕組みなんだ。だから、すぐ隣となりの奴が同じようにネットに属してたとしても、本人同士はそのことに気づきもしない。匿とく名めい性せいに優すぐれるってこと。どうよ。小こ難むずかしいだろう？」


　流りゆう暢ちように説明しながら、水原は次の煙草たばこに火を点つけた。梓はもう、この時点で完全に話を見失っていた。お手上げだ。ややこしすぎる。


　ただ引っかかったのは、最後の「誰だれがネットに属しているかわからない」という台詞せりふだった。それは……ずいぶん不安なことのような気がする。


　千絵は水原の説明で理解しているようだった。事前になんらかの予備知識があったのだろう、というのが、梓のうがった見方である。


「なるほど、いかにも流行りそうな仕組みだわ。その細胞には、『Ｄ─５』だとか『ケの20』という個別の名めい称しようがあるんでしょう？　各細胞員にも、それぞれコードネームみたいなものが与あたえられてるはずね」


「ご名答。ちなみにオレは『フェスタ』。わかる？」


「Ｆ──ピラミッドの六段目。世代で言うと第五世代の細胞に属する構成員ってわけね」


「またまたご名答。賢かしこいね、千絵ちゃん」


「ストップ。あなた中学でその組織入ったのよね」


「そ」


「二年前？」


「三年前かな」


「じゃあ何？　その時点で──」


　と千絵は言葉を切って遠くを見つめるような目になった。気がつけば、例の腕うでを組んで指を唇くちびるに当てるポーズになっている。


「二百四十三人もの人間がその組織に入っていたわけ？　地方暴力団なんて問題にならないじゃない。一つの市内としては膨ぼう大だいな数よ。警けい察さつに気づかれないわけがないわ」


　瞬しゆん間かん、水原は煙草を唇に張り付けたまま口を開けた。


「け、計算したのか？」


　千絵は平然とした顔で「何よ。ただのかけ算じゃない」と言った。


「はええー。電でん卓たくとか隠かくしてねーよな」


　恐こわいものでも見るように水原が首をすくめる。実は隣の梓も、宇う宙ちゆう人じんでも見るような目を向けていた。


　千絵は不ふ愉ゆ快かいそうに「話は終わってないわよ」と叱しかった。


「どうなの。三年前の時点で、そんなに大きな組織だったとでも言うわけ？」


「あーいや、ネットはそんな正確なピラミッドじゃねーから。上の連中も必ずしも三人も手下もってるとは限んないんだ。もともと組織構造がどうこういうより、情報ネットワークみたいな色合いが強かったからな。特に第四世代より下は、活動なんてもんは、なんにもやってねーもん。『情報の正確且かつ確実な伝達』と『伝達事じ項こう外の細胞構成員情報の黙もく秘ひ並ならびに不ふ干かん渉しよう』だっけな。それだけでいいの。気楽だろ？」


「……なるほどね。でもカプセルの売買はしてるわけでしょ？」


「まーね。ネットも混こん乱らん期を乗り切ってからは組織の体質が変わっちまってさ。なんつーか、隠いん蔽ぺい工作か？　組織やらカプセルのことが明るみに出たら、いろいろトラブルが発生するわけじゃん、やっぱ。それを防ごうってんでジャンキーどものあからさまな犯罪行こう為いに対して、尻しり拭ぬぐいと、やった奴見つけて処しよ罰ばつする、ってのを実行するようになったんだな。だいたいは他の組織の馬ば鹿かを始末してるみてーだけど、要するに、公機関の目から隠して揉もみ消すわけだ。ちっこい組織は傘さん下かに組み入れるし、話の通じないとこは潰つぶしちまう。かつての平和主義者も、数が集まると強気に出られるってことさ。ま、おかげでカプセルのトラブルって減ってんだろ？　ネットが目を光らせてるからよ」


「すぐには賛同できない意見ね。正確にデータを検証する必要があるわ」


「お好きなように。あ、忠ちゆう告こくしとくけどさ。千絵ちゃん、連中のブラックリストに載のってるぜ。たぶん」


「……やっぱり？」


　千絵はわずかにポーカーフェイスを外して、茶目っ気のある、それでいて不敵な微び笑しようを見せた。


　驚いたのは梓である。


「なんですって！　それ、どういうことよ!?」


「さっきの一ひと幕まく忘わすれたの？　千絵ちゃん、犯罪者には容よう赦しやねーんだもん。そりゃ恨うらみも買うって。ネットのことも嗅かぎ回ってるし、梓ちゃんも気をつけないと目ぇつけられるぜ」


「……そんな」


　と千絵を見る。千絵はなんでもない顔で、「平気よ。注意はしてるから」と答えた。大した度ど胸きようではあるが、さきほどの立ち回りを見た限りでは、とうてい信用できない台詞である。


　これは目が離はなせないな、と梓は密かに気を引き締め直した。


「ネットって、直接利害関係なくても、邪じや魔まになったら手を出してくるからね。あちこちとしょっちゅう衝しよう突とつしてるのさ。ＤＤなんかも目の敵かたきにしてるしな」


「ＤＤ？」


　と梓が聞き返す。


「そういう組織もあんの。組織ってんじゃなくてチーマー……でもねーかな？　『ドラッグ・ドッグズ』。アタマ張ってる甲か斐いってのを筆頭に、ここらで一番アブねー奴やつら」


　確か祐子が口にしていた単語だ。やはり祐子は、内情に詳くわしいと見て間ま違ちがいない。


「他には『ウィザード』って奴も派は手でに組織荒あらしてたな。最近聞かねえけど。こいつとＤＤの甲斐の二人が、ネットの中じゃあトップの賞金首って感じかね。二人とも、えれえ手て強ごわいんだと。その『ウィザード』の方が千絵ちゃんじゃねーかって噂もあったぐらいだ」


「私が？」


　千絵は迷めい惑わくそうに顔を顰しかめた。


「私は抗争なんかに興味はないわよ」


「そいつは悪あく魔ま狩がり専せん門もんだったからな」


「悪魔狩り？」


　千絵が怪け訝げんな顔をつくった。


「どういう意味？　何かの隠いん語ごなの？」


　千絵が問い返す。すると水原は、きょとんとして次の煙草を出す動きを止めた。


「え──おいおい、噓うそだろ？　千絵ちゃんまさか知らねーの？　それであんなやばい連中に絡からんでたってのか？」


　もったいぶる感じではなく本当に驚いた様子で、水原は千絵と梓を交こう互ごに見返した。


　千絵と梓は思わず顔を見合わせた。こんな反応は予期せぬところだ。「どういうことなの？」と、いつになく神妙な口くち振ぶりで千絵は水原に尋たずねた。


「どういうも何も、じゃあ千絵ちゃん、カプセルをいったいなんだと思ってのさ？」


「……極きわめて幻げん覚かく作用の強い──おそらくは一種の暗示性をもったドラッグ。違う？」


「かー。暗示に幻覚ときたか。そりゃ正解は正解だけどよ」


　水原は髪かみを指でかき乱みだした。なんと言うべきか悩なやんでいるようだ。


　ひとしきり唸うなった後、水原はぶっきらぼうに言った。


「カプセルはドラッグじゃねーよ」


「なんですって」


　千絵が眉まゆをひそめる。何を言い出すのだ、という顔だ。梓も同様の感想だった。だが、二人の反応には構わず、水原は続けた。


「信じてねーな。でもマジだぜ。カプセルってのはコークだのＳだのって類のドラッグじゃねーんだよ。あれはな、悪魔を呼び出すための薬なんだ」


　今度は千絵がぽかんとする番だった。呆あきれたように頭かぶりを左右にふって、


「……あなたがオカルトにかぶれてるとは思わなかったわ。でも、そう意外な気もしないわね」


「ちぇっ。いいから聞けよ。そりゃ、いまじゃあ、ただのライト・ドラッグと勘かん違ちがいしてる奴の方が多いかもしんねーけど。そもそもあれは、どこぞのオカルト野や郎ろうが広めた、正しよう真しん正しよう銘めい、悪魔召しよう喚かんの薬なんだぜ。トランス状態になるための道具なんだよ」


「トランス状態ね。用よう途とはどうあれ、ドラッグに違いはないじゃない」


「いやだから、トランス状態でラリってる間はマシなんだよ。やべーのは、ほんとに呼よび出しちまったときなんだ。見たろ、さっきの奴。あれがまともな人間の面つらか？」


　やけに真しん剣けんな口振りだった。かといって信じられるような話ではない。それまでの、いかにも現実にありそうなドラッグ密みつ売ばい組織の話と比べると、悪魔がどうこうなどという説明は滑こつ稽けいなほど浮うき上がっている。


　──本気で言ってるの？


　わからない。カルト宗教の信者は、普ふ段だんはまともな会話をしていても、特定の話題になると態度を急変させることがある。水原の態度は、それとも少し違っているように思うのだが……


　──ん、あれ？　悪魔？　呼び出す？


　待て、それはどこかで聞いた。確か祐子が言っていたのだ。天使や悪魔がどうとか……


　──何か関係があるの？


　梓が記き憶おくを掘ほり起こす間にも、水原と千絵はカプセルについてあれこれと意見を交かわした。というより、千絵が一方的に、水原の言う怪あやしげな説明の矛む盾じゆん点を指し摘てきしていったのである。


　結局、水原はさじを投げるように腕うでを広げた。


「だあから、ほんとだってば。俺おれだって見たことあんだぜえ？　悪魔」


「幻覚よ。前からにらんでたことだけど、おそらくネットの人間は、暗示をかけることによってある程度幻覚を操そう作さする技術を持っているんだと思うわ。カプセルのもっとも恐おそろしいところは、まさにその点にあるの。ドラッグを利用してマインドコントロールじみたことを行っている可能性だってある。だからこそ放ってはおけないの」


　千絵がきっぱりと言い放つ。確信を持った言い方だ。水原はため息で答えた。


「やれやれ。頭堅かたいねえ、千絵ちゃん。『探たん偵てい』ってもっと柔じゆう軟なんな発想が大事なんじゃねーの？」


　──探偵？


　梓が千絵に視し線せんで問いかける。と、どういうわけか、冷静沈ちん着ちやくさを発はつ揮きしていた千絵が、耳まで真まっ赤かになっていた。


　二人の様子を察した水原が、悪戯いたずら好きの下したっ端ぱ悪魔のような笑えみを浮かべた。


「あれえ。梓ちゃん、それで千絵ちゃんに依い頼らいしたんじゃないの？　あ、いや、依頼人なら一いつ緒しよに行動しないか。ってことは梓ちゃんも入ったの？　『ミステリオタク同好会』」


「『実じつ践せん捜そう査さ研究会』よっ」


　千絵が赤い顔のまま怒ど鳴なった。


「じ、実践捜査研究会？」


　と梓が目を丸くして聞き返す。水原は嬉うれしそうに頷うなずいた。


「犯罪あるところにセーギとロンリのメスを切り込こむ、葛根東の美少女探偵。古き良きリンリドートクの使者にして、良い子の味方、ミス・ホームズ」


「……それ以上言うと、水かけるわよ」


「ミス・マーロウの方がよかった？」


　下げ卑びた笑い声を上げながら水原がからかった。


　千絵は怒いかりに燃えて辛しん辣らつな反はん撃げきを開始しようとしたが、横から向けられる梓の呆あきれた視線に気づくと、ものすごくばつの悪い様子で口を閉とじた。


　もにょもにょと口の中で何か言っている。どうも梓に対する言い訳わけらしい。


　梓は脱だつ力りよくしきって、口を開いた。


「……私のことが心配って……」


「そ、それはほんとよ！　言ったじゃない。あなたが断っても、自分で捜査は続けるってっ」


「……積極的、なんだったっけ？　確か、『常々欲ほしかった』とか……」


「あ、や、だから、だからね。それはその……あれなのよ……」


　しどろもどろとはこのことだ。


　──そういえば昨日きのうも言ってたな。『同好会でいいなら紹しよう介かいする』って。


　あらためて思い起こしてみると、こうなる前から千絵はちらちらと梓に視線を送っていたような気がした。思わせぶりな台詞せりふも多かったし、護身術のこともどこからか嗅かぎつけていた。


　──実践捜査研究会ねえ。


　今日の放課後の彼女の言動を思えば、その内実は容易に想像がついた。


　──それで、クラスから妙みように浮いてたのか……


　好かれているのに近づかない。困こまった趣しゆ味みを持った知り合い、という位置づけだったのだろう。本人もそれを知っていたから、積極的にクラスに友人を持とうとしていなかったのかもしれない。


　──やれやれ。


「ごめんなさいっ」


　本当に心の底から申し訳なさそうに、千絵は両手を合わせた。そういう仕し草ぐさは実に幼おさない。


　梓はむしろ打ち解けた気分だった。


「いいわよ。理由なんてなんだって」


「でも」


「ちゃんと助けてくれてるじゃない。わたしたちは協力できるんでしょ？」


「……姫木さん」


「梓、でいいよ」


　千絵が感極きわまったように瞳ひとみを潤うるませた。梓が態度を変えないことが、よほど嬉うれしいらしい。これはこれで困るな、と梓は内心軽く汗あせを流した。が、悪い気分ではなかった。


　見れば、水原が煙草たばこをくわえたまま、おかしそうに二人を眺ながめていた。その目は、ひやかすような目ではあったが、馬ば鹿かにしている風ではなかった。


「仲いいね。お二人さん」


　と水原が言う。少なくとも、その一言だけは本心から言っているように思えた。


「いろいろありがとう、水原くん。でもまだ、聞きたいことがあるの。祐子のことよ」


「知らない」


「──ほんとに？」


「あいつとはとっくに切れてるよ。そりゃ、昔はネットのこと教えたこともあるけど」


　と水原は頭を搔かいた。


「いまもたぶん、校内にネットの細胞はいると思う。でも誰だれがそうかなんて、たとえネットに属してたときでもわからない。知ってるのは、電話越しの声とコードネームぐらいさ。そういうとこなんだ」


「…………」


　噓うそではないだろう。さっきの話とも矛盾はない。


　──振ふり出し……か。


　梓はそう結論を出し、すぐにそれに訂てい正せいを加えた。


　いまの梓は一人ではない。それは確かな収しゆう穫かくに違いない。


「それじゃあ仕方ないわね。千絵。他を当たろう」


　素す直なおに笑え顔がおが浮かんだ。名前で呼ばれた千絵が、「ええ」と目の下を腫はらして力強く頷く。


　そのとき、梓の携けい帯たいが鳴った。


「あれ？」


　──こんな時間に……


　ポケットから取り出す。着信相手は──清きよ井い美み加か。


　──美加！


　梓は慌あわてて受信ボタンを押おした。


「もしもしっ！」


『──ずさ？　梓ね』


　声に切せつ迫ぱくした響ひびきがあった。梓はすぐに面おもてを引き締しめた。


「どうしたの。何かあった？」


『梓……あなた物ものの部べくんの連れん絡らく先知らない？』


　──景けいちゃんの？


　予想外の質問だった。美加の口からその名が出るとは思わなかった。


「……ごめん、知らない」


『噓っ。ほんとに!?』


「ほんとよ。自じ宅たくの番号なら、家に帰って連れん絡らく簿ぼを見れば──」


『そっちはかけたの。ずっと留守電のままっ』


「……いったいどうしたのよ。彼に何か用なの？」


『私……』


　受話器の向こうで、美加が言い淀よどんだ。受信状態が悪い。声が、恐ろしく遠い。


『私、もうダメ。やっぱり……怖こわくって』


「えっ、なんのこと？」


『すぐにバレ…………った方がいい』


　──ダメだ。聞き取れない。


「誰なの」と、千絵。


「美加よ」


「美加さん？」


　千絵がうろんな顔つきになる。しかし、いまはそれどころではない。


「美加。話が見えないよ。落ち着いて喋しやべって」


『梓。あなたほんとに……知らないの？』


「知らないって、何が？」


『ほんとに……関係……の』


　雑音ノイズが入る。音声が途と切ぎれた。


「美加。美加っ。聞こえない。なんだって？」


『全部……すから』


「美加っ！」


『明日あした……学校で……ねがい』


　唐とう突とつに電話が切れた。


　梓は受話器を耳に当てたまま、千絵と顔を合わせた。


「美加さん、なんて？」


「わからない。景──物部くんの連絡先を知らないかって。それから明日学校でどうとか……」


　梓は当とう惑わくして頭かぶりを振った。いつも笑顔を絶やさない人のいい美加が、あれほど狼ろう狽ばいするとは何事なのか？


「美加って、祐子のダチの美加ちゃん？」


　と水原が割わり込んだ。梓が首しゆ肯こうすると、「ふーん」とソファの背せにもたれかかった。


「……ネットはさ。昨日の飛び降おり自殺。深しん刻こくに見てると思うぜ」


「え？」


「だってそうだろ？　ラリって飛び降りたなんて格かつ好こうのネタじゃん。カプセルのことが表おもて沙ざ汰たになるからな。いまごろ関係者の口くち封ふうじに暗あん躍やくしてるはずさ」


「…………」


　梓は絶句した。千絵が鋭するどく水原に質問を投げる。


「口封じって、どういうこと」


「そのまんまだよ。方法はいろいろだけど、まあカプセルやってるってこと自体、後ろめたいことだからな。たいがいは脅きよう迫はくさ。ネットに加わってる奴やつって、世せ間けん体てい、気にするし」


　実例を知っているのか、水原はやけに実感を込こめて言った。千絵は軽く頷うなずいた。


「もう一つ。関係者って具体的には？」


「ま、真っ先に手が伸のびるのは、麻ま里り奈なにカプセルを売ったバイヤーだろうな」


　テーブルの空気が硬こう化かした。


　聞いていた梓は、水を飲んだばかりなのに、喉のどがからからになっていた。


　息苦しさから逃のがれるように、隣となりの千絵を見やる。千絵はいままでで一番厳きびしい顔をして、腕うでを組んでいた。










　IV章　対決
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　──あいつ喋らねーんだよ。


　──いっつも一人でいるよねー。


　──見下してやがんだよ。根暗のくせによ。


　──顔は可愛かわいいんだけど、態度があーじゃ。


　──なんかむかつくよなあ。





　腹はらが立った。どいつもこいつも、悔くやしくて殴なぐってやろうかと思った。


　あんたたちに景けいちゃんの何がわかる。あんたたちみたいに、がさつで、デリカシーのない、感受性の欠片かけらもないような連中に、いったい他人の何がわかるというんだ。


　やはりあいつらは〈違う〉んだ。わたしや景ちゃんとは〈違う〉。異い国こくの言葉を喋る、異ことなる人間たち。


　じゃあ、あなたはどうなの？　と、もう一人のわたしが問いかけた。


　あなたは景と同じなの？


　──もう……かまわない方がいい。


　いやだ。そんなこと言わないで。わたしたちは同どう胞ほうじゃない。たった二人だけの同胞じゃない。


　そうかしら、とまた声がする。


　あなたは景を捨すてたんでしょ。七年前に、景を残して王国を出たのよ？


　わたしのせいじゃない。仕方なかった。両親が、勝かつ手てに喧けん嘩かして、勝手によりを戻もどして、勝手に外国までわたしを連れて行ったんだ。


　そのあと、いったい何があった？


　──おそらく七年前ぐらいから出回りだしたんだと思うわ。


　カプセルが？　景ちゃん、どうしてカプセルを知ってたの？　どうして「細胞」なんて言ったの？　あの発ほつ作さは、いったい何？


　──物ものの部べはカプセルのこと知ってたんだからさあ。なんか関かかわりはあんのよ、絶対。


　そんなことない。だって。


　──物部景の名前が挙がったことはないわ。


　そうよ。そんな噂うわさはデマよ。そんなこと信じられるわけないじゃない。


　──噂ね。


　信じたわけじゃない。ただ気になったから。放っておけなかったから。だから聞いて回っただけよ。ほんとうに、それだけの。





　──何考えてんのかさあ、わかんないよね。


　──えー、うぜーよ。ほっときゃいいじゃん。


　──彼女ぉ？　いるわけないじゃん。本が恋こい人びとでしょー。


　──シカトシカト。


　──友達いないよ。絶対。





　腹が立った。そして──実のところ、少しほっとした。


　だって、そういった評判は、わたしの知っている景ちゃんと一いつ致ちした。それに何より、友達がいないって聞いたとき、景ちゃんに悪いって気持ちよりももっと、安心した。もし景ちゃんに仲のいい友達がいたら。たとえば彼女とかできてたら。わたしは……


　日本に帰って、うまく周りに馴な染じめないでいた。みんな親切だったけど、わたしと他の子では交かわされる会話が違った。無理して笑え顔がおを浮うかべたり。含ふくみ笑いに気づかない振ふりをしたり。


　そんなとき、わたしだけじゃないって思うと──景ちゃんだって独りなんだって思うと──いけないことだけど──安心できた。


　何それ、と軽けい蔑べつした声が響ひびく。


　サイテーの女ね、あんた。


　だって……だって……


　──やっぱ、他のにしときなよ。


　いいの。


　──梓あずさだったらもっと高目狙ねらえるって。物部と梓じゃ釣つり合わないよ。


　そんなのじゃない。わたしたちはそんなのじゃないの。だからほっといて。


　──だってあなたの友達や幼おさななじみに、薬物中毒の疑ぎ惑わくがかかってるんだもの。


　違う。景ちゃんはクスリなんかに手を出す子じゃない。


　──あなたが心配なのよ。


　ああ……。ありがとう。本当に嬉うれしかった。でも、わたしは景ちゃんにそう言って欲ほしかった……





「梓ちゃん」


　と景が言った。


　そのガラスのような瞳ひとみが、じっとわたしを見つめ、それから──


　にまっ、と笑った。





　そこで目が覚めた。最悪の目覚めだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　嫌いやな寝ね汗あせをシャワーで落とし、梓は普ふ段だんより半時間以上も早く自じ宅たくを出た。


　夕べの帰宅は遅おそく、ベッドに入ってからも様々な想念に囚とらわれた。就しゆう寝しんは明け方も近かった気がする。ただ、起き床しよう後は眠ねむ気けもまるでなく、頭も不思議と澄すんでいた。身体からだが疲つかれているのは感じたが、それ以上にじっとしていることができなかった。形のない影かげが、休むことなく梓を駆かり立てていた。理り屈くつではない予感のようなものが、梓に休息を許さなかった。


　その予感は的中した。


　異変を感じたのは、高校を囲むフェンスが見えたときだった。いくつもの登校ルートが次し第だいに集まっていく、その交差点の一つ。


　空気がざわざわと浮うき足立っていた。細さざ波なみのような興こう奮ふんが、不ふ可か視しのガスのように校門の方から流れて出てくる。


　──なんだ……？


　自然と、梓の足が速まった。同じ方向に向かう生徒たちの間をすり抜ぬけ、校門を目指した。


　他の生徒たちも、いつもと違う雰ふん囲い気きを察しているようだった。校門に近づくにつれて友人との会話から笑い声が消え、緊きん張ちようした囁ささやき声がそれに取って替かわり始めた。


　心しん臓ぞうが鼓こ動どうを早めた。


　意識する前に足が前に出て、気がつけば走り出していた。白い息が早朝の冷気へ、次から次へと吸すい込こまれていった。


　校門を抜ける。


　前方に校庭が広がり、左手に校舎がそびえている。ようやく見慣れてきた光景だ。


　いまそこに何人もの生徒がいた。しかし、その中に登校口へ向かう者は一人もいない。登校した生徒は全員足を止め、そして一様に校舎の方に向かって、上を見上げていた。もはや囁き声でもなく、おのおのがあるいは叫さけび、あるいは口に手をあてている。


　駆けつけた梓は、彼らの様子に足を止めた。それからその視し線せんを追い──息を呑のんだ。


「美み加か」


　校舎の屋上に人影があった。屋上の落下防止フェンスの外側。スカートを風にそよがせ、自失した様子で立つ一人の女生徒。


「美加あっ！」


　校舎の横側に設置された非常階段。その屋根まで伸びるコンクリートの突とつ端たんに、清きよ井い美加が立っていた。


　足あし下もとがおぼつかない。それ以前に、そのような場所に棒ぼう立だちになりながら、足下を見ようともしない。梓が上げた叫び声にも、まるで反応する気配がなかった。正常な意識状態でないことが、遠目でもはっきりとわかる。


　ドラッグを服用していた。


　──やめてっ。


　梓は無言で絶ぜつ叫きようした。やめさせねばならない。が、すくみあがって動けない。すぐにでも駆けつけようとする意志と、間に合わないという絶望感が、梓の身体を引き裂さいていた。


　長短を超ちよう越えつした時間が過ぎた。搔かきむしるような焦しよう燥そうが、胸きよう中ちゆうを蹂じゆう躙りんした。


　そして、美加の身体が大きく痙けい攣れんした。


　──！


　目に見えない銃じゆう弾だんに撃うたれたように、美加はふいに、大きく体をのけぞらした。そして、糸の切れた操あやつり人形のように足下のコンクリートへと崩くずれ落ち、その縁へりから、落下した。


　──うわあああ！


　目を閉とじようとして、できなかった。


　が──


　非常階段の屋根の先。十数メートル下方の地面へ、まさに吸い込まれようとした、その一いつ瞬しゆん前。屋根の下の階段から手すりを乗り越こえ、狙い澄すましたように美加の身体に伸のばされた腕うでがあった。


　その腕は、落下速度が出る直前に美加の身体を捉とらえた。そして流れるような無む駄だのない動きで、美加を階段の内側へと引きずり落とした。


　瞬まばたきする間の出来事だった。屋根から転げ落ちた美加は、魔ま法ほうのように、非常階段の手すりの中へと吸い込まれたのだ。


「み、美加──」


　声が喉のどに張り付いた。そして、手すりから顔をのぞかせた人物──美加を助けた人物を見て、梓は今度こそ悲鳴を声に出した。


「景ちゃんっ！」


　物部景だ。


　景は非常階段の途と中ちゆうに立って、ぐったりと意識を失った美加を腕に抱だいていた。ようやく事態を見て取った生徒たちが、止めていた息を吐き出すように安あん堵どの歓かん声せいをあげる。


　しかし景は、自分を見上げる生徒たちには目もくれなかった。人一人の命を救ったという感かん慨がいもまるで感じない。ただ例の仮面じみた乾かわいた表情で、じっと隣となりの校舎の一角を見み据すえていた。


　その視線の先には、どこかの廊ろう下かの窓まどガラスがあり──


　鬼おにのような形相をした、松まつ崎ざき祐ゆう子こが立っていた。
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　十分も経たたないうちに、警けい察さつが現れた。


　美加はそのまま救急車で病院に運ばれた。後から登校した生徒たちは、必死に事態を収しゆう拾しゆうしようとする教師たちによって教室に閉とじこめられた。梓や現場を目もく撃げきした生徒たちはその前に証言を取られたが、そこに祐子の姿すがたはなかった。


　一通りの質問に答えて解放された梓は、行き場のない激げき情じようを抱いだきながら真まっ直すぐに教室へ向かった。


　──くそっ。


　朝のホームルームはすでに二十分遅おくれていた。もちろん授業どころの騒さわぎではない。一応自習と告げられたが、素す直なおに教科書を開く生徒など皆かい無むであった。


　あらゆる憶おく測そくが声こわ高だかに飛とび交かって、廊下の外まで届とどいてくる。


「やってるようには見えなかったぜ──」


「でもほら、美加、麻ま里り奈なと親しかったし──」


「えー、だって、そういうなら──」


「ああいう、カワイ子ぶってる奴やつに限って──」


「やっだ。マジでぇ？──」


　不ぶ躾しつけな興味と底意地の悪い好こう奇き。方々から聞こえてくる嘲ちよう笑しようめいた会話の切れ端はし。


　蜘く蛛もの巣のように絡からみつく無数の囁ささやき声の中を、梓は猛もう然ぜんと突き進んだ。奥歯を嚙かみしめ、拳こぶしを握にぎり、まるで火を吹ふくような勢いだった。


　──くそっ。くそっ。


　あるいはそれは、自分の無力感に対する怒いかりであったかもしれない。麻里奈を襲おそい、美加を襲った謎なぞのドラッグ。それを扱あつかう謎の組織。見え隠かくれする悪意と嘲ちよう弄ろう。無関心な関係者。それら、目に見えず、触ふれることのできない、得体の知れない何かに、自分は圧あつ迫ぱくされ、押おし潰つぶされそうになっている。自分だけではない。その無言の圧力は、景をも呑のみ込もうと触しよく手しゆを伸ばしているのだ。


　──潰されてたまるか。


　もともと、煩はん悶もんするのに向いている気性ではない。自分の教室に着いたとき、梓はもう覚かく悟ごを決めていた。


　ガタッ


　音を立て、ドアを引き開ける。


　一瞬にしてクラスのざわめきが静まった。が、直後に色いろ濃こい好奇心が、無言のまま一段と泡あわだった。


　梓はそれを無視し、ゆっくりと祐子の机つくえに歩み寄った。


　祐子はいつもと変わらなかった。


　昨日きのうまでと同じように、訳わけ知しり顔の先せん輩ぱいぶった微び笑しようを見せて、正面に立った梓の視線を弾はじき返した。いつもふざけてばかりいる、本音を見せない小こ悪あく魔ま的な微笑。そこに、今け朝さ窓まど際ぎわで垣かい間ま見みせていた別人のような形相は欠片かけらもなかった。


「おはよ。梓」


　梓は白くなるほど拳を握りしめた。


「……どういうことなの」


「何が？　どうしたのよ、梓」


「美加よっ。どうして彼女まで……彼女、クスリやってたの!?」


「平気よ」


　と祐子はふてぶてしく唇くちびるの端を持ち上げる。


「私は平気。こんなことなんでもない」


「こんなことって……あなた！──」


「梓はどっちに付くの？」


　詰つめ寄る梓を軽くいなし、祐子は梓に囁いた。


「あんなオタク野や郎ろうのことなんか忘わすれなよ。私に付けば、梓だって夢を叶えてあげるから」


　梓を見る目が、怪あやしい光を浮かべている。


　寒気がした。


　梓の次の言葉が喉のどの奥に消えたとき、音を立ててドアが開いた。教室中の注目が闖ちん入にゆう者しやに集中した。


「おいっ。静かにせんか！」


　入ってきたのは、梓たちＣ組の担たん任にんだった。


　担任はクラスの浮うわついた雰ふん囲い気きを見て取ったようだが、特に理由を質ただそうとはしなかった。いかにも、それどころではないという慌あわただしさで教室を見み渡わたすと、梓と祐子の二人に向かい、


「松崎。姫ひめ木き。ちょっと来なさい」


　と横おう柄へいに命令した。


　ざわっ、と生徒たちが再び小声で囁きを交わす。そんな中、祐子が悠ゆう然ぜんと立ち上がって席を離はなれた。


　──…………


　梓はその後ろ姿を重い視し線せんで追った。そして、そのときになってようやく思い出したように、教室の千ち絵えの席に目をやった。


　千絵はまだ来ていなかった。遅ち刻こくか──それともどこかに行っているのか──


　梓はしばらく千絵のいない席を見つめていた。が、イライラした教師に声をかけられると、自らに活を入れるように鋭するどく息を吸って、祐子の後に続いた。





　二人が連れて行かれたのは、職員室の隣にある会議室だった。


「失礼します」


　担任がドアを開けて二人を中に入れる。


　会議室は教室と同じ広さの部へ屋やで、隅すみの方に十人ほどが集まっていた。刑けい事じが数人と、教頭、学年主任といった面々である。壁際に用意されたホワイトボードには、マジックでいくつもの書き殴なぐりがある。コの字型に長机が並べられ、それに沿そってパイプ椅い子すが配置されていた。


　その一つに、景が座すわっていた。


　──景ちゃん。


　思わず梓の視線が景に向かう。


　景も、梓が入室すると身じろぎして視線を動かした。眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみは、無視することなく、はっきりと梓を捉とらえた。


「…………」


　おかしなことに、景の目からガラスのような硬こう質しつさが消えている気がした。むしろ、忠ちゆう告こくを無視して首を突つっ込こんできた梓に、気がかりな思いを抱いているかのように見える。


　思わず、梓は親しみを込めた視線を返した。景はそれを受けると、戸と惑まどったように目をそらした。


　ほんの些さ細さいなやり取りだった。が、気がつくと、梓は落ち着きを取り戻もどしていた。


「刑事さんが君たちにいくつか質問があるそうだ。正直に答えてくれるね」


　学年主任が口を開いた。祐子は無造作に、梓はぎこちなく首しゆ肯こうする。


　すると、刑事の中で一番若い男が、おもむろに手帳を取り出した。


「えーと。君が松崎祐子。君が姫木梓さんだね。僕は葛くず根ね市警の上うえ田だっていう者だ。もう察しはついてると思うが、倉くら沢さわ麻里奈さんと清井美加さんの自殺未み遂すいのことで少し話を聞きたい。噓うそをついてもすぐにわかるから、どうか正直に答えてくれ。いいかい？」


　上田と名乗った刑事は、気さくな、しかしどこか形式的な喋しやべり方をした。少しでも調査しているのなら、二人に対し懐かい疑ぎ心しんを抱いていないはずはない。だが、そうした思おも惑わくは巧こう妙みように隠かくされていた。


「君たちはその、二人とは親しかったんだよね」


「ええ」


　と祐子が短く答える。


「ひょっとして、二人が飛び降おりた原因に心当たりがあるかな？」


「ドラッグでしょ」


　祐子はあっさりと言い放った。教師たちは色めき立ったが、刑事らは驚おどろく様子もない。質問した上田は、面おも白しろそうに祐子をねめつけた。


「そう。やっぱり知ってたんだ。ちょっと他の子にも聞いてみたんだけど、けっこう公然と噂うわさされてるみたいだね。君の言うとおり、二人は飛び降りたときドラッグで錯さく乱らん状態にあった。少し前にこの町で流は行やったドラッグさ。最近は目立たなくなったが、決して根絶したわけじゃない。『カプセル』っていうんだが……それも」


「知ってます」


「ふふん。ずいぶん詳くわしいんだね」


　挑ちよう発はつするような言い方だったが、祐子は平然と黙もく殺さつした。上田も特に気にする様子もなく先を続ける。


「君の言うとおり、君たちの世代の間では、このカプセルというドラッグがけっこう出回っている。これは安価なＬＳＤみたいな物でね。いろいろ摘てき発はつしているんだが、どうもうまくない。正直言って今回の事件は手がかりをつかむ絶好の機会なんだ」


　上田は祐子と梓を交こう互ごに見ながら話した。穏おだやかな口調の中にも、仕事をこなすプロの落ち着きが感じられた。目的達成のための手しゆ段だんを知り、それを確実に実行していく人間が持つ落ち着きだ。


「二人がどうやってカプセルを手に入れたのかを知りたい。知っていることを話してくれ」


　祐子の機先を制するように、梓が口を割わり込んだ。


「校内にバイヤーがいるんです」


　祐子ですら、ぎょっとしたように梓を振ふり返った。担任が青ざめて「姫木くん、君っ」と、叱しかりつけたが、上田は彼を鋭するどく制止した。


「続けて」


「麻里奈も美加も、そのバイヤーから買ったんだと思います。ただ、それが誰だれで、何人いるのかはわかりません。……物部くん。あなたは何か知ってるの？」


　急に話を振られた景は、昨日と変わらない静かな声で返事した。


「いや。知らない」


　景が梓の瞳を見る。


　そこには確かなコンタクトの意志があった。梓が何をするつもりなのか見み極きわめようとしている。どうするつもりなのか、問いかけようとしているのだ。


　協力に応じる意志がはっきりと伝わってきた。まるで、昔のように。


　梓は、こんなときだというのに、胸むねが高鳴るの感じた。


　──バカめ。


　思わず口元が緩ゆるんだ。勇気がわいてくる。本当に──バカみたいだ。


「彼のことは？」


「幼おさななじみです。わたし、彼がドラッグに手を出してるっていう噂を聞いて、昨日きのう彼を問いつめたんです。彼は何も言いませんでしたから、彼の周辺に、そんな様子がないか聞いて回ったりもしました。結局誰も詳しいことは知りませんでしたが、少なくとも噂自体はデマだったことがわかりました。わたしが尋ねた人は、誰もそんな噂は知らなかったって言ってましたから」


　立て続けに、梓は発言した。


　先手を打たなければならない。祐子は景に疑惑を向けさせようとするだろう。周囲の噂など、隠しておいてもすぐにバレる。こちらから積極的に情報を提示する方がいい。


　──景ちゃんは遅おそかれ早かれ調べられるに決まっている。いや、もうとっくに調べられてるかもしれない。


　梓の脳のう裏りには、書庫での景の発ほつ作さがあった。もしあの発作がカプセルを常用している副作用だとすれば、その入手先が校内の売人である可能性は高い。しかし、景はバイヤーを知らないと答えた。この場で噓をつけば致ち命めい的だ。それがわからない景ではあるまい。景がそう答えた以上、本当に知らないか、もしくは万が一知っていても、それを隠し通せる自信があるのだ。証言に矛む盾じゆんがないような整合性のある答えを用意しているに違ちがいない。


　──もし本当に景ちゃんがカプセルをやっているなら……


　更こう生せいさせなければならない。しかし、二人の自殺未遂事件に巻まき込まれるようにそれが発覚するのは、景にとって望ましくないだろう。逆に言えば、もしこの事件での売人疑惑をなんとか乗り越えることができれば──これはクスリをやめさせる絶好の契けい機きとなるに違いない。


　──慎しん重ちように。


　もう一度景を見る。景がカプセルと無関係でないのは、残念ながら間違いない。警察に調べられるとすれば、それが発覚するかもしれない。なら、いずれ発覚する事実は、こちらから公開するべきなのだ。問題は、景がどういう関かかわりを持っているのか。そしてどの事実は隠し通せるのかということだ。そこを見極めつつ話を合わせなければならない。


　およそ困こん難なんなことである。事前の打ち合わせはおろか、梓は景の秘ひ密みつを何一つ知らないのだ。だが、それでも梓はやるつもりだった。


「うん」


　上田が探さぐるような視し線せんを梓に向けてきた。手のひらがじっとりと汗あせばんでくる。


「確かに、昨日君は何か妙なことを聞いて回ったそうだね？　彼の噂とか──幼なじみなら詳しいんじゃないのかい？」


「わたしは一か月前まで海外にいました」


　そんなことはとっくに知っているだろうに。


　反抗的な態度をとるのは得策ではないとわかっていたが、思わず非ひ難なんがましい目つきになった。上田はそれを敏びん感かんに察したようで、「ああ、そりゃそうだね」と弁解した。


「しかし、どうしてまた急に、彼がカプセルに手を出してると思ったんだい？」


「それは──」


　一いつ瞬しゆん梓の目線が祐子の方にさまよった。しまった、と思ったがもう遅い。上田は抜ぬけ目なく梓の反応を見て取っていた。


「君が言ったのかい。松崎さん？」


「そうです」


　祐子は即そく答とうし、さっと景を一いち瞥べつした。


「彼がカプセルをやってるって噂を耳にしたんです」


「うそっ！」


　整然と告げる祐子に、梓は必死になって嚙かみついた。


「そんな噂はなかったわっ。わたしが聞いて回ったりしたから、みんなそんな印象を後から持ったってだけじゃない。それが狙ねらいだったんでしょっ！」


「馬ば鹿かね。何興こう奮ふんしてんのよ。あの噂は、校外で聞いたのよ」


　祐子は梓には構おうとせず、無言のまま事態の推すい移いを見守る景を眺ながめた。


「物部くん、けっこう不穏な噂が絶えないでしょ。いろいろと、ね」


　祐子の発言に、上田が景をかいま見た。景は黙だまったまま動かない。否ひ定ていも弁解もしようとしなかった。


　──どうして反論しないの!?


　できない理由でもあるのか？　やきもきする梓に、景は一瞬目を合わせた。その目は「問題ない」と告げている。梓は余計な口出しをするのをやめた。


「物部くん。君は二人とは親しかったのかい？」


「……話したことぐらいはあります」


「友人だった？」


「いえ。単なる知り合いです」


「知り合い……それじゃあ、最後に会ったのはいつだい？」


「…………」


　景が口ごもる。上田は景の反応を慎重に計りながら言った。


「実はね。君が今朝、清井さんといるのを見た、といっている生徒がいるんだ。これが本当のことなら、君は彼女が飛び降おりる直前に彼女と会っていたということになる」


「なっ──」


　思わず梓は呻うめき声を上げた。そして衝しよう撃げきと共に、昨さく晩ばんの美加からの電話を思い出した。


　美加は景を探さがしていた。あの後、連れん絡らくをつけていたのかもしれない。


「どうなんだい？」


「……会いました」


「何を話した？」


「倉沢麻里奈さんのことです」


「彼女とは親しくなかったんじゃないのかい？」


「ええ」


「ではまたどうして？」


「飛び降りたことについてです。理由と──どうすればいいのかって」


「理由？」


　上田が怪け訝げんな口くち振ぶりで聞き返した。景は見事に無表情を保っている。


「それに『どうすればいいか』だって？　そんなことをどうして君に？」


「彼女は──勘違いしてたんですよ」


「勘かん違ちがい？」


「はい」


　景はそこで言葉を切った。上田が探るような視線を投げるが、景の態度は崩くずれなかった。


「君はなんと答えたんだ？」


「僕は関係ない、と答えました」


「それはカプセルに関することかい？」


「たぶん」


「たぶん？　たぶんとはどういうことだい。話したんだろう？」


「少しだけです」


　含ふくみのある物言いである。まずい、と梓は臍ほぞを嚙む。おそらくはクラスメイトとの会話でも、こう素そっ気けないのだろう。相手によって態度を変えないのは彼らしいが、警けい察さつに対し悪い印象を与あたえるべきではない。


「倉沢麻里奈──彼女と最後に会ったのは？」


「……それは」


「一昨日おとといの放課後です」


　横から口を挟はさんだのは祐子だった。


　相手を陥おとしいれようとするサディスティックな笑えみが、彼女の唇くちびるを縁ふち取どっていた。景と上田の問答を見守っていた者たちは、一いつ斉せいに祐子を振り返った。


　上田はそれまでの穏おだやかな表情から、一転して厳きびしい顔つきになった。


「それはつまり、彼女が飛び降りる直前ということになるね」


「そうです」


　と祐子は得意げに答えた。


「あの日、私たち久しぶりにみんな揃そろって遊びに行く約束してたんです。そうしたら麻里奈が、『物部くんが梓の幼おさななじみだ』って言い出すもんだから、彼も誘さそうことになって。それで麻里奈が呼よびに行ってたんです」


　梓はハッとなった。あのとき──麻里奈が飛び降りたとき、麻里奈は待ち合わせに遅おくれていた。祐子は時間にうるさい。いつもの祐子ならイライラして自分から呼びに行ってもおかしくなかったはずだ。しかしあのとき、祐子は麻里奈の遅ち刻こくを全然気にする気配がなかった。麻里奈が景に会いに行っていると知っていたからだったのだ。


　祐子の発言を受けて、上田が景に鋭するどい視線をあてた。


「確かかい？」


「……ええ」


「では君は、二人が飛び降りる直前に、それぞれと会っているということになるな」


　梓は愕がく然ぜんとした。


　──そんな……


　これは極きわめて不利な事実ではないだろうか。ただでさえ景はカプセルに関して後ろ暗い事実を隠かくしている可能性があるというのに……


　──『麻里奈さんが物部くんと会ってたという証言も、たぶん祐子さんの創そう作さくよ』


　千絵はそう推理した。違ったのだ。二人は本当に会っていた。しかも幼なじみだと知っていたという。だが、麻里奈が景と自分の関係をどうして？　考えられるのは景が教えたという可能性ぐらいだが……麻里奈と景が親しいという噂うわさはデマではなかったのか？


「いったい何があったんだ」


「…………」


　景は答えなかった。


　──どうして黙るの!?


　ここで口ごもるべきではない。それともまさか……景は……麻里奈と……


「彼は麻里奈にクスリを売ってたんですよ」


　侮ぶ蔑べつするように祐子が吐はき捨すてた。


「あのときは気づかなかったけど、後でそういう話を耳にして納なつ得とくしました。きっと一昨日だって彼と麻里奈の間に、何かクスリ関係のトラブルがあったんでしょ。いくらなんでも、校内でラリったあげく屋上から飛び降りるなんて普ふ通つうじゃないわ」


　祐子の告発にも景は石のように動かなかった。何かを耐たえるような景に、祐子は勝ち誇ほこった嘲ちよう笑しようを見せた。


「デタラメだわっ！」


　理性ではなく感情に突つき動かされながら梓は悲鳴じみた声を出した。


「そんなの根も葉もないデタラメじゃないっ。あなたがそんなデマをばらまいたんでしょ！」


「あんたね……いい加減にしてくれる？　物部が売人だって思ってんのは私だけじゃないわよ。噓うそだと思ったら、教室に戻もどって誰だれでもいいから聞いてみな」


「みんなあなたに踊おどらされてるのよ！」


　いけない、と理性が警告していた。こんな台詞せりふ、言えば言うほど自分に対する周囲の信用を損そこなってしまう。それなのに止めることができなかった。


　祐子は梓の空回りを煽あおるように、やれやれと首を振った。


「あんただってあいつの評判聞いたでしょ？　幼なじみってだけで、なんだってそう無む邪じや気きに信じられるの？　あいつが変な発ほつ作さ起こしたって言ったの、あんたじゃない」


「それは──」


　頭にカッと血が上った。そんなことをいまこの場で言うなんて……


「あなたこそっ、どうしてそんなに詳しいのよ！　カプセルのことだって──」


「知ってる奴やつはいくらでもいるわよ。そうでしょ、刑事さん？」


　祐子が尋たずねると、上田は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「そうだね。カプセルの噂はずいぶん流れている。もっとも、ほとんどは怪あやしい作り話だが」


「あなたは本当のことを知ってたじゃない、祐子っ」


「どうしてそんなことがあんたにわかるのよ」


「だって、昨日きのう──麻ま薬やくの組織のこととか……」


「私が言ったこと？　それが本当のことだってどうしてあなたにわかるの？　ひょっとして誰かから聞いた？　その誰かが言ったことが本当だってどうしてわかるの？」


「それは──」


「もちろん、私の聞いた物部の噂だってデマかもしれないわね。ま、そんなの調べればわかることよ。少なくとも美加は信じたんでしょうね。だからこんな朝早くから会って真相を聞こうとしたんじゃない」


　祐子はややわざとらしく、たしなめるような口振りで梓に言った。


　怒いかりと焦あせりに頭が揺ゆれた。


　真実と噓。風聞とデマゴギー。虚きよ実じつが錯さく綜そうして梓の平へい衡こう感覚を奪うばう。


　反はん論ろんできずに立ち尽つくす梓に対し、祐子はこれ見よがしに眉まゆをひそめた。


「まったく、こんなオタクのどこがいいのか……。気が知れないわね」


「…………！」


　我が慢まんできずに、梓が詰つめ寄ろうとする。そのとき、


「ダメよ。梓さん」


　涼すずやかな声が響ひびき、会議室のドアが音を立てて開いた。





　　　　３





　梓が驚おどろいて振り返ると──ドアに手をかけ、一人の女生徒が仁に王おう立だちになっていた。


「千絵！」


「あなたが手を出したら、事態は悪化するだけよ。ここは私に任せてくれない？」


　現れたのは海うみ野の千絵だった。




[image: ]


　高らかに宣せん言げんすると、千絵はきびきびとした足取りで関係者が集まる輪へと近づいた。ステッキでも持たせたらしっくりくるような軽快な動きである。


　驚いたことに、昨日きのう別れたときと同じ服ふく装そうだ。帰っていないらしい。よくよく見れば目の下に隈くまがある。


　──寝ねてないの？


　たぶん、そうだろう。


「なんだね、海野くん！　その格かつ好こうはいったい……とにかく君は関係ない。教室に戻りなさい」


「いいえ先生。美加さんは私のクラスメイトです。クラス委員として無む視しできません」


「それとこれとは話が違ちがうだろ！」


「気にしないでください。すぐに終わりますから……先生方もこんな事件が長引くのはお嫌いやでしょう」


　千絵は叱しかりつける教師を平然といなした。そのまま名探たん偵ていよろしく一同を見回して満足そうに頷く。


「役者が揃そろってるみたいね」


　まるでごちそうを前にした子こ猫ねこのようだ。舌なめずりせんばかりである。


　徹てつ夜や明けらしいが、疲ひ労ろうを見せるどころか爛らん々らんとオーラのようなものを発していた。飲まず食わずで研究を完成させた直後の科学者を連想させる。それも、どちらかといえば世間的に後ろ指を指される類たぐいの研究に携たずさわっている科学者のそれだ。


「また君か！」


　上田が苦々しく唸うなった。


「この前の盗み聞きのとき注意したはずだぞっ。こんなことに首を突っ込こんで！」


「その情報のおかげで、ここに至いたる推理が成り立ったんです」


　素知らぬ顔で開き直る千絵。ふと、喫きつ茶さ店てんでの会話が甦よみがえった。千絵は麻里奈が中毒症しよう状じようを起こしていたことを警けい察さつから聞いたと言っていた。警察と話したのではなく、こっそり盗ぬすみ聞いたらしい。


　不安と焦しよう燥そうをはぐらかされた梓は、情けない顔で場違いに明るい乱らん入にゆう者しやを見た。いつもいつも、千絵は梓の悲ひ壮そうな思いを台無しにしてしまう。それなのに救われるような気になるのはなぜだろう。


　そんな梓の心情を知ってか知らずか、千絵は梓に力づけるような笑え顔がおを向ける。それから、景に興味深く観察するような視線を送り──次いで祐子を挑ちよう戦せん的に見つめた。


「いいかしら、祐子さん？」


「……何よ。いったい」


「今朝は失敗したわ。私がもう少ししっかりしてれば、美加さんがあんなことになる前に止められたかもしれないのに」


「……何が言いたいわけ？」


「物部くんが言ったでしょ、美加さんが早まったのは彼女が『勘かん違ちがいしてた』からよ。そう、あなたもね」


「何それ？」


「彼言ったじゃない。『僕ぼくは関係ない』って。その通りなのよ」


　千絵はいかにも気取った口くち振ぶりで話した。本人はクールを気取っているようだったが、瞳ひとみは隠かくしようもなくキラキラと輝かがやき、小鼻が興こう奮ふんでふくれている。


　景の台詞せりふを知っているところを見ると、どうやらずっと外で聞き耳を立てていたようだ。ということは、いつ入室するかタイミングを計っていたということになる。想像するに、きっと真しん剣けんそのものといった態度で、ドアに耳を張りつけていたに違いない。


　突とつ然ぜん乱入して我わが物顔にうそぶく千絵に、祐子は初めて不快そうな顔を見せた。険悪な目つきで何か言い返そうとしたが、千絵はそれより先に続けた。


「物部くんが黙だまってるのは、あなたがにらんでるようにセルネットと関連があるからじゃないわ。自分に後ろめたい秘ひ密みつがあるからじゃない。そうじゃなくて、彼が黙ってるのは梓さんが黙ってるのと同じ理由からよ。そうなんでしょ、物部くん？」


　機き敏びんな動作で、サッと景の方に身体を向ける。梓も弾はじかれたように景を見た。


　景は答えない。油断なく両眼を細め、ただでさえ読めない内面を、さらに押おし隠していた。


　──わたしと同じ理由？


　なんのことかわからない。すがるような目で問いかける梓に、千絵は肩かたをすくめてみせた。


「彼から見れば、あなたは、祐子さん、美加さん、麻里奈さんのグループの一員だってこと。かつての幼おさななじみとはいえ、あなたも無実という確証はない。となれば、声こわ高だかに騒さわぎ立ててあなたをむざむざ警察の手に渡したくないから口を噤つぐもう。そう考えたのよ。彼は」


「それ──！」


　──本当なの!?


　慌あわててもう一度景に向き直る。景は梓を見なかった。が、それは無関心な態度の現れではなく、意識して彼女を見ないようにしているようだった。


「待ちなさいよ。それって私たちは無実じゃないって言ってるように聞こえるけど？」


「そう言ってるの。三人組のうち二人がカプセルに手を出してたのよ。もちろん、それがあなたも共犯だって証明にはならないけど、今回のケースでいえばリーダーシップを取っていたのは明らかにあなただもの。私が口を挟はさむまでもなく、警察の方々はあなたもクサイってにらんでる──というより確信してるわ。──ねえ？」


　千絵は上田に計算尽ずくの笑顔で同意を求めた。上田は直接は答えなかった。それまでの丁てい寧ねいな態度を諦あきらめ、苦り切った渋じゆう面めんを見せている。


「セルネットというのは誰だれに聞いたんだ？」


「その程度なら、カプセルにわずかでも関心を寄せていれば、自然と耳に入ってきます」


　澄すまし顔で答える千絵。どうにも浮うき浮きとしているように見えてならない。いや、浮き浮きしているのだろう。


「祐子さん、あなたはセルネットのメンバーよ。それも一員となってまだ日が浅いはず。あなたをリーダーとして、麻里奈さん、美加さんの三人で細胞を作ったばかりだったんでしょう。おそらくは、最後の一人に梓さんを加える予定だったんじゃないかしら？　いまこの地ち域いきのアンダーグラウンドでは、セルネットの細胞に加わるというのは、ちょっとしたステータスになってるわ。これは本来のネットが持つ秘密主義的な組織体質には反することだけど、ネットの細胞となればそれだけで顔が利きくようになる。悪ぶることで優ゆう越えつ感を持つタイプの人には魅み力りよく的なポジションなのよ」


「……あんた私に因いん縁ねんつける気？　私が売人だってえの？」


「売人かどうかはわからない。けど美加さんと麻里奈さんにカプセルを渡していたのはあなたでしょうね。少なくとも物部くんじゃないわ」


「あいつは飛び降りる直前に二人と会ってるのよ！」


「その事実と彼が売人だという仮説とはなんの関連性もないわ。麻里奈さんが彼と会ったのは、あなたが言ったとおり、放課後連れだって集まるのに誘さそうためなんでしょう？」


　憎にくしみをぶつける祐子に、千絵は冷ややかに切り返した。


「あなたたちはその時点ですでに、彼がセルネットの細胞だと勘違いしてたんでしょう？　きっと、手を組むとか情報交こう換かんをするといった目的があったんじゃないかしら？　セルネットの特とく徴ちようは、自分が組織のどの位置にいるのか世代でしかわからないってこと。そして、ニュースソースが限られるから、自分たちが他の細胞と比べてどういう立場にあるのか把は握あくできないってこと。これは、あなたみたいに学校中の情報を握にぎって常に流は行やり廃すたりに気を配る人間には苛いら立だたしいことだと思うわ。しかもやってることは犯罪行こう為いなんだから、少しでも他と『違う』点や『目立つ』点はなくしたい。当然、他の細胞の情報はなんとしても入手したいはずね」


　腕うでを抱かかえ込む得意のポーズを取り、千絵はクルクルと小こ刻きざみに身体からだの向きを変えた。伸のばした指先は唇くちびるから離はなれ、思考のリズムを取るように左右に揺れていた。


　千絵の推すい理りと分ぶん析せきは大だい胆たんなものだった。証しよう拠この一つもないのだから、妄もう想そうと言われてもしかたのない憶おく測そくである。しかし、細胞構成者の心理に関する理り屈くつは、梓にも腑ふに落ちた。


　例えば──梓のクラスには、暗あん黙もくの「基準」が存そん在ざいしている。その「基準」に沿そって「イケてる」「普ふ通つう」「ヘン」といった評価が下され、誰しもがその評価に戦々恐きよう々きようとする。服装、容よう貌ぼう、言動、癖くせ、嗜し好こうなどのどれか一つでも、他と違う、「ヘン」だ、「浮いて」ると見なされれば、その格付けはあらゆる方面に付いて回る。


　しかし、その「基準」そのものは、なんの根こん拠きよもない流動的なセンスに依よっている。そこには、「ヘン」と差別する側とされる側があるだけだ。誰かが面白半分に「ヘン」だと言えば、それがまかり通る。だから、いまは「普通」で通っている者も安心することができない。もし誰かが運悪くスケープゴートに選ばれれば、すぐさま同意し、追つい従しようする。差別する側に回ることで、自分が「ヘン」になることから逃れようとする。そして、少しでも現在の「評価」を長引かせるため、誰かの「ヘン」な噂を好んで聞き、積極的にばらまくのだ。


　景が嫌きらわれる理由も、その辺りにあるのだろう、と梓は思う。景はクラスから「浮いて」いるが、それを気にする素振りを見せない。他人から「ヘン」だと謗そしられようと揺ゆらぐことがない。評価する側に回ることもなければ、評価する側に回りたいという気配さえ見せない。それは、彼自身にしてみれば単なる無関心の現れだとしても、「基準」に振り回され、必死になって「評価」にしがみつくクラスメイトたちの目には、自分たちを嘲あざ笑わらう態度と映うつるのだろう。だから「評価」に固こ執しゆうする者、しかし心のどこかで差別することへの抵てい抗こうを捨すてきれない者ほど、景を嫌い、彼を悪あし様ざまに言うのだ。


　祐子とて、そうなのだろう。


「麻里奈さんが飛び降おりたのは、誰よりもあなたにとって痛いた手でとなったはずだわ。飛び降りた原因が薬物にあるとすれば、当然警察が動く。仮に知らぬ存ぞんぜぬで警察の捜そう査さをやり過ごせたとしてもセルネットの追つい及きゆうは免まぬがれない。ただでさえトラブルを嫌う組織だというのに、こんな騒ぎを起こしたことがバレればあなたはただでは済すまないはず」


　──『カプセルのことが表おもて沙ざ汰たになるからな。いまごろ関係者の口くち封ふうじに暗あん躍やくしてるはずさ』


　──『ま、真っ先に手が伸のびるのは、麻里奈にカプセルを売ったバイヤーだろうな』


　昨夜水みず原はらが言っていた、セルネットの隠いん蔽ぺい工作のことだ。


「本来なら細胞内でトラブルが発生した場合は上位細胞へ報告する仕組みになっている。しかしあなたはネットの処しよ罰ばつを恐おそれて──あるいは上じよう層そう部ぶの『評価』が悪くなるのを嫌って、報告を怠おこたった。幸さいわいネットでは各自のプライバシー保護のため、自分の細胞構成員に関する情報は報告しない。黙っていれば麻里奈さんがどの細胞なのかわからない。でもあなたは黙ってやり過ごすだけではなく、どうも同じくネットの細胞らしい物部くんに失態の責任を被かぶせようとした。つまり麻里奈さんが彼の細胞構成員だったと見せかけようとした。私は最初、梓さんを連れての聞き込こみは警けい察さつの捜査をミスリードするための細工かと思ったわ。けどそれだけじゃなく、調査に現れるかもしれない他ほかの細胞に対するアピールでもあったのよ。物部くんが怪あやしいっていうね」


　舞ぶ台たい役者顔負けの立ち振る舞まいで関係者の前を行き来しながら、千絵は全員に自説を披ひ露ろうした。彼女の声は凜りんとしてよく通る。まるで練習してきたかのような──さすがにそれはないだろう、と梓は思ったが事実は異ことなった──鮮あざやかな弁べん舌ぜつだ。もともと鼻はな筋すじの通った美人なのだが、こうしていると潑はつ剌らつとした様が少年を思わせる。


「好き勝かつ手て中ちゆう傷しようしてくれるけど、あんた、それ証拠あって言ってんでしょうね？」


「物部くん」


　と祐子の指し摘てきを受けて、千絵は景に話しかけた。


「そういうわけだから、梓さんはこの人たちとは無関係よ。ネットに関かかわりは持ってないから、知ってること話してくれない」


　スっ、と景の側に千絵が移動する。


　景は千絵を見、それから梓を見た。


　──景ちゃん……


　梓が固かた唾ずを呑のむ。景は唐とう突とつに口を開くと、感情を交えない声で、極めて事務的に言った。


「倉沢麻里奈さんの話では、彼女を含ふくむ松崎さんのグループはセルネットに参加しているということでした」


「馬ば鹿か言うな！」


　ダン！　と祐子が足を鳴らした。突然の大声に、多くの者がぎょっとした。


「あんたの言うことなんか、誰が信じるってぇのよ！　根暗は大人おとなしく引っ込んでな！」


　千絵に対していたときとは違ちがう激はげしい蔑さげすみを込めて、祐子は景を怒ど鳴なりつけた。


　生々しい憎ぞう悪おがむき出しになっていた。それまでは上田たちの目を気にして常識的な対応を取っていたにも関わらず、その努力を自分から放ほう棄きするような態度だった。


　それは、格下と見下している人間に追い詰つめられることへの、激しくも愚おろかしい憤いきどおりだった。


　梓は、人が他人の目の前でこれほど憎にくしみを露あらわにするのを初めて見た。目を背そむけたくなるような場面だったが、当の景は、祐子の憎悪を正面から静かに受け止めていた。


「彼の証言は、少なくともあなたの証言と同じ程度には信しん憑ぴよう性があるわ。口を慎つつしみなさい」


「……いい気になってんじゃないわ。ダセエ格好で探たん偵てい気取って、まるでガキじゃない……その自うぬ惚ぼれた性格が裏うらでなんて言われてるか、あんた知ってんの？」


「裏で言われることを過か剰じように気にするのは、自分に自信が持てないからでしょう。それに、たいていの人は本気で陰かげ口ぐちなんか叩たたかないものよ。その場の空気に合わせて悪口を言うことがあっても、本心から誰かを憎むことなんかできるものじゃないわ」


「ハッ──偉えらそうに……！」


「委員長ですからね」


　両手を腰こしに当てたわざとらしい体勢で、千絵は大だい胆たん不敵に胸むねを張った。


「話を戻もどすわ。あなたの計画は、まあそれなりの効果を上げたんだとしましょう。ところが昨日きのう、美加さんがあなたを裏切った」


　いまや絶好調となった千絵が、鼻を膨ふくらませて言い放った。興奮すると鼻び孔こうが膨らむ体質なんだ、と梓は気がついた。


「カプセルに手を出すことやネットに加わることに、彼女がどういう気持ちを持っていたのかはわからない。けど、あなたほど熱心ではなかったのかもしれないわね。自分たちが原因となって、日常に──そこではあくまで普通の女子高生に過ぎない日常の生活空間に、警官が出入りする。それって、明確な自覚がないまま法を犯おかしてしまった素人しろうとにとっては、すごい重圧になると思うわ。きっと彼女は、上層部に正直に話すよう何度も懇こん願がんしたんじゃない？　あなたから誘さそわれて細胞に加わった彼女にしてみれば、内実も詳くわしく知らないネットの制せい裁さいなんかより、目の前で捜査を進める警察の方がはるかに切実な脅きよう威いだったと推測できる。しかしあなたは頑がんとして清井さんの意見を取り合わなかった。セルネットでは、自分の細胞のリーダーを介かいしてしか上層部と連れん絡らくがつけられないから、あなたが断れば彼女には為なす術すべがない。きっと、緊きん急きゆう用ようの連絡先なんかも教えてなかったのね。あなたに拒きよ否ひされ、行き場のない不安を抱かかえた彼女は、思いあまって物部くんに告白しようとする。彼が他の細胞と信じていた彼女は、彼のルートから上層部に事態を報告して、とにかく警察から守ってもらおうとした。セルネットって本来『メンバーの一いつ般ぱん的社会生活の保護を目的とする』組織だから、彼女が保護を求めたことは、行為自体としては間違ってないわけよ。ただ、物部くんは細胞なんかじゃなかった」


　最後の一言は、独り言のような朴ぼく訥とつさがあった。言葉を切った千絵に、わずかながら悲しそうな憂うれいが見える。それは芝しば居いではなく、潔けつ癖ぺきな少年のような彼女の本心らしかった。


「……彼女も寝ねてないみたいだったわ。どこまで信しん頼らいできるかわからないまま、物部くんに助けを求めて──でもかみ合ってなかった。無理もない。物部くんはある程度事情を察してたみたいだったけど、彼としては逆に美加さんの方が信用できない。昨日、祐子さんと梓さんが自分のことを嗅かぎ回ってるし、自分を陥おとしいれるような噂うわさを流してる。何か裏があるかもしれないと警戒するのは当然よね」


　千絵は、今度は景を舞ぶ台たいに引き上げようとはしなかった。景も発言しようとはしない。だが、彼の沈黙は、いつしか千絵と同じほど雄ゆう弁べんに、梓や上田たちに語りかけていた。


　関係者の前を行き来していた千絵は、いまや完全に黙り込んでしまった祐子の前に再びやってきた。


「結局二人の交こう渉しようは決けつ裂れつして、物部くんがその場を立ち去った──後は、知っての通りよ」


「……名探偵、見てきたように──ってやつ？」


　これ以上ないほど憎々しく顔を歪ゆがませて祐子が吐はき捨てる。が、千絵はなんと、頷うなずいた。


「そうよ。あいにくだけど見てきたの。美加さんが物部くんと口論になって、姿すがたを消すまでの一部始終を、この目でね」


　一同がぽかんと口を開けた。上田が真っ先に我われに返り、「ほんとか!?」と問い質ただす。


「そ、それを証明できるのか？　その、君が今朝二人を見たっていう証言が確かだってことを、客観的に証明できるか？」


「できます。デジタルカメラで写真を撮とってますから」


「しゃ、写真……」


　そんな物まで、と上田が空そら恐おそろしそうにつぶやいた。他の刑事たちも、出過ぎた真ま似ねを叱しかるべきなのか、周しゆう到とうさを感心するべきなのか判断を付けかねている。当の本人はといえば、悪びれる様子もなかった。


「千絵、あなたひょっとして昨日美加の電話聞いて……」


「ええ。そのまま学校で張り込こんでたの。我ながら大正解だったでしょ？」


「……例の同好会活動の一いつ環かん？」


「……いまそういうことを言わないでよ」


　千絵の目元が紅こう潮ちようする。呆あきれたものだ。


「とにかく。私、途中で美加さんを見失ってしまって。彼女、ただ事じゃなかったからとりあえず警察に連絡を入れてから彼女を捜さがしたんだけど、結局ああいうことになったの。でもそれだけじゃないわ。祐子さん。美加さんを見失う前に、あなたが彼女と話してるシーンも収おさめてあるわ」


　たまらず、上田が席を立った。


「見せてくれ！」


　千絵は腰のポーチから小型のデジタルカメラを出して上田に渡わたした。上田はその場で操そう作さし、小さなディスプレイ部分に記録した写真を映うつしていく。年ねん輩ぱいの刑けい事じも数名、上田の後ろに回ってカメラをのぞき込んだ。


　何枚目かで上田が呻うめき声を漏もらした。食い入るように次々と写真を切り替かえていく。


「美加さんはあなたの姿を見た途と端たんに恐きよう慌こう状態になったわ。悲鳴を上げて逃にげ惑まどって……正気じゃなかった。最後には我を失った感じになって、気がつけば屋上にいたの」


　勇ましく、千絵は祐子の前に立ちはだかった。


　祐子からは、少し前の激げき情じようが去っていた。次々に不利な立場へ追いやられる展てん開かいに、どこか投げやりになっている。しかし観念したような殊しゆ勝しようさは微み塵じんもなかった。いっそ凶きよう悪あくな面相で、千絵をはじめとする部へ屋や中の人間に汚お物ぶつを見るような視し線せんを浴びせている。


「……それで？」


「もちろん、それだけで清井さんが飛び降おりた原因があなたにあるなんて言わないわ。でもここで一つの可能性として、後催さい眠みん現象が考えられるの」


「後催眠？」


　と梓。千絵は梓に頷き返した。


「催眠状態にある対象に特定の暗示をかけて、それを覚かく醒せい後に発生させるという催眠暗示の一種よ。昨日少し言ったと思うけど、カプセルには暗示がかけやすい性質があるようなの。トリップしてる間に暗示をかけておいて、素面しらふに戻ってから好き勝かつ手てに操あやつる。マインドコントロールね。本当に有効な効果があると断言はできないけど、可能性は無視できないわ。たぶんネットがいままで明るみにでなかった最大の理由は──」


　と、そこまで言ったとき。


　梓に向き直って説明する千絵の後ろで、祐子が幽ゆう鬼きのように動いた。





「千絵！」


　梓が警けい告こくを発する。しかし間に合わなかった。


　祐子は後ろに回って千絵の手首をつかむと、そのまま無造作に背せ中なかへと捻ひねり上げた。


「あっ、キャ！」


　完全に不意を突つかれた千絵が、あっけなく動きを奪うばわれた。


　カメラに気を取られていた刑事たちが、慌あわてて二人に注目する。


　梓はとっさに半身に構えた。


「どいつもこいつも」


　祐子は暗い瞳ひとみでつぶやいた。梓がぞっとしたことに、まるで老ろう婆ばのような声だった。


「屑くずどもが……。どれだけ利口なつもりか知らないけどさ。テメエや警察が、どう理り屈くつを重ねたって、ネットには届とどきやしない。わからない奴には、わかりゃしねーんだよ」


　開き直ったのか。ほとんどの人間はそう思った。が──


　──違ちがう。あの子……


　笑っている。


　ぞくり、と背せ筋すじを氷ひよう塊かいが滑すべり落ちた。忘れかけていたあの感覚が、再び梓の神経を襲おそった。


「そ、その発言は自白ととっていいんでしょうね」


　腕うでを折られそうな体勢のまま、涙なみだ目めの千絵がうそぶいた。「千絵っ。よして」と梓が止める。嫌いやな予感がした。冗じよう談だんごとでは済すまない怖こわさを感じる。たぶん祐子は、千絵の腕などなんの躊ちゆう躇ちよもなくへし折るだろう。


「馬ば鹿かな真ま似ねはよせ。そんなことをしてもどうにもならないぞ」


　上田が厳げん格かくな表情でゆっくりと祐子に腕を伸のばした。まったくマニュアルそのままといった台詞せりふだが、実際に使われるのを聞いたのは初めてだ。


「松崎くん！」


「うるさいわね」


　千絵の腕を捻り上げたまま、祐子は左手で自分の制服の襟えりの裏うら側がわを探さぐった。指先で、一ひと粒つぶの錠じよう剤ざいを摘つまみ出す。


　カプセルだ。


「君っ！」


　上田が激しく叫さけぶ目の前で、祐子はカプセルを嚙かみ砕くだいた。


「祐子っ」


　猛もう烈れつに嫌な予感がした。その梓の悪お寒かんをなぞるように、祐子がカプセルを嚥えん下げする。


　すぐに変化が現れた。昨さく晩ばん見たバイヤーと同種の変化だ。


　両目が艶つややかな恍こう惚こつを浮かべる。肩かたが小こ刻きざみに震ふるえる。口元が弛し緩かんし、舌が唇くちびるを舐なめる。


　瞳が紅あかく照らし出された。


　唾だ液えきの光る唇がいったんすぼまり、それから歯をむき出しにした。


「クヒヒヒヒ……」


　腕を押おさえられて背はい後ごが窺うかがえない千絵が、祐子の笑い声にぞっとして顔色を失った。その様子に気づいた祐子がさらに笑い声を高めて、千絵のうなじに息を吹ふきかける。そして鳥とり肌はだの立った首筋に吸すいついた。


「ひっ」と、千絵は童女のようなか弱い悲鳴を漏もらした。祐子は、とたんに背中を仰のけ反ぞらして哄こう笑しようした。ゲラゲラと、室内を揺ゆるがすような声で。


　たがが外はずれたようだった。それまで祐子を、梓の知る世界につなぎ止めていた何かが外れてしまっていた。


「ま、松崎祐子！　その子を放せ！」


　上田が叫ぶ。声が裏返っていた。


　祐子は上田を見た。痺しびれるほど酷こく薄はくな敵意が鮮やかに祐子を彩った。


　なんの前まえ触ぶれもなく、上田の身体からだが吹き飛んだ。


　突とつ風ぷうにさらわれたように、背後の壁かべへ叩たたきつけられる。


　──えっ!?


　何が起こったのかわからなかった。


　教師たちが悲鳴を上げた。警官たちがざわめき立った。


「こんなこと、なんでもない！」


　祐子が叫んだ。


「お前ら全部黙だまらせる。それでチャラだ！」


　言下に、千絵の腕を高く持ち上げる。千絵は苦く痛つうを訴うつたえながら床ゆかに突っ伏ぷした。


　──千絵！


　救い出すなら、いま不意を突くしかない。体当たりしてでも、千絵を助けるのだ。


　しかし、祐子は梓の思惑を読んでいた。梓の動作に機敏に反応し、床でもがく千絵の腕をトロフィーのように掲かかげてみせる。


　梓は血が滲にじむほど唇を嚙んだ。祐子が愉ゆ悦えつの艶えん笑しようをみせた。


　と、二人を遮さえぎるように──景が立ちふさがった。


「景ちゃん」


　さっと手を挙げて景が梓の口を塞ふさぐ。この期ごに及およんでなお、景は静かだった。


　祐子がさっきと同じ蔑さげすむ視線を放つ。しかし彼女の表情には、不可解なものに相対する苛いら立だちと不安が混じっていた。


「……麻里奈の馬鹿はあんたがクスリをやってると言ってた。あんたが細胞だって言い、あんたを仲間に入れたがってた」


　祐子は疑ぎ問もんをそのまま口にした。答えは下から返った。


「彼女は物部くんに好意を寄せてたのよ……」


　そう言ったのは千絵だった。この千絵の発言は、いままでで一番梓を動どう揺ようさせた。


「一昨日おとといの放課後、彼女は自分たちの細胞に誘さそうのと一いつ緒しよに、自分の思いも伝えたんじゃない？　物部くんはそれを拒きよ否ひした。彼女が飛び降おりた理由はそれよ。あなたの言うとおり、校内で麻ま薬やくを服用するのはよほどのことだわ。彼女は、物部くんに拒否されたから飛び降りたの」


　──そんな……


　梓は反はん射しや的に景の横顔を見た。景は──景はなぜか、皮肉っぽい苦笑を見せていた。


　祐子はぽかんと自失し、それから突発的に、痙けい攣れんするように笑い出した。


「な、何？　あの馬鹿、こんなオタクに惚ほれてたわけ？　それで、こいつが細胞だなんて噓うそまでついて、私らの仲間に引き込もうとしたってーの？」


　祐子は声が嗄しやがれるまで笑い、次いで激げき怒どした。


「っざけんなあ！　どいつもこいつもぉ……！」


　完全に逆上していた。


　梓が千絵を助けようと身を乗り出す。それを再び景が阻はばむ。


「景ちゃんっ。どいて──」


　景は聞かなかった。祐子が叫ぶ。祐子の身体が膨ふくれあがるような錯さつ覚かくが襲ってきた。昨晩のバイヤーと同じ、致ち命めい的な攻こう撃げきの予感。見えない悪意が景と梓に牙きばをむく。


　が、不可視の一撃は景に触ふれる手前でかき消された。


　ザアア──と、


　両者の間を黒い影かげが横切った。


　壁の、床の、天てん井じようの下を、巨きよ大だいな気配がうごめいた。


　既き視し感かんがあった。放課後、二人きりの教室。祐子が初めて本ほん性しようを垣かい間ま見みせるきっかけとなった、一番最初の異い質しつな感覚。あれだ。


「……な」


　祐子が両目を裂さけんばかりに見開いた。手から千絵の腕が外れる。それも気づかない様子で、祐子は立ちすくんだ。


「なんで……」


　自らの疑惑を否ひ定ていするように首を振ふり、祐子はもう一度景に向かって肩を怒いからせた。


　ガ　タン！


　部へ屋やが揺れるような衝しよう撃げきが来た。が、その波動は、静かにたたずむ景の手前で止まった。


　祐子は愕がく然ぜんと口を開けた。


「そんな」


　三度目の攻撃。やはり届とどかない。


「そんなっ」


　四度目の攻撃。届かない。


　嚙みつき、引き裂さくような祐子の敵意。だがそれは景の目の前で堅かたい壁に阻まれたように四散し、わずかな微び風ふうとなって景の髪かみを揺らすだけだった。


　タン──と景が一歩を踏ふみ出した。受けて祐子。戦おののくように一歩さがる。その目が、景と、窓まどから差し込む太陽と、明かりの作る景の影とを狂くるったように行き来した。


「うそ。あんた……まさか……」


　祐子が色を失う。さらに一歩、景が詰つめ寄る。


　が、そこで景は動きを止めた。


　無む味み乾かん燥そうな表情が一いつ瞬しゆん引き締しまり、針はりのように細められていた両眼が見開いた。


「そうか──お前……止せっ」


　と小さくつぶやいた。


　直後に、


「ぎゃあああっ！」


　祐子が絶ぜつ叫きようした。


　雷かみなりに打たれたように手足を突つっ張らせ、顔を恐きよう怖ふで引きつらせる。目玉がひっくり返った。口から泡あわがあふれ出た。静電気にあたったように髪の毛が宙ちゆうをさまよう。


　そして嵐あらしのように悲鳴が途と切ぎれ、祐子は昏こん倒とうした。





　誰だれも口を利きかなかった。


　しばらくして悲鳴を聞きつけた生徒が駆かけつけてきた。教師たちが我われに返って、彼らを叱しかりつけた。その場を取り繕つくろおうとする動きに、刑事たちもようやく現実的な思考を回復させていった。もう一度救急車が呼よばれた。


　駆けつけた生徒たちの中に、水原がいた。


　水原は床に倒たおれたかつての恋こい人びとを見て、痛いたみを堪こらえるような苦い顔をした。


　それから感情を殺し、無表情に何かをつぶやく。聞き取れなかったが、梓には何を言ったのかわかった。「ポッと燃えて、ぷっつん」。


　景は再び最初のように、自分の存そん在ざい感を消して周りの風景に溶とけ込んだ。気がつけば、梓との間に戻った束つかの間まの連帯感は、名な残ごりさえ留とどめていなかった。


　それは事件が解決した瞬間だった。


　しかし、梓は迷子の子こ供どものように、大声を出したくなるほどの不安に包まれていた。
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　カラン──


　ドアチャイムを鳴らし、梓あずさはパンドラのドアを開けた。最初に千ち絵えが梓を誘った喫きつ茶さ店てんである。


「やっぱりここにいた」


「……え──あ」


　あの日と同じ席に、千絵は一人で座すわっていた。


　店に入った梓に声をかけられ、千絵は項うな垂だれていた顔を上げた。しかし梓を確かく認にんすると、再び気まずそうに顔を伏ふせる。
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　悄しよう然ぜんとしていた。そんな姿すがたを見るのは初めてのことである。


　梓は千絵の向かいに座った。


　テーブルには湯気を立てるカップが置かれていた。甘あまい香かおりがする。ミルクセーキだ。千絵はそれを両手で囲みながら独り言のようにつぶやいた。


「ほんとは甘いの好きなのよ。いつもは格かつ好こうつけてるだけ。この間だってそうよ。わざわざブラックばっかり飲んでたでしょ？」


「そうだっけ？」


　さすがにそこまでは覚えていない。しかし梓がそう答えると、千絵は惨みじめそうな顔をして一いつ層そう重たいため息をついた。


「そうよね。そんな些さ細さいなこと気にしないわよね、普ふ通つう。いつもそうなのよ。喋しやべり方だの、小道具だの、細かいことや、どうでもいいことばかり気にして、大切なことを見失うの」


　肩かたを落として重たい息をもらす。どうやら自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっているらしい。意外な気がして梓はとっさに何も返せなかった。


「祐ゆう子こさんには、悪いことをしたわ」


　ぽつり、と千絵はもらした。


「あんな風に追い詰めるべきじゃなかった……みんなの前で罪を暴あばき立てて、それで改心するようなタイプじゃないことは分ってたのに」


「千絵……」


「長いこと調べてたセルネットの情報を得て……それで事件のだいたいの構図が見えて……それを証明することの方に熱中しちゃったの。そうなるともう、大局が見えなくなるのよね。警けい察さつが調べるより早く。誰かが気づくより早くって、そればっかり。最後にはすっかり興こう奮ふんしちゃって……いま思い出しても、顔から火が出そう」


　千絵が再び身体からだを小さくする。梓はかける言葉を探さがして思いを巡めぐらせた。


　土曜の午後。事件からは二日が経たっていた。


　突とつ然ぜん倒れた祐子は、そのまま病院へ運ばれた。二日間で三回、救急車が呼ばれたことになる。もはやマスコミにも隠かくしようがなく、ＴＶや雑ざつ誌しでも派は手でに報道された。その中で、祐子や美み加か、麻ま里り奈なのことも述べられている。名前こそ伏せられていたが、葛くず根ね東ひがしの生徒なら誰のことかは明白だった。


　その一方で、麻ま薬やく組織の摘てき発はつは行き詰まっていた。情けないことに、千絵が得た情報で、ほとんど全すべてである。


「昨日きのうの夕方、麻里奈さんの意識が回復したの」


「知ってる。明日あしたにでもお見み舞まいに行くつもりよ」


　今回事件に関わった三人は、全員命に別状はない。しかし美加と祐子は回復の兆きざしを見せず、ようやく目を覚ました麻里奈は、記き憶おく障しよう害がいを起こしていた。カプセルに関することを忘わすれてしまっているのだ。


　これまでも、カプセルで倒れた被ひ害がい者しやが、回復後カプセルに関する記憶を失っているケースは多発している。千絵が後催さい眠みんに着眼した一因はそこにあった。暗示をかけて他者の意識を自在に操あやつるには、高度な専せん門もん的てき知識と技術が必要となるだろう。だが、単に記憶を封ふう鎖さするだけなら、あるいは経験次し第だいで可能になるかもしれないと踏んだのだ。警察でも千絵の仮説は無視していない。ただ圧倒的にデータ不足だった。所しよ詮せんは憶測の域いきを出ない。


　後味の悪い事件だった。


　事情を知った生徒の中には、それまで馬ば鹿かにしていた千絵を「スゴイじゃんっ」と褒ほめ称たたえる者もいる。教師たちが中途半はん端ぱに口止めしたことで、かえって噂に尾お鰭ひれがついたらしい。特に下級生の女子の間では、いまや話題の英えい雄ゆうである。


　以前の千絵なら、それは自負心を満足させる結果だっただろう。しかし、いまの彼女にとって、そうした評価はいたたまれなかった。


「祐子さんの言うとおりね。探たん偵てい気取っていい気になって、クラスメイトの犯罪を暴いたあげく彼女たちの人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたんだもの。……ろくでなしだわ」


　口を歪ゆがめ、千絵は自じ虐ぎやく的に言い捨すてた。そんな千絵に、梓は黙だまってつき合っていた。


　千絵の言う評価は、梓にこそ当てはまるだろう。しかし梓には、それでもよかったのだという確固たる達成感があった。景けいを救えたのだから──


「探偵やめる？」


「……え？」


「もう、探偵ゴッコは懲こり懲ごり？　きっぱりと手を引くの？」


　労いたわるような表情とは裏うら腹はらに、挑ちよう発はつ的な口調で梓が問い質ただす。千絵は顔を上げて梓を見つめた。


　梓を見る両目が潤うるみ、唇くちびるが引き締められた。


　それから徐じよ々じよに、しっかりとした意志の光が瞳に点ともって、悔くいや迷いを押おしやっていった。それを確認してから、梓は駄だ目め押しした。


「今度のことは間ま違ちがいだったのかしら？　やるんじゃなかった？」


「いいえ」


　口に出した瞬しゆん間かん、千絵の顔から最後の憂うれいが消えた。


「いいえ、違うわ。失敗はした。けど、事件に向かう意志そのものが間違ってたとは思わない。だからやめない。ずっと昔から憧あこがれてたんだもの。いまさら諦あきらめられるわけないわ」


　心地ここちよい答えだった。千絵のひたむきな物言いに、梓は相そう好ごうをくずした。そして鞄かばんから一いち枚まいの紙を取り出すとテーブルの上に置いた。


「よかった。これ、捨てずにすんだわ」


『入部届け』と太字で印刷されたその紙には、梓の名前とクラス。そして『実じつ践せん捜そう査さ研究会』の文字がボールペンで書き込こまれていた。


　千絵が目と口を丸くする。それから最後に鼻び孔こうを丸くした。


「梓さん──」


「セルネットいまだ健在、だもんね。少しは役に立てるわ。きっと」


　千絵の顔が鮮あざやかに晴れ渡わたった。まず口の中でゴニョゴニョと何か言い、それから「あー」とか「えー」とつぶやいては後が続かず、最後には咳せき払ばらいして黙り込む。


　たっぷり時間を置いてから、千絵ははにかむように頰ほおをゆるめた。


「許可します」


「よし」


　梓が大おう仰ぎように頷うなずくと、千絵は思わず吹ふき出した。つられて梓も肩を揺ゆすった。


　ゆっくり、ほのかに、甘い湯気が二人の間を漂ただよっていた。


「まずは何しようか？」


　と梓が聞くと、「看かん板ばん作り」と千絵が答える。


「看板！　『実践捜査研究会』の？」


　笑いながら問うと、千絵は意地悪な微び笑しようを浮うかべて否ひ定ていした。


「高さ八十センチで幅はば五十センチの看板よ。文面は『関係者以外立入禁止』」


　さっ、と梓が赤くなる。


「な、なんで……」


「あの小屋、大きなマンションの裏側にあったでしょ？　あそこね、下着泥どろ棒ぼうの被害に遭あってたの。それで知り合いに頼まれたから、あの日、三階のベランダで待ち伏せしてたんだ。始末に負えない常習犯だったけど、ちょっと感謝しなきゃね。おかげであなたの格かく闘とう技ぎの腕前がわかったわけだし、興味を持って調べたから、あなたと物ものの部べくんの関係もわかったんだから」


　さらに梓が赤くなる。そうだった。あのあと自分は景と再会した。つまりあの場面も見られていたわけだ。


「うまくいくといいわね」


　意味深な台詞せりふを千絵が投げる。狼ろう狽ばいする梓に満足すると、千絵はミルクセーキを飲み干ほしてカウンターに叫んだ。


「ブラック一つ」





　　　　２





　セルネット未いまだ健在──それは景ちゃんのことでもあった。


　あの一ひと幕まくがあった後でも、わたしと景ちゃんとの関係に目立った変化はなかった。景ちゃんは相変わらず誰だれとも口を利きかず、わたしも交友関係が変わった後は、またそれまでの生活に戻もどっていった。


　ただ一つだけ。


　景ちゃんがわたしにとって特別であるように、わたしも彼にとって、少なくとも他の人たちとは違う意味を持っている。そう心のどこかで確信できるようになった。


　無む邪じや気きなものだ。


　確かに、わたしたちのつながりは途切れてはいなかった。でもそれは、このとき勝かつ手てに思いこんでいたような確かなものではなかった。もっとずっとあやしく細い、淡あわ雪ゆきのような糸だったのだ。





　　　　◆◆◆◆　◆





「あ、冷たっ」


　頰の感かん触しよくに見上げると、空から雪が降ふってきた。


　肉厚な灰はい色いろの雲が、地表近くまで漂っていた。長い棒ぼうでも伸のばせば届とどきそうな気がする。


「うう。寒い」


　病院の駐ちゆう車しや場じようはガランとしていた。


　点々と設置された街灯が、視し覚かく的にも寒さを際きわだたせている。奥おくに病びよう棟とうが建っていた。近代的な造りだが、遠目にも冷え冷えとして見える。


「まいった。まだ八時じゃない。やっぱり断ればよかったなあ」


　梓はぼやきながら缶かんコーヒーを啜すすった。少し前に自じ販はん機きで買ったばかりだが、もう冷め切っていた。


　冷ひえ性しようの千絵に代わって見張り役を買って出たのはいいが、いざやってみると想像以上に過か酷こくだった。何より、実りがあるかわからない努力なのが辛つらい。結局何事もなく終わって家に帰る可能性の方が高いのだ。たぶん無駄だ、と思い出すと、放ほうり出したくなる一方である。千絵は請こわれるまでもなく一ひと晩ばん校舎で張り込みをしたわけだが、あらためて考えると並なみの神経ではない。


　──帰ろっかな……


　誰が見ているわけでもない。千絵と別れてかれこれ四時間。律りち儀ぎに張り込みを続けたのだ。そろそろ帰っても罰ばちは当たらないだろうが……


「ええい。後一時間」


　入会初日から手を抜ぬいていたのでは、研究会会長に顔向けできない。梓は手のひらに息を吹きかけて気合いを入れ直した。


　もっとも、一時間は必要なかった。


「あ」


　──あれは。


　現れたのは一台のスクーターだった。


　スクーターは駐輪所ではなく、正面入り口の横手に乗り付けた。エンジンを止めて無造作にヘルメットを外すと、脱だつ色しよくした茶ちや髪ぱつが首筋に掛かかる。


　待っていた人物。水みず原はら勇ゆう司じだ。


　──本当に来た……！


　長い張り込みの苦労も忘わすれ、梓は興奮して近くの植え込みに身を潜ひそめた。


　──すごい。千絵の言った通りだ。


　水原はそのままキーも抜かずに入り口へと向かった。すでに見み舞まい客の面会時間は過ぎている。閉とじたままの自動ドアではなく、脇わきの非常口を抜けて、水原は病院に入った。


　梓は急いで植え込みから入り口へと走った。わずかに遅おくれて病院に入る。


　病院の中はしんと静まりかえっていた。


　受付のある広いロビーには当然ながら人気がない。明かりが消えているため、昼間のぞいたときとは雰ふん囲い気きが変わっていた。


　──どっちに行った？


　耳を澄すませる。足音や物音は何も聞こえなかった。だが、水原の行き先は絞しぼられる。麻里奈、美加、それに祐子の病室だ。


　梓は足音を立てないように階かい段だんを駆かけ上がった。動どう悸きが激しい。鼓こ動どうで居場所が見つかりやしないかと不安なほどだ。


　廊ろう下かの明かりも消えていた。非常灯だけがグリーンの光を点ともして足あし下もとを照らしている。


　二階を上がって三階へ。三人の病室はここだ。


　──いない。


　階段と廊下が交差する場所にだけ、天てん井じようにも非常灯があった。そのせいで階段付近は他より明るい。梓は目立たないよう慎しん重ちような動きで、階段の角から廊下に顔を出した。長く続く廊下は、暗くて奥の方までは見通せない。しかし人の気配はなかった。


　息を潜めて様子を窺うかがった。


　五分待った。だが動きはなかった。


　──どうする……


　違ったのか？　いや、そんなはずはない。そうでなければ、こんな時間に病院を訪おとずれる理由がわからない。


　逃にがすわけにはいかなかった。ここで押おさえれば水原も言い逃のがれはできないのだ。


　──探そう。


　梓は決心し、再び階段を下りた。


　祐子たち三人の中ちゆう毒どく症しようで、セルネットの情報は途と絶だえた。しかしネットに迫せまる手がかりは、まだ一つだけ残っていた。それが祐子の属している世代の細胞である。


　セルネットの細胞は四人。リーダーが自分の下に三人の部下を集めて構成される。そして部下の三人は、またそれぞれに三人の部下を集めて自分の細胞を作っていく。今回の件でいえば、祐子がリーダーで、美加と麻里奈が彼女の部下だ。だが当然、祐子も他の細胞に属している。つまり何者かの部下として、違う細胞を構成しているのである。


　美加と麻里奈の上位細胞。その細胞のリーダーこそ、祐子をセルネットに引き込こんだ張本人なのだ。


「麻里奈さんが飛び降おりたとき、祐子さんは自分との関かかわりを隠いん蔽ぺいしようとしたわ。でも彼女がああなったいま、この事件の責任は、祐子さんの属していた細胞のリーダーに問われるはずじゃない」


　それは誰か？　確かく認にんするために張り込んでいたのだ。もっとも千絵はある程度予想をしていた。そしてその予想は間ま違ちがいではなかったようだ。


「水原勇司の口があんなに軽かった訳わけを考えてみたの。あの晩のことで彼に利益は何一つない。それどころか組織の秘ひ密みつを明かすなんて行こう為いは、たとえ部外者になっていたとしても、重大な背はい信しん行為よ。ただの親切なわけはない。彼には、私たちにネットの情報を教える、なんらかの理由が存そん在ざいしたはずだわ」


　情報を漏もらす理由。それは単純に二人の捜査を手助けすることしか思いつかない。


「つまり彼も麻里奈さんと祐子さんのつながりを知りたかったのよ」


　祐子をネットに誘ったのが水原だとしても、祐子の細胞に関することまでは彼は知らないはずである。しかし、祐子と麻里奈が親しかったことを思えば、怪あやしまないわけはない。


「おそらく九分九く厘りん彼女の失態と見抜いていたと思う。それだけじゃなく、彼女が事態を隠蔽しようとしていたのも察していたんだわ。それで成り行きを見守ることにしたのよ」


　祐子の隠蔽工作が成功すればよし。だが失敗したらすぐに手を打たなければ、今度は彼がネットから制せい裁さいを受ける。


　──水原は祐子の口を封ふうじた。そして麻里奈は記き憶おくがない。となれば……


　残るは美加一人。彼女の口を封じに水原は病院に現れる。千絵と梓はそう読んだのだ。


　──好きにはさせない。


　階段を一階まで下りる。病院中が静せい寂じやくに包まれていた。足音を立てないよう、必要以上に神経を使う。


　まずは一階から探さがすことにした。階段を下りきった梓は、用心しつつ廊下へと足を進めた。


　ふと──


　違い和わ感かんがあった。


　わずかに人の気配──息づかいが聞こえた気がした。


　梓は何気なく背後を振ふり返った。


　そして、頭の中が真っ白になった。


　階段を下りたところ。非常灯に照らされた廊下の中央に、一脚のベッドが置かれていた。


　衝しよう撃げき的な光景というわけではない。ただ目の前にベッドがあるというだけだ。ただ、そこはいま通り過ぎたばかりの場所であり、通り過ぎたとき、当然そんなものは存在しなかった。


　──…………


　脳のう細さい胞ぼうが硬こう直ちよくし、目の前の現実を投げ出した。身体からだが痺しびれたように動かない。見たくもないのに目が吸すい付けられる。瞬まばたきさえできなかった。


　病室にある、ごく普通のパイプベッドだった。脚あしが高く、転落防止の柵さくが付いている。


　ベッドの端はしから垂たれ下がる白いシーツ。シーツは非常灯の緑色をした光を受けながら、なだらかな陰いん影えいを表面に描えがいていた。ゆっくりと隆りゆう起きするシーツは、皺しわを寄せながらベッドの中央で頂ちよう点てんを結ぶ。そこから先には清潔な木も綿めんの布地。入院患かん者じや用の貫かん頭とう衣い。


　ベッドの上には一人の患者がいた。腰こしから下はシーツに包んだまま、背せ中なかにクッションをあて、上半身だけを起こした姿し勢せいで座すわっている。


　その患者は梓に目を合わせると、穏おだやかに微笑ほほえんだ。


　身体が勝かつ手てに、ブルブルと震ふるえだした。


　膝ひざが冗じよう談だんみたいに笑い出す。


　歯の根がガチガチと嫌いやな音を立てる。


　身体中の細胞が恐きよう怖ふに囚とらわれていた。ナイフや銃じゆうを突きつけられたり、人ひと質じちを取られたときとは、まるで違う。体験したことのない異い質しつな恐怖が、無言のまま梓を支配した。


「……まりな」


　呻うめくように言う。


　麻里奈は非常灯の真下で、当たり前のように頷うなずいた。


　そして答えた。





「こんばんは。姫ひめ木きさん」





「ヒ──」


　しゃくり上げるような息が喉のどから転げ出た。


　──逃げろ！


　心の奥おくで誰だれかが絶ぜつ叫きようした。梓はわななき、頼たよりない足取りで一歩後退する。膝の動きがおかしい。足に力が入らない。


「最初から君に頼たのめばよかった。その方が話が早かったね」


　麻里奈は梓に向かって優やさしく話しかけた。


　彼女はこんな口の利きき方をしただろうか？　そう思い返して、梓はさらなる恐怖を覚えた。


　覚えていない。


　倉沢麻里奈。祐子と美加の親友で、かつての三人組の一人。梓が加わってからもつき合いはあった。一いつ緒しよにセンター街で遊んだこともある。彼女との会話もあった。その内容も覚えている。しかし、彼女の声が思い出せない。彼女の口調が、話し方や仕し草ぐさが記憶のどこにも残っていない。いや、それ以前に彼女の顔がわからない。


　自殺したとき──駄だ目めだ。地面に倒たおれた身体や広がる血ち溜だまりは思い出せる。顔にかかってた髪かみも。その髪の下から顔が見えたことも。だが、どんな顔だったのか思い出すことができない。


「でも、おかげで楽しかったよ」


　ほんとうに楽しそうな様子で、麻里奈が一人先を続けた。


　これが彼女の病室で、彼女の見舞いに行ったときなら、少しも不自然なことはないだろう。だがいまの状じよう況きようは、そんな平へい凡ぼんな場面からかけ離はなれている。シチュエーションのギャップが異様な戦せん慄りつを梓にもたらしていた。


　──こいつは誰だ!?


　爆ばく発はつする疑ぎ問もんに、梓は即そく答とうした。麻里奈だ。間違いない。自分は彼女が倉沢麻里奈だと知っている。なのに倉沢麻里奈の外見が何一つ思い出せない。


　過去の現実が一いつ瞬しゆんで虚きよ像ぞうと化した。ついさっきまで続いていた、確かな、当たり前の過去が、とたんに頼りなく霞かすみのように遠とお退のいていく。


「今度は君と遊ぼうか？」


　──！


　落ち着いた声が梓の神経を打つ。氷ひよう片へんが血脈を滑すべって、心しん臓ぞうへと落ち込んだ。


「う・あ・あ……！」


　パニックに陥る。


　が、視し界かいが混こん沌とんと化す錯さつ覚かくを、突とつ然ぜんに差し込こんだ白い光が吹ふき払はらった。


「!?」


　廊ろう下かの明かりがついた。


　等間かん隔かくに並ぶ天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが、端から順に明かりを放っていく。たちまちの内に、真っ白い光が廊下に満ちた。


「……え？」


　乳にゆう白はく色しよくをした病院の壁かべが、蛍光灯の明かりをなだらかに弾はじいていた。無機質な手て触ざわりの通路が、暗くら闇やみの中に突然現れた。


　梓は倒れかかるように、廊下の壁に背中を付けた。そして麻里奈がいるのと反対側を振り返った。


　廊下の奥の突つき当たり。外へ出る非常口の前に、誰かが立っていた。


　──あ。


　青い人ひと影かげだ。そこに、青い衣ころもの人物が立っていた。


　──あのときの！


　祐子と二人、放課後の教室で見た、あの人物だった。頭からすっぽりと青い布地に覆おおわれている。前回一見したときはコートに見えたが──よく見ると少し違う。フードの付いたウィンドブレーカーだ。小こ柄がらな体格に比べて明らかにサイズの大きすぎるウィンドブレーカーが、袖そで口ぐちは手首を完全に隠かくし、裾すそは膝下までを包んでいる。目ま深ぶかに被かぶったフードは、口元を残してその人物の顔に影を落としていた。


　視界を漂ひよう白はくするような蛍光灯の光の下、鮮あざやかなブルーの生地が目に映はえる。青い外衣の人物は、明かりのスイッチに伸のばしていた手を、ゆっくりと下ろした。


　スッ──スッ──と、音もなくブルーの衣が床ゆかを滑る。足の運びに迷いがない。ウィンドブレーカーの裾が、水草のように翻ひるがえった。


「…………」


　何が起ころうとしているのかわからない。と──


「待ってたよ」


　歩み寄る人物に向かい、麻里奈が声をかけた。


「魔ま法ほう使いってほんとに俗ぞく事じに無関心なんだから。ずいぶん手間がかかっちゃったよ」


　──魔法使い？


　なるほど、その人物の装よそおいは、物語に登場するローブを身にした魔法使いを連想させた。それに、


　──『ウィザードって奴やつも派は手でに組織荒あらしてたな』


　確か、水原がそんなことを。


「先日のお返事。もう一度聞かせてもらえるかな？」


　麻里奈が問いかけると、フードの奥から返事が返った。


「……君には脱だつ帽ぼうする」


　小さく短い返答だった。が、その声は稲妻いなずまのように梓を揺ゆさぶった。


「景ちゃん！」


　間ま違ちがいない景だ。


　景は近づくとフードを後ろに跳はね上げた。眼鏡めがねを外している。いつもの仮面のような顔で、眼めだけが射いるように麻里奈を直視している。


「どうしてここに……！」


　狼狽うろたえる梓を、景は無視した。麻里奈だけを見み据すえながら酷こく薄はくな口調で、


「自分が何をしたかわかっているか？　君は張りつめていた糸を切った。また抗こう争そうが始まる。今度は──最後まで」


「お祭りだね」


「君もただでは済すまない」


　淡たん々たんと景が告げると、麻里奈は朗ほがらかに破は顔がんした。


「そのときは貴方あなたと踊おどりたい」


　景の表情がほころんだ。千絵が麻里奈の好意を指し摘てきしたときに見せた、皮肉っぽい苦く笑しようが浮うかんだ。


「ひどいイレギュラーだよ。こんなことなら、あのときＯＫすればよかった」


「女の子に恥はじをかかせるからだ。おかげで──」


　と麻里奈が口を三日月形に曲げる。


「飛び降おりちゃったじゃないか」


　艶あでやかに、笑った。


　パリンッ


　頭上の蛍光灯が割われた。反はん射しや的てきに梓が上を見上げる。


　その鼻先を、空間を引き裂さいて何かが横切った。


　──！


　訓練された身体からだが意識する前に構えを取る。しかし、目に見えない何かは梓には構わず、彼女の前を横切って、一直線に景を目指した。


　景のウィンドブレーカーが音を立てて風をはらむ。祐子と対たい峙じしたときの現象と同じだ。が、麻里奈の攻こう撃げきは景の前で霧む散さんするほど弱々しいものではなかった。


　景の身体がわずかに浮かび上がる。


　見ていた梓は息を呑のんだが、景は平然としていた。無造作に腕うでを腰こしの位置まで上げ、振ふり下ろす。


　ウィンドブレーカーをまとった景の影が、廊下の壁の平面上を上下左右へ複雑に駆かけめぐった。


　ドゴンッ、という衝しよう撃げきとともに、廊下の床ゆかに何かが叩たたきつけられた。


「スゴイ」


　と麻里奈が感かん嘆たんする。


「キメる前から、そんななのかい？」


「身体に染しみついてるのさ」


　景が答える。攻撃を受けた直後だというのに、高ぶった様子は微み塵じんもない。


「君とは年期が違ちがう」


　先日までの景──暗くて大人おとなしい図書室の住人である景と、明らかに雰ふん囲い気きが違っていた。一言一言が明めい瞭りように響ひびいてくる。眼まな差ざしに確たる強い意志がある。


　麻里奈はうっとりして「素す敵てき」とつぶやいた。そしてシーツの中から手を出した。


　手を軽く握にぎったまま顔の前まで持ち上げる。わずかに拳こぶしを緩ゆるめると、指の間からボロボロと錠じよう剤ざいが落ちた。


　もはや見慣れた、カプセルだ。


「ああ、わくわくする！　飛び降りてよかったよ。貴方、つれないんだもの。ああでもしなきゃ、構ってもくれないんだから」


　熱っぽい視線が景に絡からんだ。景はニヤリとし、構えを取るように腰を落とすと麻里奈に対して半身に立った。


「今日はちゃんと最後までつき合ってくれるんだね？」


「いいとも」


　景がウィンドブレーカーの裾すそから手首を出す。麻里奈と同じように、その手には何錠ものカプセルが握られていた。


「デートを始めよう」


「景ちゃん──！」


　梓の見守る目の前で、二人は同時にカプセルを口に入れた。嚙かみ砕くだき、嚥えん下かする。


　とたんに、空間がうねり狂くるった。


「くっ！」


　三半規管が狂う嫌いやな感覚が梓を襲った。床が持ち上がる錯覚に、梓は為なす術すべもなく倒たおれる。そのすぐ横で、激はげしく行いき交かう気配があった。


　それは目に見えない銃じゆう撃げき戦だった。それも自らの身を晒さらしたまま、手当たり次し第だいに銃じゆう弾だんをばらまく乱らん射しや戦。足を止めて打ち合う、ボクシングのインファイトだ。


　──何？　何？　いったいなんなの……!?


　音がする。光と影が交錯する。激しい衝撃が伝わる。しかし、そんなはずはない。


　梓は顔を庇かばうように腕を交差しながら、周りの様子を見た。


　二人はただ立っているだけだ。何をしているわけでもない。目を皿にし、必死に視線を巡めぐらせてみても何もない。何も見えない。それなのに……剝むき出しの攻撃衝動が、毛け穴あなの中まで忍しのび寄ってくる。鋭えい利りな刃物で産うぶ毛げをなでられているようだ！


　──怖いっ……身体が動かないっ……怖い！


「くう──っ！」


　弱々しい声が漏もれる。それを麻里奈が聞きつけた。


「──ちっ！」


　景が激しく前に踏ふみ出した。しかし間に合わない。


　ビシッ！


　うずくまる梓のコートの裾が、杭くいを打ち込こまれたように引っ張られた。


「な……」


　そのまま、信じがたい力で梓の身体が軽々と宙ちゆうに浮うく。上下の感覚が入れ替かわった。視し界かいが回転し──身体がすとんと落ちる。一いつ瞬しゆんで、梓は麻里奈のベッドの上に尻しり餅もちをついていた。


　前方に、険しい表情を見せる景がいた。そして背はい後ごに麻里奈。


　肩かたの上から、腕の下から、麻里奈の冷たい腕が梓の身体に回される。


「悔くやしいな」


　耳元に息がかかった。梓が青ざめて首を縮ちぢめる。


「貴方がすぐに動かなかったのって、この子のことがあったからなんだろ？　やっぱり幼おさななじみって違うのかな？」


　麻里奈は後ろから回した手で梓のアゴ先に触ふれた。それから指を広げ、ゆっくりと喉のどを絞しめる。穏おだやかな口調だったが、ありありと込められた嫉しつ妬とを隠かくそうともしていない。


　麻里奈が冷ややかな視線を向けた。景は無言。その表情は何一つ語っていなかった。


　──景ちゃん……


「ふん」


　つまらなそうに麻里奈が鼻を鳴らした。すると、


　パリンパリンパリンパリン……


　廊ろう下かの蛍けい光こう灯とうが一いつ斉せいに割われていった。


「き、きゃっ！」


　窓まどなどない。光こう源げんを絶たれ、暗くら闇やみが落ちた。再び床ゆか近くの非常灯だけになった。いったいどうやっているのか……まるで超能力だ。


　同時に、肉を打つ嫌な響きとともに、景の身体からだが跳はね上がった。


「景ちゃん！」


　天てん井じよう近くまで浮かび上がって、床に叩きつけられる。麻里奈が高笑した。


「名高いウィザードも正体が割れてからは鳴りを潜ひそめたそうじゃないか！　自分の影に忍ばせるってのはユニークな発想だけど、そうと知れれば対たい抗こう策さくはいくらでもあるからな」


　立て続けに空気が振しん動どうした。景の身体が叩きつけられ、反動で床の上を跳ねる。打撃に備え、景はとっさに身を丸めた。だが、その程度では気休めにしかなるまい。攻撃は止やまず、見えない打撃を受ける景は、水みず揚あげされた魚のようにガタガタと跳ね回った。


　何度目かで血を吐はいた。それでも攻撃は止まらない。


「あはははっ！　かの甲か斐い氷ひよう太たを退けた伝説のウィザードが、何を無様にのたうち回る？　反撃して来いっ！」


「景──！」


　声にならない悲鳴が口をついて出た。怒いかりが脳のう裏りで白熱し、梓は瞬時自分の置かれている不可解な状じよう況きようを忘わすれた。


　──麻里奈ぁっ！


　麻里奈がいる位置へ、後頭部を叩きつける。命中した。鈍にぶい音がし、麻里奈の腕うでから力が抜けた。


「景ちゃん！」


　ベッドから飛び降おりるべく、身を前へ傾かたむける。だが、その髪かみを麻里奈がつかんだ。


「ツっ──」


「生意気な子だ」


　麻里奈が囁ささやいた。梓が振ふり向いて気け圧おされることなくにらみ返す。麻里奈はぎらりと目をむき、わずか数センチまで梓へ顔を寄せた。暗闇の中、麻里奈の両目が滴したたる鮮せん血けつのような赤い光を放っている。


「だいたい君は、何しに来たのさ。ここはボクら、他と違う人間の神しん聖せいな決けつ闘とうの場だ。君がいたところでなんの意味もないだろう？」


　声を落とし、わずかに苛いら立だたしげに麻里奈が語った。


「君は君のいる日の当たる世界で、平へい凡ぼんな幸せを求めればいい。君の『願い』は、あっちでだって叶かなうだろ？　ここはボクたちの、夜の世界だ。ボクも、彼も、祐子だって、皆『願い』を叶えるために、覚悟を決めてこいつらを呼び出した。君にボクらのような、闇夜と生きる人間が理解できるものか。君にはここにいる資格はない」


　麻里奈の台詞せりふは強烈な自じ尊そんと誇ほこりに裏打ちされていた。目が輝かがやいている。それはアウトローの誇り。そして狂きよう信しん者の輝きだ。


　しかし、麻里奈の台詞は痛つう烈れつに梓自身にも跳はね返った。彼女の疎そ外がい感。彼女の孤立感は、そのまま梓に根ねづく感情でもある。麻里奈の言葉は、梓の思いと同じ根を持っていた。


　そして、その麻里奈の叫びにちりばめられた、いくつものキーワード。「願い」、「呼よび出す」、それらの言葉を耳にするのはこれで三度目だ。


　──『そ、なんでも天使や悪魔が出てきて願い事を叶えてくれるそうよ』


　──『あれはな、悪魔を呼び出すための薬なんだ』


　──落ち着けっ。落ち着け！


　錯さく乱らんしまいと死にものぐるいで繰くり返した。そうしなければ、麻里奈の狂気に引きずり込まれてしまう。


「闇夜と生きる人間ね……」


　必死に梓が念じていると、闇の向こうから景の声が聞こえた。


「日ひ陰かげ者ものを自じ任にんしてる割にはやることが派手だ」


「なんだって？」


　梓の髪をつかんだまま、麻里奈が口を歪ゆがませる。笑っているのだ。


「君、食われてるぜ」


　何気ない口調で景が言った。麻里奈がぴくっと反応した。笑えみが消え、感情が消える。


「気づいてないようだが、君の実体は浸しん蝕しよくされつつある。悪魔って奴やつは、自分の中の世界で使し役えきする分には害も少ない。だが他人に対しその力を誇こ示じすれば、それは跳ね返って使役者自身を侵おかす。力のない者はその副ふく作さ用ように耐たえられず、やがては自分の悪魔に食われる。『堕落クラツシユ』ってやつだ。君の言うとおり、表舞台に出るには、相応の覚かく悟ごと代だい償しようが必要なのさ」


　景が立ち上がった。まだ身体がふらついているが、逃げる気配はもちろん、怯ひるむ様子さえない。


「本物の悪魔使いは深しん淵えんに潜ひそむものだ。君や松まつ崎ざき祐子のように、他人に構われたがるタイプの人間は本質的に向いてない。余よ程ほどの才能でもない限りね」


「利きいた風な口を叩くじゃないか。動どう揺ようさせてるつもりかい」


　麻里奈は毒々しく吐はき捨すてた。心なしか、苛いら立だちが見える。矜きよう持じを傷つけられたのだ。


　景は肩をすくめた。


「感想さ。君の悪魔……それって誰かに『しがみつく』悪魔だ。独りで立てる奴じゃない」


　意図してのことではないだろう。だか、その声には聞く者の神経に障さわる、嘲あざけるような響きがあった。麻里奈は鋭するどく反応した。


「侮ぶ辱じよくするのか！」


　麻里奈が激して唾つばを飛ばした。怒いかりで握にぎりしめた拳こぶしを、シーツに叩たたきつける。


　すると、ベッドが持ち上がった。


「ヒ──」


　ガンッ


　持ち上がったベッドが着地した。そしてもう一度浮うかび上がり、さらに前に着地する。


　ガンッガンッガンッガンッ！


　バネ仕じ掛かけのおもちゃが飛び跳ねるようにして、梓と麻里奈の乗ったベッドが少しずつ前に進んでいく。ベッドの上で身動きがとれない梓は、自分の座すわった四角いマットの下で何が起こっているのか見ることができない。


　──なっ、なっ……！


　もはや常じよう軌きを逸いつしている。景と麻里奈。二人が体験しているカプセルの悪夢に、自分まで引き込こまれたようだ。


「さあっ！　どうする魔ま法ほう使つかい！」


　吐き捨てる麻里奈。


　すると、彼女の背はい後ごから返答があった。


「はしゃぎすぎだぜ。サイコ野や郎ろう」
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　カンッ　カラララッ


　声と共に、後ろの階かい段だんから光が振ってきた。


　──懐かい中ちゆう電灯！


　明かりのついたままのマグライトが階段を転がり、廊下の床ゆかを回転しながら滑すべってきた。投げたのは──見失っていた水原勇司！


「何！」


　麻里奈が虚きよをつかれる。


　暗くら闇やみを回転するライトが縦じゆう横おう無む尽じんに切り裂さいた。世界を区切る光の帯。その中に、異い様ような形の黒いシルエットが見えた。


　──！


　凄すさまじい衝しよう撃げきがベッドを吹き飛ばした。梓の眼前で、ベッドの一角が砕くだけ散った。


「きゃあああ！」


　交錯する光と闇が梓から平へい衡こう感覚を奪う。自分の姿し勢せいもわからずに頭を抱かかえる梓の腕を誰かがつかんだ。細い指が肌はだに食い込む。景だ。


　手を引かれるまま梓は走った。


　後ろから麻里奈の怒ど声せいが追ってくる。金属がぶつかる音。壁かべが叩かれる音。ガラスが割われる音。だがその音が本当の音かどうか、梓は自信が持てなかった。


　自分の足で走っている気がしない。廊ろう下かを走っているのか、階段を駆かけ上がっているのかすらわからなかった。暗闇と光が交錯している。切れ切れに映うつる光景が頭ず蓋がい骨こつの中に飛び込んでくる。非常灯のランプ。真っ暗な窓まど枠わく。タオルを積んだ籠かご。ビーカーの乗った台車。病室のナンバープレート。名前のない表札。


　陰いん影えいの狭はざ間まに虚像が見える。不可思議な形の影かげが見える。景は悪魔と言ったか？　あれは悪魔の影なのか？


　気がつけば梓は廊下に座り込んでいた。目の前に景の顔があった。


　──景ちゃん──


「あ、け、けいちゃん」


　舌が回らない。目に涙なみだが滲にじんだ。


「立てるか？」


　優やさしい声だった。夢にまで見た、懐なつかしい声だ。


　涙がこぼれた。


「どこか怪け我がを？」


　梓は目を閉とじて首を横に振った。


「……大だい丈じよう夫ぶ。わたし、立てる」


「……よし」


　景が梓の手に何か押しつけた。見るまでもなくわかった。カプセル。


「ここから逃げろ。もし見つかったらこれを飲むんだ。飲めばわかるようになる。一度なら副作用も問題ない」


「景ちゃん」


「行って」


「駄だ目め。こんな……駄目だ」


　梓は涙や鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら、それでも景を放さなかった。


「わたし、聞かないから。何が起こってるのか、このカプセルがなんなのか、景ちゃんが何をしてるのか、何も聞かないから。もう、そんなことどうだっていい。でも……でも、独りでなんか逃げない。そんなの嫌だ。絶対やだ。逃げるなら一いつ緒しよに逃げよう。ね、そうしようよ。景ちゃん。一緒に家に帰ろう」


　グスグスと鼻を啜すすりながら、梓は景のウィンドブレーカーを揺ゆさぶった。


　──『ほら、景ちゃんよ。昔よく家に来てたでしょ？』


　日本に戻ったとき、そう両親に景を紹しよう介かいすることを夢に見ていた。昔のように一緒に遊んで、七年ぶりの日本を案内してもらうつもりだった。景の側にいて、何にでもつき合おうと思っていた。彼を捨てたことを償つぐない、七年の空白を埋うめていこうと決めていた。


「梓ちゃん」


　と──記き憶おくの中と同じ声で、景が梓に囁ささやいた。


「僕は自分の意志でここにいる」


　優しく、しかし妥だ協きようを許さず、景は梓の手を引き離はなした。


「これからもそれは変わらない。君はこれ以上、関かかわっちゃいけない」


　二度目の拒きよ絶ぜつだった。梓の中に憎にくしみが芽生えた刹せつ那な、


「邪じや魔まするぜ」


　闇の中から水原が現れた。ほとんど顔も見えない暗闇の中に、水原の長身が、ぬっと立っている。


「ほらよ」


　水原は一本の瓶びんを無造作に景へ投げた。中には透とう明めいな液体が入っていて、何かラベルが張ってある。


「舞ぶ台たい照明スタンバった。細工はリューリュー。あとは仕掛けをゴローじさせちまえ」


「……そっちは？　松崎祐子を襲おそったのは彼女だ」


「パス。あれはあいつが選んだ末路だ。俺おれの義理はこんなもんでしょう」


　例によって無責任に言う。慣れた様子の二人のやりとりに、梓は驚おどろいた。


「景ちゃん！　水原くんを知ってるの!?」


　景は答えない。代わって水原が肯こう定ていするようにウィンクを返した。


「魔法使いは使い魔を使う」


「使い魔とは殊しゆ勝しようなことだ」


「ニックネームはコウモリです」


　日和ひより見み主義と自ら宣せん言げんして、水原は手のひらをぱたぱたと振ふった。


「そんな……水原くん、あなた祐子の細胞とは関係ないの？」


「おやおや。それで俺のことつけてたのか？　千絵ちゃんの入れ知ぢ恵えだな」


　水原がふざけた口調で言った。苦く笑しようが浮かんでいる。


「甘あまいね、あの子も。んなもん、とっくに始末がついてらあ。あれから二日だぜ。もうどこつついたって跡あとも残ってねーよ。もともと祐子は、自分の上の細胞とはつるんでなかったからな」


　肩をすくめて、水原は梓の前にしゃがみ込んだ。


「祐子って孤こ独どくに耐たえられねー奴やつでさ。でもほら。あいつプライドたけーから。自分からどうこうってできねーんだよ。それでまあ、こじれちまったけど、梓ちゃんのことも、最後まで仲間になって欲ほしかったんだと思うよ」


　そう言って笑う。闇の中の水原は少し悲しそうだった。景も水原も、光の下では素顔を見せない。二人だけではない。祐子だってそうだったのだ。そして麻里奈も。


「彼女を頼たのめるか？」


　と景が水原に言った。


「いいけど、そっちは？」


「逃がしてはくれそうにない」


「モテモテじゃん」


「替かわるかい？」


「うーん。けっこう美人なんだけどなあ」


　本気で腕うで組ぐみする水原に白い視線を投げると、景は首を振ってウィンドブレーカーのフードを被り直した。そして梓に声をかけることもなく、闇の中へと背せを向けた。


　冗談ではない。


「待って！　景ちゃん、あなたどうする気なのっ」


「…………」


「景ちゃん！」


「彼女はすぐに『堕ちる』。話し合いは不可能だ。ここでケリをつけないと君も狙ねらわれる」


「だからって──」


　行かせてはいけない。梓は立ち上がって駆け寄ると景の両腕をつかんだ。


　その瞬間が狙われた。


「景！」


「──！」


　ザクッ


　肉を裂さく嫌いやな音がした。血が噴ふき出して梓の顔を濡ぬらす。とっさに梓を庇かばったため、まともに攻こう撃げきを受けたのである。


　景が堪たまらず崩くずれ落ちた。


「きゃああああああっ！」


　梓は景に引きずられるように、景の身体からだを抱かかえたまま床ゆかに倒たおれた。


　同時に、今度は水原の身体が、足をつるされたように持ち上がる。


「わっ、く、くそ──」


　ブン


　と水原が廊ろう下かの奥おくへ投げ飛ばされた。消えた闇の向こうから、派は手でな着地音が響ひびき渡った。


「景ちゃん!?　──景ちゃんっ!?」


　血は止まる様子もなく辺りに溢あふれた。暗闇の中、ぬるりとした血ち溜だまりが噓うそのように広がっていく。


　ガンッガンッ、という麻里奈のベッドが立てる金属音がすぐ近くでした。だが暗くて何も見えない。音が反はん響きようし、四方から聞こえてくる。


　梓は傷口を探さがして景の身体をまさぐった。ウィンドブレーカーが濡れて重くなっていた。傷口が見つからない。負ふ傷しようの度合いが分からない。


「嫌……いや……！」


　──死んじゃう。


　景が死んでしまう。


　恐きよう慌こう状態が訪おとずれた。脳のう裏りに様々な記憶が早送りになり、滅め茶ちや苦く茶ちやに展開される。


　そして、手の中の堅かたい感かん触しよくが、梓を喚かん起きした。


　梓は手を開いた。血に濡れた手のひらの中に、無関心な様子でカプセルが眠ねむっていた。梓の涙なみだも、祐子の願いも、美加の不幸も、麻里奈の狂きよう気きも、景の過去も、そのすべてを小さなゼラチン容器の内側に閉とじこめ、カプセルはひっそりと寝ね息いきを立てていた。


　──『飲めばわかるようになる』


　梓は目を閉じた。


　目を閉じてから口内に放り込こんだ。


　カプセルは奥歯に当たってから舌に乗った。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを飛び越え、梓はをそれを嚙かみ砕くだいた。


　ドロリとした言い難がたい感触が広がる。


　──ちくしょう！


　梓はそれを飲み下した。





　　　　◆　◆　　◆　　　　◆　　　　　　　　◆





　変化は激げき烈れつだった。


　身体の中心に恒こう星せいが生まれた。天文学的な光と圧力が、一瞬で肉体から魂たましいを引き剝はがした。自分が自分でなくなる。ちっぽけな殻からが、内側から突つき破られる。あらゆる鬱うつ屈くつと憂ゆう慮りよが取るに足らない雑事へと転落する圧あつ倒とう的な快感。


　そして底なしの恐きよう怖ふ。


　足あし下もとにぽっかりと穴あなが開いた。大切だった何もかもが、はるか彼方かなたへ落下して消える。もう二度と戻もどれないという身の毛のよだつ喪そう失しつ感かん。暖あたたかで安全な寝ね床どこから追いやられる直ちよく視しに耐えない絶望感。世界から独り放り出される、身を切り刻きざむ孤独感。


　気がつけば落下していた。想像を絶する速度で下へ下へと落下していた。底が見えない。落下方向にはより濃のう密みつな闇。底へ、底へと、果てしなく広がっている。


　その闇の奥、辛かろうじて視認できるところに一枚の《ドア》が浮かんでいた。落下はその《ドア》を目指している。一直線に、加速度をつけて。


　その《ドア》が少しだけ開いた。向こう側から何かが覗のぞいている。


　わたしは絶ぜつ叫きようした。





　そして、わたしは目を覚ました。


　うわああっ！


　わたしは肺はいの中身を残らずぶちまけ、大急ぎで新しん鮮せんな空気を貪むさぼった。心しん臓ぞうが勝かつ手てにテンションを上げて踊おどり狂くるってる。


　それはもう、覚かく醒せいと呼よぶに相応ふさわしい目覚めだった。目を開けると世界が恐おそろしく澄すんでいた。震ふるえが来るほどクリアな映像が網膜に飛び込んできた。わたしは思わず息を呑のんだ。圧倒的なディテール。世界がこんなにも精せい密みつにできていたなんて！


　五感にこびり付いていた日常の汚お泥でいが、力の奔ほん流りゆうで洗い流された。解放された感覚が、世界に向かって開かれた。空中を漂ただよう粒りゆう子し一ひと粒つぶまで手に取るように知覚できる。音を作る空気の振しん動どうの形が理解できる。それだけじゃない！　建物に染しみついた病人たちの情念が見えた。暗い世界に星のごとく瞬またたく生命の力が見えた。


　すごかった。逆上するほど興こう奮ふんしていた。


　わたしは膝ひざ立だちになった。と、拡大した知覚が、凄すさまじくグロテスクな気配を捉とらえた。


　上！


　わたしは天てん井じようを見上げた。


　天井には逆さまになったベッドが張り付き、その上に座すわった麻里奈が、首を上げて、わたしのことを見物していた。


　ピシリ、と。わたしの中の現実に亀き裂れつが走る音がした。


　シーツは天井へ向かって落ちているのに、麻里奈の髪かみだけ下に流れている。


　熱病患かん者じやのような麻里奈の両眼が、ぎょろりとわたしの目と合った。


　そして、にまっ、と笑った。


「いやああああっ！」


　勝手に悲鳴を上げていた。同時に笑い出しそうになった。なんだこれ？　ハハッ……　なんなんだこれ!?　頭がおかしくなりそうだよ！


　ズルリ──


　割れた卵たまごの中身が落ちるように、ベッドが床に下りてきた。そしてベッドの下から無数の……無数の腕が生えてきた。ゴムじみた触しよく手しゆのような腕。一本一本がいやらしくうねりながら伸のびる。その先の手のひら！


　今度は、はっきりと目に見えた。耳に聞こえた。


「あっ、あっ、ヒ」


　腰こしが抜けた。動かない景ちゃんを抱だきかかえたまま、手足を滅茶苦茶に動かして後ろにさがる。床に広がった景ちゃんの血溜まり。ぬるぬる滑って進めない。


「ハッ、ハッ──！」


　ぺたぺた


　と無数の手のひらが床に手をついた。じりじりと、前へ前へと、手のひらが床を叩たたく。そして痙けい攣れんのようにベッドが宙に浮き──前へと弾はずむ。


　ガンッ！


　ぺたぺた


　ガンッガンッ！


　ぺたぺたぺた


　ガンッガンッガンッガンッ！


　ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺた……


　手のひらが床を迫せまる。血溜まりでぴちゃぴちゃと音を立てる。


　麻里奈がにまっと歯を見せる。もう駄だ目めだ。気が変になる。


　手のひらの一つがわたしの足首をつかんだ。


　全身が総毛立った。


　が、次の瞬しゆん間かん、その手首はナイフで切り落とされた。


「景……ちゃん？」


　わたしが抱きしめていた景ちゃんが、無言でナイフを叩きつけていた。刃やいばは床にまで食い込み、切り落とされた手のひらが床に落ちた。その腕うではすっとベッドに吸すい込まれた。


　ガリ……


　景ちゃんは歯でカプセルを嚙かみ砕くだいていた。一つや二つではない。一摑つかみはある量のカプセルを貪るように咀そ嚼しやくしている。カプセルの内容物を飲み下すと、潰れて溶けかけたゼラチン容器を吐はき捨すてた。眼が、爛らん々らんと燃えている。愉快そうな光を浮かべて。


　そして景ちゃんは、わたしの身体からだを持ち上げた。


「あ、あ……！」


　噓うそ。あんな大怪け我がしてるのに。景ちゃん小さいし、体つきなんかわたしと変わらないのにどうやって。


　暗くら闇やみの中、青い衣が翻ひるがえった。走る。後ろに冗じよう談だんみたいな量の血が落ちていく。


　わたしは景ちゃんにしがみついた。ウィンドブレーカーの下で景ちゃんの身体が動いている。筋きん肉にくが脈動し、肩かたが上下している。その感触にしがみついた。


　どこをどう走ったのか。


　景ちゃんが足を止めたとき、目の前に両開きの扉とびらがあった。


　景ちゃんがわたしを放り出した。痛いたみと共に、床ゆかに投げ出される。大きな動作に血ち飛沫しぶきが飛び、頰ほおに数すう滴てき飛来した。


　次に、青い外衣の中から一本の瓶びんを手早く取り出す。さっき水原くんが渡した瓶だ。景ちゃんはその中身を足下にぶちまけた。


　刺し激げき臭しゆうが鼻を突いた。これは──？


　いや、詮せん索さくする暇ひまなんてなかった。後ろに金属的な着地音。


　景ちゃん──ウィザードは、扉に手をかけると、ウィンドブレーカーを翻して後ろに向き直った。フードが外れて顔が現れた。髪の先から足下の床まで血で濡ぬれている。顔半面にも赤黒い血が付着していた。


　振り返ると麻里奈が追ってきていた。無数の腕がうごめくベッドに腰こしをかけた姿すがたは、地じ獄ごくの椅い子すに座る女王のように見える。


　再び対たい峙じする、悪あく魔まと魔法使い。


　両者の間の闇を、非常灯の光だけが浮うき上がらせていた。


「やはりここに来たね。予想はしていたよ」


「で、ノコノコついてきたのか？」


「本気でなければ意味がない。悪魔は悪魔を喰くらって、自らの力を増すんだからね」


　麻里奈は傲ごう然ぜんと言い放った。


「もう限界だ。悪魔を使うとハイになる。堪たまらない。これ以上お預けはごめんだよ」


「上等」


　壊こわれた哄こう笑しようと邪じや悪あくな冷れい笑しようが相対した。


　ガシャーン！


　長く尾おを引き、扉が開いた。


　手オ術ペ室だ。


　同時に手術台を照らすライトがついた。鮮せん烈れつな白光が瞳ひとみを焼き、闇を駆く逐ちくする。世界の陰いん影えいが入れ替かわった。そうか。水原くんが行っていた「舞ぶ台たい照明」だ。




[image: ]


　光を背せに立つウィザードの影かげが、矢のように麻里奈へ飛んだ。


　その影が、身じろぎした。


　かと思うと、放たれた獣けもののように躍やく動どうした。床から壁面へ、壁面から天井へ、そしてまた床へ。影は人ひと形がたを保っていたが、それはウィザードのシルエットとはかけ離れていた。


　無ぶ骨こつにせり出した肩。


　攻こう撃げき衝しよう動どうに震ふるえる腕。


　前頭部から反り返る角。


　呼吸孔の空いた仮面。


〝影〟は全身をワイヤーのような線で雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくされていた。そのワイヤーが音もなく弾はじけていく。そしてついには最後の一本を断ち切り、〝影〟は両腕を前足のように使って壁を蹴けった。


　踊るように弧こを描えがき、平面の上を滑って襲おそいかかる。


　ベッドから生えた腕が、一団となって〝影〟に挑いどんだ。だが呆あつ気けなく蹴散らされた。


「何！」


　麻里奈が驚きよう愕がくする。が、怯ひるむことなく先に倍する腕が鎌かま首くびをもたげた。一つ一つの指が、鉤かぎ爪づめのように牙きばをむいた。


　津つ波なみのように覆おおい来る無数の腕。雹あられのように突つき刺ささる無数の指。


　またしても、突き上げるような笑いの衝動がこみ上げてきた。涙で視し界かいが霞かすんでしまう。


　でも、悪夢そのものの光景を、魔法使いは冷然と一笑に付した。そして彼の〝影〟も嗤わらった。嗤いながら咆ほう吼こうした。


　麻里奈の触しよく手しゆは一撃でなぎ倒たおされた。


「……く！」


　麻里奈が後退した。追って床の上の〝影〟が腕を伸のばし、触手の束をひっつかんだ。実体のない二次元の影が、騙だまし絵のように腕を捕まえ、ねじ上げる。そして力任せに引き抜く。


　触手の腕が根本から千切れた。千切られた手が指を伸ばして断末魔をあげた。


「くそ！」


〝影〟がシーツに移動した。スルスルと麻里奈の身体に向かい、よじ登っていく。


　麻里奈から余よ裕ゆうが失うせた。腕が統制を無視して方々に〝影〟を襲った。


　まるで矢や衾ぶすまだ。たちまちシーツ上の影が、不気味と呼ぶのもおぞましいハリネズミと化した。だが〝影〟の嘲ちよう笑しように陰りは訪れなかった。突き刺す腕をものともせず、〝影〟は腕を引き抜ぬき、シーツを引き裂さいた。


「ひっ！」


　初めて、わたしは麻里奈が恐きよう怖ふで青ざめるのを見た。


　貫かん頭とう衣い姿の麻里奈は、足をくの字に曲げてシーツの上を後ろへ移動した。背せ中なかがベッド上方の柵さくに当たって音を立てる。


「これまでだな」


　ウィザードが指を鳴らした。すると彼の足あし下もとから複数の黒い線が影に目がけて放たれた。〝影〟を拘束していたワイヤーだ。


　黒い線は影の化け物に巻まきつき、容よう赦しやなく締しめ上げた。尋じん常じようならざる抵てい抗こうを退け、ワイヤーは〝影〟の自由を制約した。


〝影〟の音なき怒ど声せいが病びよう棟とうを揺ゆるがす。


「幕まくだ。降こう伏ふくしろ」


　ウィザードの勧かん告こくに、麻里奈は激しい憎ぞう悪おを見せた。無む理り矢理に呼こ吸きゆうを整え、平静を装よそおう。そして悔くやしそうに呻うめいた。


「……見事だ。魔法使い」


　その讃さん辞じは、少なくとも本心なんだろう。しかし彼女は投とう降こうする様子はなかった。


「貴方あなたの悪魔を取り込こむのは諦あきらめよう……だが降伏はない！」


　明かりが消えた。


　燦さん然ぜんと輝かがやいていた手オ術ペ室のライトが、陽炎かげろうのように、フッ、と消えた。


　なぜ……！


「手術室につながる電でん源げんを元から破壊した！　あらかじめ腕を一本壁の中に潜もぐらせておいたんでね。卑ひ怯きようなやり方だ。軽けい蔑べつしてくれて構わないよ」


　暗くら闇やみへ転じた世界に、麻里奈の、わずかに勝ち誇ほこった声が反はん響きようした。


　そしてまた聞こえてきた。あの音。


　ぺたぺた


　ぺたぺた


　ぺたぺた


　ぺたぺた


　床ゆかに止まらず、壁にも天井にも、手のひらが張り付いて、闇に潜ひそむ群生生物のように蠢うごめいた。


　もう恐怖を感じなかった。心が麻ま痺ひしている。だって、あまりに現実感がなさすぎる……


　いつからこんな風になった？　最初は単なる噂うわさだった。信じられなくて、自分で調べた。自分の目で見、耳で聞いたことを頼たよりに真実を知ったはずだった。でも、これは何？　目に見える、耳に聞こえるこの光景は真実なの？　悪い冗談だ。こんなもの信じられない。こんなの噓うそに決まってる……


「貴方に勝ったとは思わない。功を誇ほこるつもりもない。貴方の伝説はそっとしておくよ。人知れず消えていけ──孤こ高こうの魔法使い！」


　敵意が殺意に跳はね上がった。致ち命めい的な一撃が来る前の、時間が間ま延のびする一いつ瞬しゆん。


　ウィザードは、黙だまって明かりを点ともした。


　手の中に燃え立つ、一条の小さな炎。


　ライター？


　とたんに麻里奈が嘲あざ笑わらった。


「あはははっ！　それで影を作るつもりか、ウィザード？　見苦しい真ま似ねは止せ。大人おとなしく息の根を──」


　麻里奈の嘲あざけりを無視し、ウィザードはそのライターを足下に捨てた。


　点のような火は闇を小さく切り裂いて落下し、床の上で燃え上がった。


　さっきの刺し激げき臭しゆう──アルコールを撒まいていたんだ！


　それだけでは終わらない。炎ほのおは床を滑すべり、壁を舐なめ、天井を経由して麻里奈のベッドに燃え移った。それはさっき彼の影が移動した軌き跡せきそのままだ。足下にアルコールを撒いたのは、この効果を狙ねらってのことか！


　麻里奈が悲鳴を上げてベッドから転げ落ちた。炎は彼女の貫頭衣にも燃え移っている。


　暗闇に篝かがり火びが焚たかれた。


　炎に包まれたベッドの下で、麻里奈がのたうち回る。それを見て、ウィザードは、はっきり声を出して笑った。


「卑怯とはまた見けん当とう違ちがいなことを言う。悪オ魔ー持ナちーとも思えない台詞せりふだ」


　炎を受け、再びウィザードの〝影〟がそびえ立った。禍まが々まがしい姿は、すでに拘束を解いている。主を守護する──それとも主の隙すきを窺うかがう──ように、背後の壁から天井に渡わたって立っている。その姿は、まるで狂くるった鬼おにだ。


　麻里奈は貫頭衣を脱ぎ捨てた。下着姿の上に、解ほつれた長ちよう髪はつがかかる。思わずどきりとしたけど麻里奈は自分の姿すがたに構う余裕などなかった。ものもいわずに床に這はい蹲つくばり、床に散らばった自分のカプセルを必死にかき集める。そして、キッとウィザードをにらみつけた。


　真まっ直すぐな敵意の視し線せん。再び現れる腕うでの群。でも、麻里奈の瞳ひとみには、隠かくしようもなく怯おびえがちらついている。


　それを見てウィザード──景は、


「『悪あく魔まを使うとハイになる』か、いいね。その通り──」


　と目を見開いた。


　ガラスの様だった瞳が、黄金を練り混こんだ赤色に輝かがやいていた。


「──快感だ」


　ドン！


　と地面が震ふるえる衝しよう撃げきを残し、景の影かげが襲いかかった。


　勝負は一瞬で着いた。


　でも、それを見み極きわめる前に、わたしは世界を見失って深い闇に沈んでいった。





　　　　３





　それから先は夢の記き憶おく。


　景ちゃんは炎を消し飛ばした。床には麻里奈が転がっていた。麻里奈は泡あわを吹ふいて白目をむいていたが、不思議なことに火傷やけどはなかった。


　あとから現れた水原くんは現場を見ると頭を抱かかえた。そして景と二言三言交かわし合ってからすぐに退散した。景ちゃんは、わたしを負おぶって病院を出た。





　景ちゃんの怪け我がはいつの間にか治っていた。怪我……本当にしたんだろうか？


　わたしを背負った景ちゃんは、自分の足で、普ふ通つうに歩いた。小柄な身体からだが一歩ごとに揺れた。背せ中なかのわたしにも振しん動どうが伝わった。


　夜の町は静かだ。わたしたちは病院を離はなれた。長い遊歩道を歩いて、ビル街の隙すき間まから町の中心地に出る。公園横の坂道を上り、電車の高こう架かの下を抜け、点てん滅めつする信号を渡わたった。


　雪が降ふっていた。


　積もるほどの雪じゃない。雪は大地に触れると同時に溶とけた。


　夜気はコート越しに染しみいった。でも身体はほかほかしていた。景ちゃんの息づかいがする。体温がする。においがする。暖あつたかい。


　昔はわたしが負ぶってあげた。苛いじめられて怪我をした景ちゃんを、わたしが家まで負ぶっていった。


　景ちゃんはいつまでもグスグスと泣いていた。わたしはずっと話しかけ、あの手この手で景ちゃんを笑わせようとした。結局景ちゃんは、そんなわたしの気持ちを察して、面おも白しろくもない話に、泣き笑いのような顔を見せた。


　自分で歩けるようなときでも、わたしはよく景ちゃんを負ぶってあげた。景ちゃんが恥はずかしがっても、怪我してるんだからと、強ごう引いんにおんぶした。家までずっとは無理だったけど、休み休み道草をして歩いた。わたしが負ぶっている限り、この可愛かわいらしくて優やさしい同どう胞ほうは、わたしのものでいてくれた。


　どんどん思い出になる、ずっと昔の話。


　景ちゃんは黙もく々もくと町を歩いた。わたしは夢うつつのまま、じっとして身を任せていた。


　この感かん触しよくを心に刻み込こんでおこう。


　噂うわさや幻まぼろしなんかじゃなく、この感触を信じよう。


　二人の接触した、この手て触ざわりを。





　　　　◆◆◆◆◆





「夢も現実も、すべては君のものだ」


　耳元で囁ささやく声があった。


　懐なつかしい、懐かしい声。


「君の、自由だよ──」





　　　　４





　翌よく、日曜日は快晴であった。


「どう？」


「うん、いいみたい」


「よし、じゃあ後は鎖くさりをつなげておしまいね」


　千絵は満足そうに軍手をはめた手で、額の汗あせを拭ぬぐった。


　出来上がったのは以前梓が蹴けり割わった『関係者以外立入禁止』の立て看かん板ばんだった。角材で補ほ強きようしたベニヤ板に、墨ぼつ痕こん鮮あざやかな文字が並んでいる。千絵の作である。




[image: ]


　その千絵は、着古したトレーナーにジーンズという出で立ちだった。髪もバンドでひとまとめにしてある。昨日きのう話していた看板作りを早速実行しているのであった。


「それにしても晴れたわねえ。知ってる？　昨夜ゆうべ雪が降ったのよ」


「……へえ、そうなんだ」


「あ。ってことはやっぱり、見張り途と中ちゆうで切り上げたのね、梓さん」


「え、そ、その……ごめん」


「ふふ。いいのよ。結局空振りだったわけだもんね」


　千絵が屈くつ託たくなく笑う。返す梓の笑え顔がおはぎこちなかった。


　実は、ここに来る前に一波は乱らんあった。喫きつ茶さ店てんパンドラでの出来事である。


　そのとき千絵は、これ以上ないほどの渋じゆう面めんを浮かべて口をへの字に曲げていた。


　その、テーブルを挟はさんだ向こう側では、対照的なへらへら笑いを浮かべて、水原が椅い子すに座すわっていた。


　そして、二人を眺ながめながら、複雑な面もちで梓が立っていた。


　三人の作る三角形の真ん中にはテーブルがあり、一いち枚まいの紙切れが鎮ちん座ざしていた。紙には太い印字で『入部届とどけ』の文字。その下に、まるで女の子が書いたような丸字で『実浅捜査研究会』とあり、続けて『水原勇司[image: ]』とあった。


　長い長い沈黙を経て、千絵は胸ポケットから古風な万年筆を取り出した。『浅』に二重線を引くと、『践せん』と書き改める。水原が「おお」と手を打った。


「つまりは入部を認めると？」


「……そうは言ってないわよ」


「いやしかし、千絵ちゃんが俺おれに疑ぎ惑わくを抱いてる以上、身の潔白を証明するには、一いつ緒しよになって世のため人のためと身を粉にして働くのが最上の解かい決けつ策さくかとグシンしたわけだがいかに？」


「書くだけじゃなく、喋しやべる方も落第点ね。日本語の勉強もした方がいいわよ」


「きびしーごしどーごべんたつのほど、よろしくおねがいいたします」


「自習なさいっ。自習！」


　様子をうかがっていれば、水原も病院で行われた人知れぬ決けつ闘とうについては、説明するつもりはないようだった。完全にすっとぼけている。


「俺って役に立つぜ？　不良連中にも顔効くしー、そういう方面の情報詳くわしいしー、何よりセルネットの経験者だしー」


　千絵の神経を逆なでするのを承知で、わざわざ語ご尾びを伸のばしている。しかし、彼が役に立つだろうことは事実である。だからこそ千絵も渋面を作らざるを得ないのだ。


　結局千絵は態度を保留してパンドラを出た。


　水原の真意はわからない。しかし、梓自身が黙だまっている理由は、どうだろう。


　病院での出来事は、千絵には話していない。どうしても話せなかった。言っても信じてもらえないだろうし、奇き異いな目で見られるかもしれないと思うと切り出すことができなかった。そうでもなくても口が重くなる話だ。ただ、祐子の細胞のリーダーは水原ではなさそうだとだけ、口を濁にごしながら話した。千絵は納なつ得とくしたようではなかったが、一応は梓の意見を認みとめてくれた。その矢や先さきに、当の水原が訪おとずれてきたのだ。


　最終的にはうまく言い訳わけが通ったが、噓うそを塗ぬり重ねた結果である。


　胸むねが痛いたんだ。


　──ごめんね。


「ん？　何、梓さん？」


「え、ああ、なんでもないよ」


　適当に誤ご魔ま化かして、梓は奥おくの離はなれに視線を移した。


　一月前の再会以来、ここに来たのは初めてだった。あのとき確認した景との距きよ離り。ここ数日で、その距離は縮ちぢまったのだろうか？　それとも広がったか？


　──結局何もわからない。


　手を握にぎると、手のひらの中に昨晩ゆうべの感触が残っている。これは真実だ。錯さつ覚かくなんかじゃない。けれど、なんて弱々しい真実だろうか。


「ねえ、梓さん？」


　と腰に手を当てて一休みしていた千絵が問いかけた。


「前から聞きたかったんだけど、あの小屋っていったいなんなの？」


「あ、言ってなかったっけ？　ここはその……以前物部くんの家があった場所なの。あの離れはその名な残ごりよ」


　遠くを見る眼まな差ざしで梓は答えた。前回梓は離れに触れてもいない。梓にしてみれば、あそこは七年前の過去に閉とざされたままなのだ。


　ぽつりぽつりと語る梓に、千絵は「ふーん」と返事を返した。


「じゃあ、いまは使ってないの？」


「と、思うよ」


「……変ね」


　つぶやいて千絵は首を捻ひねった。腕うでを組み、右手の人差し指が唇くちびるに触れる。


「変って、何が？」


「いや──だとしたら、あの看板、誰だれが立てたのかな？　って」


　千絵の言葉に、梓はぱちりと瞬まばたきした。


　──そう言えば……


　聞いたところ、マンションが建ったのは梓が渡米したすぐ後らしい。しかし、あの看板はそれほど古い物ではなかった。


　──駐ちゆう輪りん場じようとは関係ないし……それとも、あの離れがまだ物置か何かに……


　と、梓は急に背せ筋すじを伸ばした。


　あのとき。景と再会したあのとき、景は離れの中から現れた。


　タンッ、とアスファルトを蹴けって、梓は鎖を飛び越えた。そのまま一気に離れへ走る。


　離れの入り口には鍵かぎがかかっていた。見覚えのある錠じよう前まえは七年前と同じ物だ。指先が覚えていたナンバーにダイヤルを会わせると、錆さび付いたシリンダがおっくうそうに跳はね上がった。


　扉とびらを開ける。


　そして、梓はぽかんと目を丸くした。


　中は──片づいていた。


　万年雪のようだった埃ほこりは一いつ掃そうされ、縦じゆう横おうにかかっていた蜘く蛛もの巣は跡あと形かたもない。あれだけ溢あふれていた段だんボールの山は、整理されて奥の壁かべに積み上げられている。


　その手前には一いつ脚きやくの椅い子すがあった。椅子の前には電気ストーブと毛布。隣となりには文ふ机づくえとスタンド。そして手製の書しよ棚だな。


　梓は、ふらふらと部へ屋やの中へ吸すい寄せられた。


　机の上には栞しおりの挟はさまった本が置いてあった。足あし下もとには電気ポットとバッテリー。それにプラスチックの小箱。


　半はん透とう明めいの箱の中身は、使い捨ての紙コップ。インスタントコーヒー。ティーパック。そして……クッキーの缶かん。


「ぷ」


　思わず梓は吹き出した。


「ぷ──く、くく──」


　鮮あざやかに甦よみがえる記憶。いつだったか、梓は家出をしたことがある。といっても、この離れに隠れていたのだ。そのとき梓を捜しに現れた景から、お菓子を取り上げたことがあった。確かこれと同じ缶に入ったクッキーだった。


「くははっ。あははははっ！」


　梓は腹はらを抱かかえて笑った。止まらない。次々に笑いの衝動がこみ上げてくる。おかしくておかしくて仕方がない。


　あのころの景はこのクッキーが大のお気に入りで、月に一ひと缶かんだけ小こ遣づかいをはたき、一日一個ずつ大切に食べていた。それを知っている梓は、わざとクッキーをほしがった。景がハラハラと見守る前で、クッキーを手づかみに食べたり、缶を隠かくして知らんぷりをした。「梓ちゃん」と景が泣きついてくるのが楽しくて、わがままな女王様は、ことあるごとに悪戯いたずらをしたのだ。


「あ、梓さん。いったいどうしたの？」


「どうしたも何も……あはっ、あははは！」


　入り口から千絵がこっちを見ていた。大きくて綺き麗れいな瞳ひとみが、呆あつ気けにとられて戸と惑まどいを浮かべている。梓はさらにヒーヒー笑った。


「ちょっ、ちょっと、梓さんっ」


　千絵が狼狽うろたえだした。梓は帰国後一か月分の大笑いをして、ようやく息をついた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　何事なの？」


「──うん。大丈夫。わたしは、大丈夫だよ」


　梓は元気よく請うけ合うと、箱を開け、中からクッキーの缶を取り出して千絵に放ほうり投げた。慌あわてて千絵が缶をキャッチする。


「食べよう」


「えっ、あ、梓さん、まずいわよ。看板の文句を忘れたの？　第一あなた、これって立りつ派ぱな不法侵しん入にゆうよ。その上こんなの、窃せつ盗とうじゃない」


　慌てて首を振ふる千絵に向かい、梓は破顔してのたまった。


「よい。わらわが許す！」






　あとがき







　これがなかなか難しい。


　これ、というのはあとがきのことです。





「よろしいですか。求められるのは、ウイットとユーモアに富とみ、読者が親近感を抱いだく一方、ある種のカリスマ性を喚かん起きさせるような、読みやすく且かつ分かりやすい『あとがき』です」


　とか、


「調査によれば読者の八十パーセント近くが購入前に『あとがき』を読んでいます。特に、新シリーズ。まして新レーベル創刊第一弾となれば、ほとんどの読者はまず『あとがき』に目を通すでしょう。『あとがき』が面白いかどうかは、文庫本の売り上げに看かん過かしかねる影響を与えます。これは確かなデータに裏うら打うちされた事実なのです」


　とか言われると、ディスプレイの前で、む、と固かたまってしまうわけですね。


　ちなみに、この時点ですでに二つ、傑作長編『あとがき』（？）と激論朝まで『あとがき』（？）を提出しているのですが、没ボツにされました。いやあ、難しいです（笑）。





　ともあれ、書くことはあります。


　まず、ペンネームが「字あざ野の耕平」から変わりました。理由は──前作『ブートレガーズ』を参照下さい（笑）。


　まあ、こっちの方がわかりやすいので、本人は気に入ってます。っていうか、ほとんどの方は、はじめまして、ですよね。今後もよろしくお願いします。





　次にタイトルです。見み覚おぼえのある方がいらっしゃるかもしれません。


　実は『Ｄクラッカーズ』は本作に先立ち、二本の短編を発表しています。一本目はいまを去ること二年前、98年９月号ドラゴンマガジン誌上で行われた第一回龍皇杯ドラゴンカツプ参加作『Ｄクラッカーズ』です。これは筆ひつ者しやのデビュー作に当たります。二本目はその一年半後、今年の春のドラゴンマガジン３月号増刊「ファンタジア　バトルロイヤル」で掲載されました。一作目の続編『Ｄクラッカーズ　逸脱』です。


　本作はこの二本のうち、一作目の拡大リメイクとなります。といっても、基本設定以外はストーリーも大幅に変更した、いわば「第一話・完全版」です。新作同様ですので、ぜひご一読してみてください。





　さて、ここで一作目発表当時を回かい顧こしてみましょう。


　龍皇杯ドラゴンカツプというのは、富士見系の作家さんがそれぞれ短編を書いて、読者がその中から次のドラマガ連載作を選ぶという企画です。「書いてみる？」とのお誘さそいに二つ返事でＯＫした筆者は、あれこれとプロットを提てい出しゆつしました。主にドタバタコメディの路線です。で、軒のき並なみ没をもらっていたわけです。


　そんなとき「全然違うのでもいいよ」と担当さんがおっしゃいました。これは「いーかげん違うの出せ」ということであろうと当時の筆者は深読みし、二十九行からなる『Ｄクラッカーズ』の設定書もどきを提出しました。するとこれが担当さんのお気に召めしたらしく、「面白そうだから、ちゃんと書いてみてください」と言われたのです。


　ちなみに後ご日じつどこが気に入ったのか聞いてみたところ、キャラクター設定の中の「主人公＝イコールジャンキー」という項目にビビッと来たそうです。担当氏の人ひと柄がらが忍しのばれるエピソードですね。


　主人公二人の相関関係は最初から全く変更されていないのですが、その他の設定は目まぐるしく変わりました。舞台は異世界だったりしましたし、ジャンルも最初はＳＦチックでした。最終的には筆者も担当さんも趣しゆ味み色しよくを前面に押し出し、多くの善ぜん良りような読者をぶっちぎって勝手に楽しんでしまいました（←後に大だい反はん省せい）。


　今回もシリアスな作品ではありますが、ダーク一いつ辺ぺん倒とうからは脱だつ却きやくしております。ときには笑いもあり、涙もありです。主に某美少女探偵が（笑）。





　わずか二本の短編しか出していない本シリーズを、富士見ミステリー文庫から出してみないかと声をかけられたときは意外な思いがしました。ましてや、もともとファンタジー路線で用意したシリーズです。犯人、殺人、トリック、といった推理小説の道具立てに、必ずしも相応ふさわしいとはいえなかったから、なおさらです。


　それでもこの作品を書かせてもらったのは、このシリーズでやってみたいことがあったからです。そしてまた、サスペンスやスリラーといった、ミステリアスな作品という観点でいえば、『Ｄクラッカーズ』はかなり面白いものが書けるだろうという目もく論ろ見みがあったからです。


　本編ですでにその試こころみのいくつかは試ためしてみました。機会を与えてくれた編集部の方々に、お礼申し上げます。


　それにしても、しぶといシリーズですな（笑）。





　とまあ、今回はこんなところですが……いかがでしょう。買いたくなりました？（笑）


　最後に、


『Ｄクラッカーズ』誕たん生じようからその延えん命めいまで多大な労力を裂いていただいている担当Ｋ氏に、景けいや梓あずさに新たな命を吹き込んでくださったイラストレーターの村むら崎さき久ひさ都と氏に、


　そして、校正、印刷、営業、その他、この本の出版に携たずさわった全ての方に、


　そしてそして、誰に聞いても知らないだろう当シリーズを待っていてくださった読者の皆様と、初めてこの本を手に取り、これからレジへ向かわれるであろう読者の皆様（笑）に、


　心より感謝します。


　少しでも心こころ躍おどる時間を提てい供きようできたなら光栄です。


　では。













二〇〇〇年　十月　あざの耕平





Ｄクラッカーズ


接触─touch─





あざの耕こう平へい
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